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　　　　プロローグ






　ステージは、暗闇に包まれている。

　動く者の気け配はいもなく、ただ静寂がそこにある。

　観客席には数千の人々がいるはずだが、かすかなささやきが聞こえるだけだ。

　指示されたわけではなくとも、誰もがわかっているのだ。

　あと数秒、黙だまって待つ──それだけでいいのだと。

「どうもありがとう！」

　突然、スポットライトが点灯し、一人の少女の姿がステージにあった。

　栗くり色いろの髪を背中まで伸ばし、後ろに白いリボンを結んでいる。

「エンジェルパーティも──わたしたちのお祭りも、次の曲で最後になります」

　少女──水み無な瀬せみなもは、ゆっくりと語る。

　整ととのった顔に、ぱっと花が咲いたような笑みを浮かべて。

「今日までいろんなことがありました。楽しいことも、辛つらいこともたくさん。だけど……応援してくれたみんながいたから頑張ってこれました！　だから、わたしたちは！」

　みなもは、さっと右手を挙あげた。

「ＦＥＡＬｓフイールズは！」

　ぱぱぱっ、とさらにいくつものスポットライトがステージ上を照らす。

　みなもの左右に、六人の少女の姿があった。

　赤と白を基調にし、それぞれの個性に合わせた衣い装しようを着ている。

　全員が汗を浮かべ、わずかに息を乱みだしている。

「ここまで来られました！　ありがとう！」

　みなもが、満面の笑みを浮かべて観客席に向けて叫ぶ。

「そうそう、ここまでいろんなことあったものね」

　みなもの右隣にいた、朝あさ霞かカナミが苦笑する。

　やや大人っぽく、長い髪を一ひと房ふさ三つ編あみにして、前に垂たらしている。

「別に、あたしにはたいしたことなかったけどね。ここまで来るのなんて、当然だし」

　今度は、左隣にいる青みがかった髪をツインテールにした宮く藤どう詩しい歌かが、そっぽを向きながら言った。

「ウソね。さっき明かりが消えてたとき、詩歌ちゃん、ごしごし涙ぬぐってたわよね」

「だーっ、カナ！　あ、あれは汗が目に入っただけだよ！」

「こら、あなたたち。ここは学校じゃなくて、ステージだってこと忘れてませんか？」

　そう言ったのは、長い黒髪にカチューシャの少女、速はや水み凛りん子こだった。

「いやー、りんりんこそ学校にいるときみたいです。怖ーい生徒会長さんですもんね」

「……凛子会長、マジ仕切り屋」

　凛子をからかうように言ったのが、さらさらの銀髪を肩のところで結んでいる、ハーフの少女、鳴なる森もりアリスだった。

　続いてニヤリとしながらつぶやいたのは、赤みがかった髪を頭の左側で結んだスレンダーな女の子、星ほし宮みや舞ま衣い。

「そこの二人、うるさいよ。ほら、またゆずがオロオロしちゃってる」

「えっ、ゆ、ゆずは……」

　みなもに言われ、一歩後ろにいたひときわ小こ柄がらな少女があわあわと焦あせり出す。

　その女の子、美み月つきゆずは茶色の髪を肩まで伸ばし、羽の形をした髪かみ留どめをつけている。

　小さいのは当然で、彼女は最年少。まだ十一歳だ。

「ゆ、ゆずはオロオロしてるくらいがあざとくていいって、リーダーが……」

「わたし、そんなこと言ったっけ？」

　リーダー──みなもが、きょとんとして言った。

「まあ、ゆずは唯一のロリ要員だから。犯罪にならない限り、やれることはやってもらっちゃおう」

「犯罪ギリギリを狙ねらわされてます！　みなさん、リーダーはけっこうあくどいです！」

　ゆずが悲痛な叫びを上げるが、無情にも観客席からは笑い声が響ひびいた。

　観客たちはＦＥＡＬｓフイールズを知っている。

　みなもの口の悪さも、ゆずがいじられつつもしっかり反撃したことも、仲の良さの表れであるとわかっているのだ。

「と、そんなことはどうでもいいんでした。えーと」

　みなもが、気を取り直してそう言った。

「今は、ファンのみんなへの感謝しかありません。ここにいるみんな、ここには来られなくてもわたしたちを応援してくれた人たちに、大感謝です！」

　ＦＥＡＬｓフイールズの六人は、みなもの横に綺き麗れいに並び直し、ぺこりと頭を下げる。

「次が最後の曲です。わたしたちのすべてを、みんなへの感謝を込めて。最後で最高のステージを！」

　みなもが、ぱっと両手を挙あげ──

「ＦＥＡＬｓ──ＬＥＡＤ　ＴＨＥ　ＷＡＹ突つ走るよ！」

　メンバーたちがステージのそれぞれの位置についた。

　全員がぴたりと動きを止め、ステージのライティングが変わる。

　そして──

　音楽が、奏かなでられる。

「ＤＲＥＡＭＳ　ＮＥＶＥＲ　ＥＮＤ！」

　みなもが曲名を高たか々だかと叫び、イントロが始まり──

　リーダーでありセンターであるみなもがステップを踏ふむ。

　それから──

　ゆっくりと息を吸い込み、凛りんとした歌声を響ひびかせる。

　みなもに続いて、メンバーたちが歌う。

　舞ま衣いがするすると滑すべるように軽やかなステップを見せ、

　絶対音感を持つカナミが完璧なメロディを奏で、

　詩しい歌かが全身を震ふるわせるほどの声量で歌い、

　アリスはみずからつくった衣い装しようのスカートを揺らしながら楽しげに踊おどり、

　凛りん子こは歌も踊りもたどたどしいが──大きく盛り上がった胸元を揺らし、

　まるでそれが一個の楽器であるかのような澄すんだ歌声を響かせているのは、ゆずだ。

　ＦＥＡＬｓのメンバーたちは、決して完璧ではない。

　だが、どこかが凄すさまじいまでにずば抜けている。

　七人がそろったそのとき、化学反応を──いや、大爆発を起こす。

　特にセンターのみなものパフォーマンスは、加速するように盛り上がっていく。

　澄んだ歌声を響かせ、メンバーを引っ張るように豪ごう快かいなダンスを披ひ露ろうする。

　なにより際立っているのが、みなもの〝存在感〟だ。

〝華はな〟といってもいい。

　そこにいるだけで、目を離せなくなってしまうような。

　全身から、キラキラと光の微粒子が放たれているような。

　歌やダンスでは、みなもよりも上う手まいメンバーはいる。

　だが、みなもが全身から放っているオーラはステージ全体を輝かがやかせているかのようだ。

　観客たちが、会場を震ふるわせるほどの歓声を上げ、その場で飛び跳はね、盛り上がりは最高潮に達している。

　サイリュームの光が暗い会場でリズムに乗って揺れている。

「もっと、もっと！　もっと行こうよ！」

　歌の合間にみなもが、メンバーを、ファンを煽あおる。

　ＦＥＡＬｓフイールズのメンバーたちはみなもに応え、センターをサポートする。

　曲はさらに続いていく。

　このまま果てしなく続いていくかのように、どこまでも盛り上がっていく。

　みなもが大きく跳ねた。

　まるで、空まで飛んでいくかのように。




　アイドルたちが集い、競きそい合う大会──エンジェルパーティ。

　そのステージは、ＦＥＡＬｓの歌声と観客の歓声に包まれて興奮の頂点へと昇り詰めつつあった。

















１章　育成科スターロードへようこそ






「アイドル・バトルロイヤル？」

　俺は、ホワイトボードに大きく書かれた文字を読み上げる。

「そのとおり！　今はまさに激動の時代！　アイドルたちの乱世なのよ！」

　まるで自分がその時代をつくったかのように、女性教師は偉えらそうに叫ぶ。

　彼女は茶色の髪をショートカットにして、地味な紺こん色いろのスーツを着ている。

　年齢は二十代なかばくらいか。

　かなりの美人で、スタイルも抜群だが、なぜか残念な印象がぬぐえない。

「こらこら、なにを見てるの。綺き麗れいなお姉さんに憧あこがれるのはわかるけど、今は大事な説明をしてるところだから」

　彼女は、指示棒を取り出して、ホワイトボードをぺちぺちと叩たたく。

　この女性教師は、飛鳥あすか明あ日す奈なという名前らしい。大変に覚えやすい。

　ただし、言っていることはいまいちわからない。

「もう一度訊ききますけど、アイドル……ですか？」

　四月なかばのあたたかい日。

　ここは、星せい歌か台だい学園という神奈川県横浜市──海に近い街にある女子校。

　その校舎内にある会議室だ。

　室内にはロの字にテーブルが並べられ、ホワイトボードが一番奥に置かれている。

　飛鳥先生はホワイトボードの前に立ち、俺が座っているのは彼女のすぐ前だ。

「そうよ。ことの始まりは、今をさかのぼること十年前──」

　なんの説明をされているのかすら、俺にはまったく理解できないまま。

　飛鳥先生の話は、時を超こえ始めていた。







　この星歌台学園は、小中高一貫の名門女子校である。

　県内でも有名で、入学してくるのは家いえ柄がらや経済力に恵まれた良家の子たちだ。

　だがお嬢じよう様さま校にありがちな堅かた苦しさはなく、校風は自由で、生徒たちは学園生活を楽しんでいる。

　十年前──数人の生徒が主導し、一部の教員と保護者が協力する形で一つのプロジェクトが発足した。

　育ちのいい女子中高生──お嬢様たちによるアイドルグループの結成。

　いったい誰が言い出したのか、酔っ払ったオヤジたちが考えたようなアイデアだ。

　ところが、どういうわけかこのアイデアは学園で受け入れられてしまった。

　お嬢様学校にしては砕くだけた校風、というのが特徴だったとはいえ、無む茶ちやをするものだ。

　とにかく、立りつ候こう補ほした生徒七名によってアイドルグループが結成され、活動がスタートした。

　グループ名は、〝星せい歌か台だいガールズ〟。

　なんのひねりもないが、有名なお嬢じよう様さま学校のネームバリューを最大限に利用したというわけだ。

　星歌台ガールズは、決して芸能人ではなかった。

　ＣＤを売り出したり、音楽番組に出演したりはせず、地元での活動がメインだった。

　学園の文化祭でのステージはもちろん、地元で行われたイベントなどにも出演した。

　グループは美少女揃ぞろい、さらに全員が毛並みのいいお嬢様。

　歌やダンスはたどたどしいところもあったが、逆にそれが大受けする事態となった。

　人気の上昇は止まらず、地元ＴＶ局に限って出演をＯＫすると、その番組は驚きよう異い的な視聴率を叩たたき出した。

　星歌台ガールズは、ネットでも評判が広がり、全国的に知られることになっていく。

　どれだけ知名度が上がっても、星歌台ガールズは全国ネットの番組には出演せず、ＣＤも発売せず、芸能事務所に所属することもなかった。

　だが、星歌台ガールズのそのスタイルこそが──







「それから十年続くアイドルの原形になったのよ！」

「……はぁ」

　俺は、思わず素そっ気けなく反応してしまう。

　お嬢様学校でアイドル活動、というのは面白いが、特に熱心に聞きたい話でもない。

「星歌台ガールズが世に出たときは、〝学園アイドル〟とか〝部活アイドル〟とか呼ばれたこともあったけど、今じゃただ〝アイドル〟としか呼ばれないの。なぜだと思う？」

「ＴＶに出てるようなアイドルが下した火びになって、アイドルといえば学園アイドルを指すようになったからですか？」

「……複雑な気分ね。頭の回転が速い子は嫌いじゃないけど、会話の相手としては不満だわ。知識を自慢できないじゃないの」

「すみません」

　今度は、思わず謝ってしまう。

「まあいいわ。確かにそのとおり。ＴＶ出たりＣＤ出したりしてる、普通のアイドルがいないわけじゃないけど、あんまり見かけなくなったわね。今の日本でアイドルっていったら、学生兼アイドルの子たちのことを指すのよ」

「それは、わかりましたが……」

　というより、それ以外のなにもかもがわからない。

　そもそも、俺──桜さくら木ぎ陸りくがなぜこの女子校にいるかというと。

　いわゆる、就職の面接というやつに来たのだ。

　星せい歌か台だい学園では、警備員を募集している。

　俺はそれに応募して、面接のために学園に来たというわけだ。

　現在は、そこまでバリバリのお嬢じよう様さま校というわけではないらしいが、やはり女子校は女子校。

　生徒の安全には気を配っているらしい。

「あの、飛鳥あすか先生」

「はい、なんでしょ」

「俺の面接のほうはどうなったのでしょうか？」

「面接？　ああ、面接だったわね」

　忘れていたのだろうか、この人。

　飛鳥先生は、テーブルの上に置かれていた俺の履り歴れき書しよを取り上げる。

「桜さくら木ぎ陸りく、十七歳。最終学歴、小学校中退──義務教育で中退って、できるの？」

「他に書きようがないので、そう書かせていただきました」

「公的にはどうなってるのかしらね。ま、どうでもいいけど」

　いいのか。

　確かに、募ぼ集しゆう要よう項こうには「学歴不問」と書いてあったが。

「十年前に、海外へ。ミャンマー、アフガニスタン、イラク、シリア、スーダン、ソマリア、コロンビア……どこも、あまり観光で行く国ではないわね」

「今は平和なところもありますよ。俺がいた頃は派手にドンパチやってましたけど」

「……でしょうね」

　飛鳥先生が、履歴書をテーブルに戻して苦笑する。

「結局のところ……君ってなに？」

「父親が元自衛官の傭よう兵へいでした。父は息子の俺をずいぶんと可愛かわいがっていて、戦場にも連れて行ったんです」

「……愛情の深いお父様ね。で、戦場で……なにやってたの？」

「父と、傭兵部隊の仲間たちから訓練を受けました。ただ、俺は一度も実戦には出ていませんし、訓練以外では一発の銃弾も撃うっていません。もちろん、一人も殺してません」

「面接で、〝人を殺してない〟なんてアピールされたのは初めてだわ」

「ありがとうございます！」

「いえ、別に褒ほめたわけじゃ……」

　飛鳥先生は、再び苦笑する。

　どうやら、俺の勘かん違ちがいだったらしい。

　戦場に十年もいて、一人も殺してないのは密ひそかな自慢だったんだが。

「まあ、警備員募集要項の『自衛隊・警察経験者優ゆう遇ぐう』の項目は満たしてる……と言えるかしらね」

「ありがとうございます！」

　再び、お礼。

　上官──いや、上司には常に感謝を忘れない。

「桜さくら木ぎ君、二つ質問。どういう経けい緯いで日本に戻ったの？　それと、高校に編入するとかは考えなかったの？」

「半年前、父が戦死してしまったので、帰国しました。学歴はありませんが、金もありません。学費を工面するのは不可能です。父がわずかに残したたくわえはこの半年でほぼ尽きて、最後のお金をここへの交通費で使い切りました」

「さらさらと凄すごい事情を話すわね。というか、ここまで背水の陣で面接に挑いどむ人も初めて見たわ……」

　同情を誘うつもりでもないが、まあ俺の現状は話しておくべきだろう。

　十年も海外の戦場で育って、今さら学校に戻るのも難しい。

　ならば、身につけた技術を役立てられる職業に就つくのが一番だ。

　俺が警備すれば、この校内にはアリ一匹入らせない自信がある。

「なるほどね。あなたの話はよくわかったわ」

「はい！」

　元気のよさも、忘れずに見せておく。

　なにしろ、帰国してから半年、経歴のおかげでバイトすら採用されなかったのだ。

　ここで断られたら、餓が死しか──犯罪にでも走るしかなくなってしまう。

「じゃあ、アイドルの話を続けましょう」

「……は？　はい」

　ちょっと、トーンダウンしてしまう俺。

　こっちの話はわかってもらえたようだが、俺には飛鳥あすか先生のお話は理解不能だ。

　警備員の面接と、アイドルとなんの関係があるのだろう？

「なんだかわからないって顔ね。それじゃ、具体的なモノを見せましょう」

「モノ……？」







　飛鳥先生に連れられて会議室を出て、さらに校舎から中庭を通って別の校舎に入った。

　その校舎は離れたところに、ぽつんと建っていた。

　三階建てで、外見は校舎というよりは雑ざつ居きよビルのようだ。

　結局、面接の合否も聞かないまま、なんでこんなところに……？

　飛鳥先生は俺の戸と惑まどいをスルーして、校舎内を進んでいく。

「はい、ここよ」

　飛鳥先生は、一階の一番奥にある扉の前で足を止めた。

「入るわよ」

　そう言うと、飛鳥あすか先生はノックもせずに扉を開けた。

　彼女に促され、俺もそのあとに続く。

「ここは……」

　学校の教室ほどの広さで、部屋の隅すみに長テーブルとソファが置かれている。

　どうして、校内にこんなくつろぎスペースが……。

「あーん、もう！　これだからアイドルなんて大嫌い！」

「…………!?」

　突然の声に、俺は振り向いた。

「ちょっと、驚おどろかせないで。そんなところにいたの？」

「ん？　明あ日す奈なちゃんこそ、いたんだ」

　むくり、とソファの上で誰かが身体を起こした。

「って、あれ？　男の人？　とうとう予算不足で、うちも共学にするの？」

「いずれ、そうなるかもしれないわね。けど、今日は別の話よ」

　飛鳥先生は、苦笑して答えた。

「ふーん。よいしょっ」

　ソファの上で勢いをつけて身体を起こしたのは、俺より一つか二つくらい年下と思わしき少女だった。

　真っ白なブレザーに、胸元にリボン。それに、赤いチェックのミニスカート。

　星せい歌か台だい学園の制服姿だ。

　栗くり色いろの綺き麗れいな髪を背中まで伸ばし、髪の後ろに赤いリボンを結んでいる。

　目が大きく、顔ははっとするほど整ととのっていて、思わず凝ぎよう視ししてしまう。

　身体はすらりと細くて、肌は透すき通とおるように白い。

　要するに──とんでもない美少女だった。

「飛鳥先生。これが、〝具体的なモノ〟ですか？」

「さすが、元戦場の狼おおかみ。カンがいいわね」

「はぁ、どうも」

　思わず、気の抜けたような返事をしてしまう。

「うぇー、いきなりモノ扱い？　ていうか、本当に誰？」

「見てのとおりよ！」

　飛鳥先生はおおげさな仕し草ぐさで、俺を指差す。

「えーと……目つきが悪くて、なんか妙に引ひき締しまった身体で、病的なまでに姿勢がいい……変態？」

「最後のはなんだ……なんですか」

　年下の女の子とはいえ、初対面の相手。

　しかもまだ面接の結果も出てないのだから、生徒にも敬語のほうがいいだろう。

「あー、別に敬語じゃなくていいわよ。この子、桜さくら木ぎ君より年下だしね」

「はあ、そうですか」

　と思ったら、お許しが出た。

「ていうか、いきなり変態扱いしないように。当校の教育が疑われるわ」

「だって、女子校だよ、ここ？　十代の男の子が入ってこられる場所じゃないよ」

「許可を得てるって発想はないのか……？」

「ない！」

「無む駄だに元気だな！」

「あはは、いきなり打ち解けたようね。いいことだわ」

「…………」

　この先生は、どこに目をつけているのだろうか……。

「はー……まあ、どうでもいいや」

　呆あきれつつ言った少女は、手に持っていた携帯ゲーム機で遊び始める。

　ちなみに、今は午前十時。

　日本の学生生活に詳くわしくない俺でも、今が授業中だということはわかる。

「あーん、もう。また失敗したー。アイドル育成ゲームで、なんで音ゲーなのよ！　だいたい、アイドルならプレイヤーが失敗しても自分でカバーするべき！」

「なにを騒さわいでるのかと思ったら、アイドル育成ゲーム？」

　飛鳥あすか先生が、少女を呆れた目で見ている。

　少女のさっきの第一声も、ゲームへのクレームだったようだ。

「あなた、なんでそんなゲームやってるのよ？」

「……夢があるから？」

「あのねえ……」

　少女の回答に、飛鳥先生は呆れてこめかみを押さえた。

「でもほら、音ゲーをクリアして、ネットで正解が調べられる選せん択たく肢しを選べばトップアイドルを育てられるんだよ？　これを夢と言わずしてなんというのか！」

「まったく、水み無な瀬せさんは……」

　飛鳥先生の口元が、ひくひくと引きつっている。

　なんだかわからないが、先生の我慢は限界のようだ。

「あのね、桜さくら木ぎ君。こんな状況で紹介するのもなんだけど、この子──水無瀬みなもさんは、我が校のアイドルなの」

「アイドル……？」

　俺は、こっちの会話はスルーしてゲームに熱中している少女を見つめる。

　確かに、かなり目を引く美少女ではあるが……。

「星せい歌か台だい学園中等部の二年生。身長は一五八センチ、体重は四三キロ、スリーサイズは上から81、57、81よ」

「ちょっと、明あ日す奈なちゃん！」

　水み無な瀬せが、突然大声を張り上げる。

　まあ、見知らぬ男の前で身体のサイズを公表されれば──

「胸のサイズは82！　前の測定から一センチ成長したの！」

「…………」

　日本の女の子は、まだよくわからない。

　というか、さっきから気になってたが、この子は教師をちゃん付けで呼ぶのか。

「ま、まあ見てのとおり、顔だけじゃなくて中学生にしてはスタイルもなかなかでしょ。アイドルの基本中の基本、〝可愛かわいい〟は充じゆう分ぶん満たしてるわ」

「それはわかりましたけど……星せい歌か台だいのアイドル、っていうのは……？」

「つまり、学園側はこの学園発のアイドルを星歌台ガールズだけで終わらせなかったの」

「この女の子は、星歌台ガールズの後こう継けい者しや……ってことですか？」

　俺が水無瀬を指差すと、彼女はゲーム機から目を離してじろりと睨にらんできた。

　指を差されるのはお好きではないらしい。

「この子は、まだそこまでのものじゃないわね。アイドルの卵ってところかしら」

　なるほど、まあデビューしていたらこんなところでゴロゴロしていないだろう。

「学園はね、星歌台ガールズの活かつ躍やくをきっかけに、アイドルの育成に乗り出したのよ」

「それは、学園の宣伝が目的ですか？」

「当たり。日本は少子化が加速してるし、景気もよくなかったからね。ただ、星歌台ガールズが活躍を始めて、生徒数が一気に増えたのよ。でも、一発屋で終わったら、生徒数も先細りでしょ？」

「そのために、アイドルの育成を始めたんですか」

　なるほど、かなりの変化球ではあるが、上う手まくいけば有効かもしれない。

「星歌台学園には、アイドルの育成科──通称〝スターロード〟が設置されたの。この建物は、スターロード専用なのよ」

「へえ……」

　この三階建ての建物は、部屋数もかなりありそうだ。

　それをそのスターロードとやらが専有してるとは、贅ぜい沢たくな話だ。

「星歌台ガールズの活動は、あくまでボランティアに近かったけど、経済効果はかなり大きかったのよ」

「でしょうね」

　人が動けば、金も動く。

　星歌台ガールズがそこまで話題になったのなら、学園は相当に儲もうかっただろう。

　こんな建物の一つや二つ建てるのは、なんでもないほどに。

「でもね。宣伝やお金のこともあるけど、スターロードにはもっと大切な役割があるのよ……」

　飛鳥あすか先生は、重々しく言った。まだ続きがあるのか。

「たくさんの女の子たちが、星せい歌か台だいガールズに憧あこがれて入学してきた。スターロードは少女たちの夢を後押しするために、存在しているのよ！」

「な、なるほど……」

　飛鳥あすか先生の気迫に、思わず圧倒されてしまう。

　たぶん、学園の目的は宣伝と金銭だろうが、少なくとも飛鳥先生はスターロードがアイドルの卵たちのためにあると思ってるんだろうな。

「今は、スターロードなんて呼ぶ人はいないけどね。なんか恥ずかしい名前だし。だいたい、みんな育成科スタロって言ってるね」

　水み無な瀬せが、どうでもよさそうに口を挟はさんでくる。

「スターロード……いい名前なのに。まあ、いいわ。とにかくスターロードが設置されて本格的なアイドル育成が始まったの。育成科は、芸能事務所とレッスン所、みたいなものだと思ってくれていいわ。育成とプロデュースの両方を担当してるのよ」

「そうなると、けっこう本格的なんですね」

「当たり前じゃない。育成科が設置されて十年、この学園からは何人ものアイドル、いくつものグループが生まれていったのよ」

「それは……まあ、凄すごいですね」

　なんとも、リアクションがしづらい。

　この十年、日本にいなかった俺はまったく知らないことだしな。

「しかも、星歌台うちだけじゃないわ。全国あちこちの学校で、同じように学校発のアイドルが生まれて、日本中でブームになったの。いいえ、ブームならすぐに終わっちゃうけど、芸能の一ジャンルとして定着したの。十年経たった今もアイドルたちの人気は衰おとろえてない。いえ、勢いは増すばかりなのよ！」

「そうなんですか」

　またもや、素そっ気けない反応をしてしまう。

　日本の情報をまったく知らないわけではないが、芸能界事情はさっぱりだ。

　星歌台ガールズが活かつ躍やくした十年前には、まだギリギリ日本にいた。

　好きなアイドルがいたような気もするが、グループ名すら覚えていない。

「でも、ブームを生み出したこの学校が、一番最初に失速したんだよね」

　水無瀬が、くすくすと笑いながら言った。

「ここ何年かは売れるアイドルは出せてないし、今じゃ育成科に在ざい籍せきしてるのはわたしを含めて七人だけだもん」

「七人もいるのか？」

「……あのね。七人なんて、かなり少ないの。今は、人数が多いグループが主流だしね。星歌台でも、最盛期は在籍者が五十人くらいいたらしいし」

「ふむ」

　確かに、それなら激減していると言ってもいい。

　だが、特に意外なことじゃない。

　栄えい枯こ盛せい衰すい、どれだけ勢いがあっても必ず落ちぶれる。

「ところで、他の六人が見当たらないが、みんなでピクニックにでも行ってるのか？」

「それについては、おいおい説明するわ！」

　飛鳥あすか先生が口を挟はさんでくる。

「今は、水み無な瀬せさん。水無瀬さんだけを見て」

「あまり見ると、観賞料取っちゃおうかな」

「本人はこんなこと言ってますが？」

「少し可愛かわいげに欠けるタイプなのよ。見逃してあげて」

　アイドルの育成科にいる人間が、可愛げがなくていいのだろうか。

「細かいことはともかく──育成科の生徒で授業に出てきてるのは水無瀬さんだけなの」

「別になにもしてないけどね。いるだけ、いるだけ」

　水無瀬は、ぼそりと言った。

「しかも、唯一の生徒がこんなんだからね……」

「こんなとは失しつ敬けいな。わたし、これでも街を歩けば変な男が寄ってくる程度には可愛いのに」

「そんなの自慢になりますか」

「ふむ……」

　顔、か。

　とんでもない自慢だけど、確かに可愛い。

　いや、可愛いだけじゃない。

　この顔は、もしかして──

「なに？　あんまり見ると本気で観賞料取るよ」

「本当に可愛げが皆無だな……」

「あれ、明あ日す奈なちゃんもそこまで言い切らなかったけど」

　水無瀬に睨にらまれても、俺は気にしない。

　まあ……そうだったとしても、どうでもいいことか。

「桜さくら木ぎ君、話の続きしていい？」

「ああ、どうぞ」

「とにかくね、この建物も、ほとんど使われてないのよ。ここはアイドルの息抜きのためにつくられた談だん話わ室なんだけど、この部屋くらいしか使われてないの」

「それはまた……」

　水無瀬が厚かましいというより、星せい歌か台だい学園が後先を考えてないんじゃないだろうか。

　なんだか、面接先を誤あやまったような気もかなりしてきたぞ。

「そういうわけだから、桜木陸りく君、あなたには──育成科のコーチを担当してもらうわ」

「はい、コーチですか……コーチ!?」

　思わず、飛鳥あすか先生を二度見してしまう。

　なにを言ってるんだろう、この女教師は？

「そう！　あなたの仕事は──育成科の女の子たちを日本一のアイドルにすることよ！」







　という夢を見たのでした。

　──などというオチならよかったのだが、現実は非情である。

　星せい歌か台だい学園に面接に行った翌日。

　俺は、育成科の専用校舎──通称〝本館〟の一室で目を覚ました。

　本館一階の玄げん関かんそばに、〝宿直室〟がある。

　六畳ほどの部屋にベッドと、机とタンス。

　トイレと小さな風呂までついている。

　昨日はここに泊めてもらった──というか、しばらくこの部屋で暮らすことになる。

　飛鳥先生曰いわく、宿直室は育成科コーチ専用らしい。

「コーチか……」

　結局、昨日は飛鳥先生にいくつか説明を受けたあと、彼女に急用が入って話はうやむやになり、この部屋に案内されて終わった。

　もっとも、そのこと自体はたいした問題ではない。

　家で待っている家族がいるわけでもなし。

　実は俺は、半年前に帰国してから、とある山中でテント生活をしていた。

　もちろん、生活費節約のためと──そもそも、未成年で身元保証人もいない俺にはアパートを借りるのも難しいからだ。

　まあ、テントはそのうち回収してくればいい。

「さて」

　俺は部屋に備そなえ付つけの流しで顔を洗い、着替える。

　飛鳥先生からもらった星歌台のマークが入ったＴシャツと、教員用のジャージのズボンだ。

　部屋の外に出て、廊下を進み、階段を上がる。

　本館の三階は、育成科生徒用の寮になっているらしい。

　二人部屋が五つ、最大で十人が寝起きできる。

　少なく思えるが、星歌台の生徒はたいてい近場に住んでいて、入寮希望者はあまりいなかったので、これで足りていたとか。

「…………」

　三階一番奥のドアの前で立ち止まる。

　ドアの横には、「水み無な瀬せ」と書かれたプレートが貼られている。

「コーチなんだから、遠えん慮りよなく叩たたき起こしちゃってね♪」

　──と、飛鳥あすか先生は言っていたが。

　本当にいいのだろうか……。

　いや──俺には、もう後がない。

　従う以外の道なんて、どこにあるんだ？

　コーチの仕事を受けなければ、もう金はない。

　屋根と床、電気と水道、あたたかいお湯、ベッドと清せい潔けつな服。

　満たされた生活が、ここにはある。

　この暮らしのためならば──

「よし──」

　俺はドアノブを握にぎり、一気に開いた。

「起床ーっ！」

　ドアの向こうは──宿直室と同じく、六畳ほどの広さだった。

　壁際に机が二つ、反対の壁際にベッドが二つ。

　扉のそばにはタンスと本棚がある。

「ん……んん……」

　ベッドの上で、もぞもぞとなにかが動いた。

「起きろと言ってるだろう、水み無な瀬せ！」

「んん……？」













　ゆっくりと、水み無な瀬せみなもは身体を起こした。

「うっ……」

　思わず、俺は怯ひるんでしまう。

　なぜか──水無瀬は、だぶだぶの男物のワイシャツだけという格かつ好こうだった。

　ボタンを三つも外し、わずかに胸の谷間がのぞいている。

「な、なんだ、その格好は！　おまえはハリウッド女優か！」

「……人の部屋に押し入っておいて、それ？」

　水無瀬は、不機嫌そうに俺を睨にらんでくる。

「というか、なんなの？　なんでいるの？」

「昨日の話、聞いてなかったのか？　俺は、育成科のコーチになったんだ」

「あなた、歌やダンスの経験があるわけじゃないでしょ？　コーチって、どういうことなの……？」

「それは俺にもわからない！」

　本当に、未いまだに飛鳥あすか先生の意い図とはさっぱりだ。

「だが、飛鳥先生からはこう言われてる。『新兵を鍛きたえ上げるつもりでやれ』と」

「新兵……そういえば、元少年兵かなんかとか……」

　水無瀬は、眠そうに目をこすりながら言う。

　飛鳥先生が急用でいなくなったあとに、最低限の自己紹介くらいはしておいたのだ。

「正確には、少年兵でも傭よう兵へいでもないがな。まあ、そんなこと気にしなくていい」

「……あなたは、ずいぶんわたしの胸元が気になるみたいだけど」

「…………っ！」

　俺は、ぐっと息をのんで視線を逸そらす。

　しまった、意識しないようにしていたせいで、逆に視線が吸い込まれていたらしい。

「おまえが、そんな格好で寝てるからだろう！」

「わたしが、どんなエロい格好で寝ても自由でしょ？」

「エロいという自覚があるのか……」

　もちろん、アイドルだろうと寝間着くらいは自由だろうが。

「とにかく、俺はおまえを新兵と思って鍛える。それは変わりない」

「なんだよ、新兵って。アイドル育成科なんだよ、ここは」

「そんなこと、俺は知らん」

　俺は、ぷいっと首を振る。

　なんだか、甘い匂いがするなあ、この部屋……。

「実戦経験はないが、訓練だけは充じゆう分ぶんに積んでる。なにせ、傭兵部隊の連中、暇ひまつぶしとストレス発散を兼かねて俺を鍛え上げてくれたからな」

「ストレス発散はダメじゃないかな……」

「新兵訓練は、俺がやられたことを、おまえにやればいいんだろう」

「待って、待って。わたしはか弱い女の子よ。訓練なんて受けたら壊れちゃう。ていうか、わたしに『壊れちゃうっ』って言わせたいの？」

「どんな変質者だ、俺は！」

「まったく、卵とはいえアイドルのわたしに変なネタを言わせないで」

「俺が言わせたんだったか？」

　しかし、水み無な瀬せはよく寝起きでぺらぺらと口が回るな。

「……どうでもいいけど、あなた顔真っ赤」

「い、いいだろう！」

　ああ、なにを焦あせってるんだ、俺は。

「ははん、なるほど。あなた、女の子が苦手とか？」

「……傭よう兵へい部隊は女とは無縁なんだ。傭兵は金がないし、戦場にいるような女は金のない男には興味がない」

「なるほど、それじゃ相当女の子に飢うえてるってわけね」

「おまえは、どうしても俺を変態にしたいのか？」

「それなら、すぐにクビにできるよね」

「いきなり追い出す気満々か！」

　そりゃ、わからなくもないが。

「……育成科にコーチがいないのは、おまえが追い出してきたからじゃないだろうな？」

「バカ言わないで。わたしがやる気ないからコーチをつけても無む駄だだったからだよ！」

「偉えらそうに言うな！」

　なるほど、俺の仕事がなんだかわかってきたぞ。

　水無瀬の話を聞いた限りでは、前にもコーチはいたらしい。

　たぶん、俺と違ってアイドルのレッスンの専門家だったんだろう。

　だが──水無瀬のコーチに必要なのは、専門的な知識や技術じゃないってことだ。

　要するに、こいつにやる気を出させろってことか……。

「おしゃべりは終わりだ。さっさと運動着に着替えろ！　中庭で待ってるからな！」

　そう言って、部屋の外に出ようとして──

「これは……」

「星せい歌か台だいガールズだよ」

　後ろから、水無瀬がぼそりと言った。

　ドアのそばの壁に、大きなポスターが貼られている。

「わたしじゃないよ。この部屋の前の住人が貼ったみたい」

「そうか……」

　七人の女の子が、派手な衣い装しように身を包んでポーズを決めている。

　真ん中にいる子、えらく可愛かわいい……というか、なんか見覚えがあるような？

　まあ、俺もまだ日本にいた頃に活かつ躍やくしたみたいだから、見たことくらいはあるのかもしれない。

　アイドルか……。

　まさか、そんなものに関わるなんて夢にも思わなかったが……。







「う、うう……眠い……まだ暗い……」

　一応、水み無な瀬せは運動着に着替えて中庭に出てきた。

　上はＴシャツ、下はスパッツという格かつ好こうだ。

　今は四月なかば。

　ここ数日は妙にあたたかいので、運動するなら半はん袖そででも充じゆう分ぶんだろう。

「さて、水無瀬」

「さてって……さてじゃないでしょ！」

「なんだ、いきなりなにをキレてるんだ？」

「時間だよ、時間！　まだ朝の五時過ぎだよ!?」

「昼から始める新兵訓練なんてあるわけないだろ。ナメてるのか？」

「わたしは人生ナメきってる！　見てわからないの!?」

「だから威い張ばるな！　ナメてられないように、俺が性しよう根ねを叩たたき直してやる！」

　というか、水無瀬も朝から充分すぎるほど元気だ。

「とにかく、訓練だ。飛鳥あすか先生からは、歌やダンスは後回しで、まずは体力トレーニングを徹底させろと言われてる」

「ちっ……明あ日す奈なちゃん、いらんことを」

「なんだ、文句でもあるのか？」

「大ありだよ！　なんで、元軍人がコーチなんだよ！　どう考えてもおかしい！」

「理不尽だろうと、受け入れてもらう。俺ももう、細かいことを考えるのはやめた」

　なにより、俺の雇やとい主である星せい歌か台だい学園の教員が、「新兵訓練のつもりでやれ」と言ってるんだ。

　それなら、問題なくこなせる。

　傭よう兵へい部隊の新入り相手に教官まがいのこともやってたしな。

「わたしは、ものっすごい細かいことが気になる……」

　がるる、と唸うなりながらみなもが睨にらみつけてくる。

　割と凶暴そうだな、この子。

　しかし……。

　薄うすいＴシャツの胸元を、中学二年生にしては大きめのふくらみが押し上げている。

　内臓の存在を疑うほどの細い腰のくびれに、スパッツに包まれたすらりと細い足。

　中学生なんて、十七歳の俺から見ても子供だが……。

　これだけ可愛かわいくて、スタイルもいいと、さすがに……。

「なに見てるの？」

「あ、いや」

　いかん、いかん。

　俺は教官で、水み無な瀬せは新兵。

　新兵訓練と割り切ってやらなければ。

　相手は女でも中学生でもなく、新兵という鍛きたえるべき対象だ。

「とにかく、俺の言うことを聞いてもらう」

「……ずっと気になってたんだけど、なんでそんな偉えらそうな口調なの？」

「そっちもたいがいだと思うが。これが俺の素すの口調だ。気にするな」

　俺がへりくだったところで、水無瀬が従うわけもない。

　偉そうなのは重々承知しているが、こっちはコーチという立場なのだから下した手てに出ては仕事ができない。悪いが、この口調で通させてもらう。

「ほら、訓練を始めるぞ」

「……具体的に訓練ってなにをやるの？」

「走れ。体力があって困ることはなにもない」

「それはまた、ざっくりしたトレーニングだね……」

　水無瀬は、あからさまに不審な目を向けてくる。

「ところで、育成科の生徒はトレーニングやステージ優先で、授業に欠席しても形ばかりのレポートなんかでカバーできるらしいな」

「うん、そうだけど」

　星せい歌か台だいガールズと、それに続くアイドルの育成は学園の存そん亡ぼうに関わる案件と考えられていたようだ。

　育成科への、この甘あま々あまな対処はそういう理由があってのものらしい。

「飛鳥あすか先生からの通達だ。俺が立ち会っていない限り、なにをしても〝トレーニング〟とは認めないそうだ」

「ええぇっ、そんな横暴な!?」

「おまえが厚かましいんだ！」

　ゲームで遊んでいるだけで、学業が免除されていたのがおかしい。

「だいたい、わたし以外の六人は本館に顔すら出してないんだよ？」

「その六人は授業に出てるんだろう。それなら、お咎とがめなしだそうだ」

「ぐっ……！」

　水無瀬は、悔しそうに拳こぶしを握にぎり締める。

「いいから、行け。おまえも学校辞めたいわけじゃないんだろう。いいか、学歴がないと、進学どころか就職もできなくて、路ろ頭とうに迷った挙あげ句く、なぜかアイドルのコーチになったりするんだぞ。人生、一寸先は闇だぞ」

「わたしの相手をすることを、闇とか言わないでくれる？　というか、あなたの場合は特殊すぎて参考にならないよ」

「いいから、走れ！　校門から外に出て往復五キロ！　行くぞ！」

「ご、五キロ……」

　俺は、まだ不満たらたらな水み無な瀬せの背中を押す。

　思いのほか、柔やわらかな感触がてのひらに伝わってくる。

　うっ……訓練、訓練、これは訓練……。

「絶対、この学校、告こく訴そしてやる……」

　ぶつぶつ言いつつ、水無瀬が走り出す。

　もちろん、俺も同行する。

　五キロ程度、いくら日本に戻って多少なまっていても、鼻歌まじりで走れる距離だ。

　まあ、女子中学生には地獄の距離だろうが……最初が肝心だ。

　水無瀬は人をナメきった性格だし、まずはキツく締め上げておかないとな。







「はあっ、はあ、はあ…………も、もうダメ……」

　ばたり、と大げさな動作で水無瀬が倒れる。

　中庭の芝しば生ふに、はしたなくも大の字になって寝転がった。

　五キロのマラソンに、腕立てに腹筋にスクワット、五十メートルダッシュが十本。

「本日のわたし、終了……これ以上、なにもできない……」

「まだ七時にもなってないぞ。今日はこれからだ」

　俺は、水無瀬から目を逸そらす。

　汗でＴシャツがぴったりと張りつき、水無瀬の胸のふくらみが気になって仕方なかったからだ。

　この子、中学生にしては妙に色気があるな……。

「あ、あのね……」

　水無瀬が、むくりと身体を起こす。

「朝練なんて、普通は軽めに流すものでしょ！　なんでいきなり全力全開なの！」

「ふむ……」

「なに!?　一人で、なに納得してるの!?」

「いや……正直、五キロマラソンの時点で、おまえはへばると思ってた」

「は……？」

「五キロなんて、中学生じゃ男でもちょっと厳しい距離だろう。走りきれるとは思ってなかったんだよ」

　日本のことは知らなくても、平均的な体力がどの程度か察しはつく。

　俺にだって、十三、四歳の頃があったのだ。まあ、ほんの数年前だし。

「それに、マラソンもダッシュも、なかなかサマになってたな。きちんとした走り方を知ってた。水み無な瀬せは運動できるんだな」

「ぐっ……」

　なぜか、水無瀬の頬ほおが赤く染まっていく。

「そ、そんなの当たり前だよ。アイドルはステージで跳び回るんだから、運動ができなきゃ話にならないの！」

「確かにな」

　走り方がサマになってたのも当たり前か。

　元から運動神経がよくて、走りのフォームの基礎ができてるのは、鍛きたえる側としてはありがたい。

「さて、まだ怒ど鳴なる元気もあるみたいだし、次行くか」

「次!?」

「授業の代わりにこのトレーニングをやってるんだ。朝ちょこっとやって、終わりにはできない。次は、器具を使うか。運動部に運動器具くらいあるだろう」

「〝ちょこっと〟……？」

　水無瀬が、じろりと俺を睨にらんでくる。

　仮にもアイドルの卵がそんな恐ろしい顔をしていいのか。

「……やっぱダメ」

「は？」

「ダメって言ったの。言っておくけど、トレーニングが嫌ってことじゃない」

　水無瀬は、俺の正面に立ってさらにキツく睨んでくる。

「明あ日す奈なちゃんが連れてきたんだから、もしかしてひょっとして考えくらいあるのかもって思ったけど、やっぱりただの体力バカじゃないの！」

「どうでもいいけど、飛鳥あすか先生、信頼ないな」

「そんなことはどうでもいいの！」

「いいのか」

　飛鳥先生の扱いが羽のように軽い……。

「あなたみたいな素人しろうとの言うことなんて聞けない。わたしは勝手にやるから！」

「待て、なにを言ってる？」

「トレーニングをやれば文句はないんでしょ。でも、あなたに従うのはイヤ」

　そう言うと、水無瀬は身を翻ひるがえしてすたすたと歩いて行ってしまう。

「おい、水無瀬！」

　呼び止めると、水無瀬はぴたりと足を止めた。

「アイドルってそんな甘いもんじゃない。なにも知らない、なにもできない人が教えられるもんじゃないよ」

「それは……」

「学生の遊びみたいに思ってる人もいる。でも……そんなんじゃない。みんな、ヤバイくらい真剣で、ちょっとしたことで終わっちゃうんだよ」

「終わる……？」

　水み無な瀬せの顔は見えないが、それこそ怖いくらいに真剣な声色だ。

「ステージに上がれば、自分の全部を懸かけることになる。引き返すこともできない。成功すれば、みんなに褒ほめてもらえる。けどね、失敗したら……」

「…………」

「失敗したら、全部をなくす。あなたにはお遊びに思えるかもしれないけど、ステージの上は戦場なんだよ。アイドルは、命いのち懸がけで戦わなきゃいけないの」

「命が懸かってるから、素人しろうとの訓練なんかは受けられないって……？」

「やれって言うならやるよ。でも、だったら本気でやらなきゃダメなんだよ」

　正直なところ、ひどく大げさに聞こえる。

　ステージで失敗したって命を取られるわけじゃない。

　それでも……笑い飛ばすには、水無瀬の声は真剣すぎた。

「あのな、水無瀬……」

「べーっ！」

　水無瀬はいきなり振り返ると、子供みたいに舌を出した。

　そして、振り向きもせず、走り出してしまう。

　まずいな……。

　そりゃ反発されるとは思ってたが、予想以上だ。

　俺を軍隊育ちの危険な男と知っていれば、怖がって言うことを聞くかもと思ったが。

　あの水無瀬みなも、思っていたよりも骨のある女の子らしい。







　午後六時過ぎ、育成科本館。

　学園近くのコンビニで食料を買い込み、戻って来た。

　コーチとして採用され、俺のふところ事情を考慮していただき、一時支払金というのをいただいている。

　無む駄だ遣づかいはできないが、食費くらいはなんとかなる。

　水無瀬の反発には対処しなければならないが、それはそれとしてメシは食わないと。

「ふー……」

　宿直室のドアを開け、中に入る。

「あ、りっくん。おかえりー」

「…………」

　なぜか、飛鳥あすか先生が俺のベッドに腰こし掛かけてカップ麺をすすっていた。

「……りっくんって……。ていうか、なにしてるんですか、飛鳥先生？」

「今日はお昼食べる暇ひまもなかったんで、腹ごしらえ。教師って仕事多いのよー」

　飛鳥あすか先生はずるずると麺をすする。

「はい、ごちそうさま。やっとお腹なか落ち着いたわー」

「……俺もメシ食っていいですかね？」

　どうぞ、と飛鳥先生が軽く手を差し出してくる。

　お言葉に甘えて、コンビニの袋からおにぎりと総そう菜ざいを取り出す。

「あれ、そんだけなの？　育ち盛りなんだから、もっと食べたほうがいいわよ」

「粗そ食しよくには慣れてますから。食費が一番節約しやすいですし」

「まー、コーチは最低賃金だしねえ」

「やっぱりそうですか」

　名門校にしては、ずいぶん給料安いと思ったよ……。

「警備員とは別口での新規採用だからねえ。強引にねじ込んでＯＫもらったのよ」

「……これまでにもコーチっていたんですよね？」

「もちろん。ただ、今のうちはぶっちゃけ弱小だから。まともなコーチは来てくれないし、来てくれても水み無な瀬せさんを扱える人はいなかったのよ……」

「でも、コーチは必要なんですよね。強引なことをしてまで、なんで俺を？」

「そこはほら、私のカンよ」

「カンって……というか、飛鳥先生はアイドルに詳くわしそうだし、コーチもできるんじゃないですか？」

「わけあって、私には無理なの。いい女には謎があるってことで、追及しないでおいて」

「はぁ……」

　そういえば、本当によくわからないな、この人。

　察するに、ただの若手教師ってわけじゃなさそうだが。

「ところで、コーチ一日目はどうだったの？」

「水無瀬は、俺のコーチは受け入れないそうです」

　唐突な質問に、俺は即答する。

「あー、やっぱりねー。そうなると思ってたわ」

「水無瀬の言い分もわかります。俺は実際、アイドルのことなんてわかりませんからね」

「わかっていればいいって話でもないのよ」

「まあ……そうですかね」

　大人気アイドルがコーチについたとしても、水無瀬が素す直なおに教わったかどうか。

　強気で勝ち気、おまけに若干ひねくれてる。

「まー、水無瀬さんはとんでもない難ありアイドルだからねえ」

「とんでもないものを押しつけてきたんですね」

「うちは学校よ？　学校がアイドルを育ててるのよ？」

「は？　まあ、そうですね」

「できない奴やつは出て行け、っていうのは学校の考え方じゃないわ。できるようになるまで育てるのが学校で、うちの育成科も学校の一部である以上同じことよ」

「……絶対に見捨てないと？」

「最後まで責任を持つの」

　飛鳥あすか先生は、不敵な笑顔とともに言い切った。

　最後まで、か……。

　またずいぶんとしんどい方針だ。

「これが星せい歌か台だいの、うちの育成科の考え方よ。りっくんも忘れないでね」

「ええ……」

　俺なんかにコーチを任せるとか、いい加減なのかと思ったが。

　真剣に、水み無な瀬せみなもを育てるつもりではあるらしい。

「しばらく、あの子についてあげて。あなたなりの考えで、対処してくれていいわ」

「……俺をそんなに信じていいんですか？」

「うちは、これでも名門校よ？　あなたの素す性じようくらい、もう洗ってるわ。履り歴れき書しよの内容は事実、傭よう兵へい部隊のお仲間からの評判は上々、皆さんに可愛かわいがられていたようね」

「ど、どんなコネを使ったんですか……？」

　なんかこの学園、怖くなってきた。

　俺は常に特定の傭兵部隊にいたわけじゃないし、なじみの連中はいるけど、みんな世界中に分散してるはずだしな……。

　いったい、どうやって連絡を取ったんだ？

「エリックって人は、ずいぶんあなたを信頼してるみたいね」

「あいつにまで連絡取ったんですか」

　エリックは、父親の戦友のアメリカ人。

　元アメリカ海軍特殊部隊、Ｎａｖｙ　ＳＥＡＬｓ出身の優秀な兵士だ。

　俺にとっては、兄貴分のような人なんだが……。

　エリックも他の連中もいい奴やつらだけど、なんせ勢いで生きてる連中だから、なにを口走るかわかったもんじゃない……。

「どんな話を聞いたかは言えないけどね。職務上知り得た秘密ってやつだから」

「まあ、聞かなくてもいいですが……」

　とりあえず、すぐにクビになるようなことを言われなかったのなら別にいい。

「そういえば、水無瀬さんはどうしてるの？」

「わかりません。どこかに行ってしまって、下へ手たについて行くのは逆効果に思えたので」

「ま、賢明な判断ね。あの子のことだから、相当に反発したでしょうから」

　飛鳥先生がベッドから下り、ずいっと近づいてくる。

「ねえ、りっくん」

「はい？」

「育成科には今、七人の生徒がいるわ。みんな、才能に溢あふれたいい子たちなの」

「はぁ……」

　少なくとも一人は、あまり〝いい子〟ではないような。

「でも、一人一人がどんなに才能があっても、それだけじゃ今は上に行けないの。日本中で才能を持った子たちがしのぎを削ってるから。頂点に立つグループになるには、みんなで一つにならないとね」

「みんなで……」

　それは、命いのち懸がけという極限の状況で〝団体行動〟を要求される軍隊で育った俺には、なじみのある考え方だ。

「その中心になれるのが、水み無な瀬せさんなのよ。あの子がセンターを務つとめるグループができれば、凄すごい化学反応を起こせる」

「……俺には、まだわかりません」

「すぐにわかるわ。あの子はね、人を引きつけるのよ。他のアイドルも──たぶん、アイドルなんてちっとも興味ない戦場帰りの変な人だってね」

　飛鳥あすか先生は、にっこり微笑ほほえむ。

「本物っていうのは、どうしたって存在を隠せないのよ」

「本物……」

「じゃあ、ちょっぴりだけでも、そこをわからせてあげましょう。おいでおいで」

　飛鳥先生は、部屋のドアのところへ行き、俺に手招きする。

　わからせるって……どうやってだろう？







　既すでに、外は真っ暗になっていた。

　校内は完全に静まりかえっている。

　もう部活で残っている生徒もほとんどいないんだろう。

「はい、こっちよ」

　飛鳥先生に連れられていった先は──体育館だった。

「りっくん、声を出さないようにね」

　わけもわからずに俺が頷うなずくと、飛鳥先生は重々しい扉をゆっくりと開け始めた。

　わずかに開いた扉の先には──

「…………あ」

　水無瀬みなもがいた。

　体育館を、端はしから端まで全力でダッシュし、止まってはまたダッシュ。

　それを何度も何度も繰り返している。

「なにしてるんだ、あいつ……？」

　もう午後六時──いや、七時に近い。

　トレーニングなんか、とっくに終わっている時間だ。

「ふうっ……」

　水み無な瀬せは小さく息を吐くと、そばにあったタオルで汗を拭ふいてから。

　タオルの近くに置かれていた小型の音楽プレイヤーを手に取って、イヤホンを耳にはめ、本体はスパッツにクリップで留とめる。

　そして──

「おっ……」

「しーっ」

　思わず声を上げそうになった俺の口を、飛鳥あすか先生が手で塞ぐ。

　水無瀬みなもは、フローリングの床の上で、軽やかに舞っていた。

　正確なリズムでステップを踏ふみ、時には激しく踊おどり、白い肌から汗が弾はじける。

　華か麗れいなダンスも目を奪うには充じゆう分ぶんだったが──

　それ以上に、彼女の汗にまみれた姿は──

「あいつ、どれだけ練習してるんだ……？」

　Ｔシャツは雨に濡ぬれたかのようで、たっぷりと汗を含んで肌に張りついている。

　絞れば、さぞ大量の汗が流れ出るだろう。

　よく見ると、フローリングの床も汗で濡れているようだ。

　相当な運動をこなさないと、あれほどの汗が出ることはないはず。

「本館にもダンスを練習できる部屋はあるんだけどね。水無瀬さんは、ここを使うことが多いみたい」

　飛鳥先生は、水無瀬をじっと見つめながら口を開いた。

　水無瀬は音楽を聴いているので、話しても聞こえないだろう。

「……基礎トレーニングもやりやすいからですか？」

「でしょうね。運動部が引き上げた後で、ここを使ってるみたい」

「あいつ、トレーニングなんてあまりやる気なさそうに見えましたけど……」

「まあ、ちょっとひねくれてるからね。けど、あの子が努力を欠かすことはないわ。昨日だって、今日と同じようにキツイ練習をしてたはず」

「ゲームで遊んでませんでしたっけ？」

「さすがに毎日、一日中練習してるわけじゃないわよ。それじゃ、身体が壊れちゃうもの。でも、やりすぎなくらいだけどね」

「……なるほど」

　走りのフォームや筋トレのこなし方から見て、水無瀬の運動能力がかなり高いのはすぐにわかった。

　だが、運動神経がいくらよくても、スタミナだけは地道なトレーニングをしなければ身につかない。

　かなりバテてはいたが、みなもは俺の訓練を一通りこなしていた。

　それだけの体力があったのは、一人でこんな練習をしてたからか……。

「言ったでしょ？　水み無な瀬せさんは本物なの。でも、努力もなしで本物になれるほど甘い世界じゃないのよ」

「…………」

　アイドル──特に学生がやってるアイドル活動なんてお遊びだと思ってた。

　さっき、水無瀬が言ってたとおりだ。俺は見抜かれていたんだ。

　コーチの仕事は、真面目まじめに練習しない生徒に活を入れるということ。

　そう思っていたが──どうやら、水無瀬みなもに関しては違うらしい。

　あいつは真剣だ。

　これ以上ないくらい、真剣に練習に取り組んでいる。

　真剣なのだから、俺みたいな素人しろうとコーチに反発するのも当然だ。

　水無瀬には──彼女の本気に応えられるコーチが必要なんだろう。

　こっちが、ただ〝仕事だから〟なんて意識でやっていたら。

　学生で、女の子なんだから適当に加減してやろうなんて、甘いことを考えていたら。

　むしろ、俺のほうが潰される。

「これ、思ったよりヤバイ仕事ですね……」

「ヤバイの、好きじゃないの？」

「好きです」

　俺は、きっぱり答えた。

　実戦に出ていなくても、俺がいたのは生きるか死ぬかの世界だった。

　むろん、警備員も立派な仕事だけど──

　喉のどがひりひりと焼けつくようなヤバさを感じることはできないだろう。

　まだ、水無瀬みなもは止まることなく踊おどり続けている。

　まるで、止まったら死んでしまうかのように。

「……飛鳥あすか先生、一つ訊ききたいことがあるんですが」

「なに？」

　だったら、俺も──

　まだまだわけのわからんことだらけだが、一つやってみるか。

「ダンスを練習できる部屋って、どこにあるんですか？」







　数日後──

　水無瀬みなもは、トレーニング漬けの日々を送り、たまに思い出したように授業に出ていた。

　もちろん、時々どうでもよさそうな顔でゲームをしたりと、身体も休めている。

　ちなみに、俺の言うことは相変わらず聞いてない。

　トレーニングへの立ち会いこそなんとか認めてくれたが……それも、俺が立ち会わないと授業の代わりにはならないから、というだけで。

「ふうっ……今日はここまで」

　今の水み無な瀬せの台詞せりふは俺に言ったんじゃなくて、独ひとり言ごとだ。

　未いまだに完全にスルーされている。

「クールダウンはもっとしっかりしたほうがいい。身体を壊すぞ」

「べーっ」

　また舌を出された……。

　けっこう子供っぽいな、こいつ。

　時刻は午後六時。

　今日も一日、キツイ訓練をこなした後だ。

　俺のアドバイスはごく普通のものなんだから、聞けばいいのに。

「自分のことはちゃんと自分でわかってるの。だから余計なこと言わなくていいの」

　水無瀬は、すたすたと一人で校舎のほうへ歩いて行く。

　たぶん、校舎にある自販機で飲み物を買うんだろう。

　いつものパターンどおりの行動だ。

　このあと、水無瀬は本館で軽くシャワーを浴びてから、校舎にある食堂で夕食を取る。

「ふう……」

　俺はため息をつきつつ、本館へと戻る。

　飛鳥あすか先生は黙だまって見守ってくれているが、このナメられた状態がいつまでも続くとなあ。

　水無瀬は、ハードなトレーニングを続けている。

　このまま一人でやらせておくのは、危険な気がしてならない。

　まだ中学二年、身体もできあがっていないのだから、故障しないように誰かが注意して見てやらなければ。

　しかし、〝ただの体力バカ〟で〝素人しろうと〟の俺がなにを言っても、水無瀬は聞く耳持たないだろう。

　だから──

「よし」

　本館二階にある、ダンス練習室に入る。

　壁の一面が鏡張りになっており、映像や音楽を流せる設備もある。

　さすがに星せい歌か台だいガールズのあぶく銭でもうけただけあって、必要なものはきっちり揃そろっているのだ。

「始めるか」

　いつもどおりの、日課を開始する。

　水無瀬もこの部屋を使うことはあるが、夜のトレーニングでは絶対にここには来ない。

　ここ数日で、水無瀬の行動パターンは確認済みだ。

　なので、遠えん慮りよなく練習室を使うことができる。

　まあ、我ながらなにをやってるんだと思わなくもないが……。

　軍人だろうとアイドルだろうと、同じ人間。本質は変わらない。

　その本質の一つは──信頼してない人間の言うことなど、誰も聞かないということだ。

　信頼の内容は、なんでもいい。

　能力かもしれないし、人格かもしれない。

　多少能力的には劣おとっていても、相手の人格が尊敬できれば従える。

　逆に、人格に問題があっても能力がずば抜けていて、そこが尊敬できれば──

　俺には、そのどちらもない。

　水み無な瀬せは俺のことを知らないし、俺には水無瀬に見せられるものがない。

　体力は彼女よりはるかに勝っているが、体力トレーニングでコーチのほうが優れている必要はない。

　水無瀬もそこがわかっているから、俺の言うことを無視しているのだ。

　だったら、俺はどうすればいい──？

　答えはそれほど難しくなかった。

　ただ、その答えの内容を実行することが、限りなく難しい──

「……ふうっ」

　大きく息をつき、肩にかけていたタオルで顔の汗を拭ふく。

　それから、リモコンで壁際に置かれた五〇インチＴＶを操作──

「うわぁっ！」

「…………？」

　突然の声に、俺は振り向いた。

　練習室のドアがいつの間にか開いていて、そこに一人の女子生徒の姿があった。

　やや小こ柄がらな女の子で、身長は一五〇センチちょっと。

　青みがかって見える髪を二つに結んでいて、挑戦的な目がらんらんと光っている。

　水無瀬に劣らない、えらく可愛かわいらしい女の子だ。

「なんだ、君は？」

「なにっていうか……そっちはなんなんだ？　なんでそんなに汗だくなんだ？」

「なんでって言われてもな」

　俺はぬぐってもぬぐっても流れてくる汗を、またぬぐう。

「本館は育成科専用だぞ。星せい歌か台だいの生徒でも立ち入り禁止──なのか？　あれ、知らないな。まあいいか」

「な、なんか適当だな……いや、こっちの質問に答えてないだろ！」

「ああ、俺がなにしてるかだったか」

　俺は、汗を吸ってすっかり重くなったタオルを、適当に投げ捨てる。

「見てのとおりだ。なにかおかしいか？」

「見てのとおりって……」

　女子生徒は、俺の顔とＴＶに流れている映像を交互に見た。

　ＴＶには、五人の男性アイドルのステージが映っている。

「今時は、男性アイドルが少ないんだな。アイドルのＤＶＤはこの部屋にたくさんあったけど、男性アイドルものは見つけるのが大変だった」

「ああ、今時は女性アイドル人気が凄すごくて、男性アイドルの市場はかなり小さいから……って、そうじゃなくて！」

「なんだ？」

「え、えと……あんたが最近噂うわさの元少年兵のコーチなんだよね？」

「正確には少年兵じゃないが、まあそうだ」

　いや待て、のんびり話をしている場合でもないな。

「悪いが、出て行ってもらえないか？　育成科以外の生徒と、二人きりで話してるところを誰かに見られでもしたら、誤解される」

「誤解って……そ、そんなの考えすぎだよ」

　女子生徒は、頬ほおを赤らめている。

「それに、あたしだって育成科の生徒なんだよ！」

「育成科の……？」

　六人のサボリ魔の一人、ということか？

「ふむ……」

「おわっ」

　俺が近づいて彼女の顔をよく見ようとすると。

　彼女は、ぴょこんと後ろに跳んで逃げた。

「…………？」

「い、いきなり近づくな！　なにされるかと思った！」

「…………」

　なんて失礼な。

　少なくとも、コーチの仕事を続けられる限りは、俺は紳士なのに。

「はー……もう、コーチ雇やとうなら女の子にしてくれればよかったのに。今からでもいいから、この人、女にしてくれないかな」

「ＤＮＡを否定されても困る」

　この子は、もしかして男が苦手なんだろうか。

「それで、君の名前は？」

「……中等部二年、宮く藤どう詩しい歌か」

「俺は、育成科のコーチ、桜さくら木ぎ陸りくだ」

「その桜木さんが……なんで、ダンスの練習なんかしてるの？」

「別に、おかしくないだろ」

　俺はリモコンを操作して映像を止める。

「毎日、四、五時間くらい踊おどってる。つい、熱中しすぎるんだよな」

「五時間!?　あんた、五時間も踊り続けてるの!?」

「体力には自信がある。まあ、慣れない動きなんでちょっとキツイけどな」

　今日はまだ少ししか踊ってないが、既すでに床は汗でびしょびしょだ。

　一人分の汗だけでこれはちょっと……飛ばしすぎたか。

「なんでコーチがダンスの練習？　あんたは、練習させるほうでしょ？」

「俺は歌もダンスもさっぱりだからな。歌よりは身体を使うダンスのほうが覚えやすそうだから、こっちをやってるんだ」

「いや、だからなんでダンスしてるのかわかんない……」

「少しは踊れないと、育成科の練習も見られないだろう。せめて、基本的なことだけでも身体で覚えておきたい」

　飛鳥あすか先生に、初心者でも踊りやすい男性アイドルの曲を教えてもらった。

　それ以来、毎日欠かさずに踊っているのだ。

「そうだ。おまえ、育成科の生徒ならダンスできるんだろ？　ちょっと、俺のダンス見てくれないか。悪いところがあったら──」

「だったら、わたしが見てあげる」

「わっ！」

　またもや、唐突に響ひびいた声に、宮く藤どうが跳び上がる。

「み、みなも。どうして、あんたここに……」

　そう、現れたのは水み無な瀬せだった。

　着替えを済ませておらず、さっきと同じ運動着姿だ。

「それは、こっちの台詞せりふだよ。なんか騒さわがしいと思ったら……詩しい歌か、さっぱり本館に近寄りもしなかったくせに。どういう風の吹き回しなの？」

　水無瀬が、ぺらぺらと早口でまくしたてる。

　どうやら、二人は知り合いらしい。

　そういえば、宮藤は中等部の二年と言っていたな。

　水無瀬と宮藤は同学年、ということか。

「み、みなもが変なコーチと遊んでるって聞いたから、ちょっと見に来ただけだよ！　あんたもずいぶん落ちたもんだと思って！」

「は？　言っとくけど、わたしの落ちぶれっぷりは詩歌が思ってる以上だよ？」

「なにを自慢してるんだよ！　も、もういい」

　なぜか、宮藤は耳まで真っ赤にしている。

　宮藤は異様なほど焦あせりつつ、すたすたと部屋のドアへと歩いて行く。

　そこにいた水無瀬の横を通り抜けようとして──

「わっ」

「ちょっ……」

　宮く藤どうは、なにもないところでつまずき、水み無な瀬せが素す早ばやく抱き留とめる。

「わ、わわわわわ……」

「なにしてるの、詩しい歌か」

　水無瀬に抱かれたまま、宮藤があたふたと慌あわてふためく。

　激しく頭を振っているせいで、宮藤の結んだ髪がぴょこぴょこ跳はねているのが、なんだかおかしい。

「なっ、なんでも……ないっ！　あたし、もう行くから！」

「ああ、そう。気が向いたらまた来たら」

「……き、気なんて向かない！」

　大声で言って、今度こそ宮藤は部屋を出て行ってしまう。

「……詩歌は、初等部からの付き合いだけど、いつもあんな感じなんだよね」

「挙きよ動どう不ふ審しんだな。なんだ、育成科ってまともな生徒はいないのか？」

「あはは、まるでわたしが悪口言われてるみたい」

「ははは」

　俺は、適当に笑ってごまかす。

　まあ、ずっとスルーされてきたのだから、悪口の一つくらい言ってもいいだろう。

　愚ぐ痴ちと悪口は戦場の常である。

「で、この秘密特訓はなに？　わたしの点数稼かせぎでもしようっていうの？」

「もの凄すごい悪意ある解釈だな……」

「あなたも、否定はしてないよね」

　否定したくても、そういう意い図とがあったのは事実だからな。

　点数稼ぎのなにが悪いというんだろう。

　点数を稼いで信頼が得られるなら、けっこうなことじゃないか。

「身体を使うことはそこそこ得意だからな。やってみたまでさ」

「……じゃあ、見ててあげる。やってみて」

　ずいぶんな上から目線だった。

　どのみち、近いうちに水無瀬に見せるつもりではあったから、別にいいか。

　リモコンを操作して、再び映像を流し始める。

　ＴＶの正面に立って、そこに映っている男性アイドルたちと同じステップを踏ふむ。

　実のところ、もう画面を観みる必要はない。

　何百回と踊おどって、振り付けは完璧に覚えている。

　映像を流しているのは、音楽を聴くためだけだ。

　キュキュッ、と床を靴底でこすりつつステップを踏み、軽く飛び跳ね、リズムに合わせて腕を振る。

　最初の頃にあった、照れなどはとっくになくなっている。

　あっという間に五分弱の曲は終わり──

「ふう……」

　またもや、流れ出してきた汗を手の甲でぬぐう。

　ちょっと張り切りすぎたかな……。

　ちらり、と水み無な瀬せのほうに視線を送る。

「……へたくそ」

「一言か！」

　水無瀬は、床に可愛かわいらしく女の子座りしている。

　だが、言っていることは少しも可愛くない。

「ダンスのキレが悪い、リズムがズレてる、勝手に振り付けをアレンジしちゃってる、ちゃんと正面を見てない、必死で踊おどりすぎ、あと──目つきが悪い。性格も」

「最後の二つは関係ないだろ！」

　よくもまあ、べらべらと悪口が出てくるものだ。

　いや、正確な批評なんだろうが──

「はー、まったくしょうがないね」

　水無瀬は、女の子座りの体勢から、器用にぴょんと跳び上がった。

　手首と足首をぷらぷらさせながら、俺を押しのけてＴＶの前に立つ。

「映像、よろしく」

「…………」

　俺は小さく頷うなずいて、リモコンを操作する。

　また同じ映像が流れて──

　水無瀬は、さっきの俺と同じように映像を真ま似ねて踊り出した。

「…………」

　俺は、ぽかーんと口を開けてしまう。

　軽やかなステップに、高すぎず低すぎないジャンプ。

　まるで機械のように正確に、リズムも合っている。

　なにより──

　まるで、そこにスポットが当たっているかと錯覚するような、キラキラした輝かがやきが見える。

　その輝きは、彼女がステップを踏ふむたびに、ぱっと光っては消え、また光る。

　翼が生えているかのように舞い、それは天使が羽ばたいているみたいにも見えた。

　音楽に合わせている水無瀬のダンスを見たのは初めてだが──

　まさか、ここまでだったとは。

「これは……」

　いや、それだけじゃない。

　俺だってはっきり言って、運動には自信がある。

　もちろん、ダンスは一いつ朝ちよう一いつ夕せきじゃ身につかないだろうが、それでも多少は踊れるようになったはず。

　だが、水み無な瀬せとは──決定的な違いがある。

「ふわぁ……」

　後ろで、妙な声が聞こえて振り返る。

　ドアのところに、宮く藤どうがいた。こそこそと、少しだけ顔を出している。

　帰ったんじゃなかったのか……。

　その顔は上気し、うっとりした表情で水無瀬を見つめている。

　そうだ、これだ。

　あの宮藤の顔がすべてを物語ってる。

　水無瀬みなもは、ただダンスが上手いだけじゃない。

　ダンスの技術だけなら、もっと優れた人間はいくらでもいるだろう。

　しかし──

「あああ、みなも……」

　また、宮藤がため息混じりの声を漏らす。

　そう、水無瀬のダンスは〝アイドルのパフォーマンス〟なのだ。

　水無瀬は上う手まいだけじゃなくて、楽しそうに踊おどっている。

　そして──見る者を楽しませ、興奮させ、一緒に踊り出したくなるような、どうしようもなく人を引きつける力に溢あふれてる。

「これがアイドルか……」

　俺がつぶやいたときに、不意に水無瀬はダンスを止めた。

　まだ、１コーラス目しか終わっていないのに……。

「……サービスはこれまで」

「はっ……!?」

　振り向くと、宮藤が驚おどろいたような顔をして──まるで逃げるように去っていった。

「もう一人、お客さんがいたんだね」

「……もっとお客にサービスしないのか？」

「たっぷりと、わたしの揺れる胸は見たでしょ」

「いや、そんなもの目に入ってなかった」

「失礼だ！」

　そう言われても事実だからな。

　とはいえ、本当に胸なんて意識もしなかったのが自分でも意外だ。

「やれやれだね……で、どうだった？　わたしのダンスと自分の、違いわかった？」

「ぐ……」

「ふふーん」

　水無瀬は、得意満面だ。

　こいつのこんな嬉うれしそうな顔を見たのは初めてだ……。

「つまり、あなたが必死になってやってた特訓くらいじゃ、わたしには全然追いつけないってことだよ」

「……おまえは、何年も練習してるんだろう」

　それに、人の見てないところでも血の滲にじむような努力を続けている……。

「何年もってわけじゃないけど。本格的に始めたのは、中学入ってからだから」

　となると、キャリアはせいぜい一年程度か。

　つまり、元から運動神経やリズム感がいいんだろうな。

　ただ、それにしてもまだわからんことがあるな。

「水み無な瀬せ……おまえ、なんでアイドル育成科に入ったんだ？」

「わたし、あなたの努力を認めたわけじゃないよ。そんな踏ふみ込んだこと、訊きかないで」

　水無瀬はそう言うと、床に置いたままだったリモコンを取り上げて、映像を停止させた。

「でも……素人しろうとにしちゃ、まあまあかも。あなたも運動神経は悪くないね」

「……普通の人間よりは鍛きたえてるからな」

「あと、この育成科では名前で呼び合うことになってるの。アイドルは名前呼びが基本だからね。みなも、でいいよ」

「…………」

　……これは。

　もしかして、多少なりとも認めてもらえた……ということだろうか。













「あなたはド素人しろうと。どうしようもないほど、なにも知らない、なにもできないよね」

「そこまで強調するな！」

「……そのド素人がこの短期間で、あそこまで踊おどれるようになるのは、並大抵の努力じゃ無理だろうね」

「……ん？」

　水み無な瀬せが──みなもが、少しだけ笑った。

「もっぺん言っとくけど、認めたってわけじゃないから。毎日毎日、ドタバタドタバタ、ここで暴れられたら寝られないでしょ」

「この部屋、防音だぞ」

　確かに、ここは本館の二階。

　三階で寝泊まりしているみなもには、多少音が聞こえるかもしれないが、気になるほどのものとは思えない。

　たぶん、俺の秘密特訓には気づいてもいなかったんじゃないか？

「うるさいなあ。わたしのコーチをやるなら、ダンスなんて今のレベルで充じゆう分ぶんだよ」

「え？」

「別に、そんなことをコーチに求めてるんじゃない。だったら、明あ日す奈なちゃんがきちんとしたコーチを呼んでただろうし」

　やはり、みなもも飛鳥あすか先生の思おも惑わくには薄うす々うす気づいているらしい。

　正攻法ではない、突とつ拍ぴよう子しもないやり方で──育成科の難ありなエースを育てようとしていることに。

「ああ、疲れた。あんだけ練習したあとでまた踊るとか！　シャワー浴びてくる。ぜーったい、覗のぞかないでよ！」

「覗いたらクビだろ」

　みなものシャワーに興味は凄すごくあるが、そんなことをして職を失うのはごめんだ。

「ふーん。クビを気にしてびくびくしてるようじゃ、わたしのコーチなんて無理。そんなどうでもいいこと、ぶっちぎってくれなくちゃ」

「……どうでもよくはないが」

　やはり、ただの仕事としてやっているようじゃ、みなもの本気には応えられない。

　みなもは、俺が本気で訓練していたことにも気づいてくれたようだしな……。

　とはいえ、ここで安心して努力をやめたら、みなもはまたそっぽを向くだろう。

「おっと、シャワーだった。じゃあね」

　そう言うと、みなもは部屋の扉のほうへと歩いて行く。

「あ……」

「ん？　なんだ？」

「……たいした理由はないよ。昔、よくアイドルの番組をＴＶで観みてて……凄く可愛かわいくて、かっこよかったから。それがきっかけってだけ」

「まあ……そんなものだろ」

　今のが、なぜアイドルを始めたのかという質問への答えらしい。

「アイドルにはサービス精神が必要だから。教えてあげたことには、たいした意味はないから。あまり調子に乗らないでね！」

　今度こそ、みなもは練習室から出て行った。

　妙に大きな足音がドアの向こうから聞こえてくる。

　わかりにくかったが、要するにみなもは──コーチとして受け入れてくれたのかな。







　そして、翌日。

「はっ、はっ、はっ……」

　みなもは、一定のペースで走り続けている。

　元々いい走りをしていたが、今はさらに安定したようだ。

　俺は、みなもの一歩後ろをついて走っている。

　背中を見ているだけでも、なんとなくわかる。

　少しだけ、みなもの態度が柔やわらかくなった──

「ん……？」

　ふと、背後に視線を向ける。

　俺たちが走っているのは、片道一車線の道路の歩道だ。

　あたりは住宅街で、通行人の姿はほとんど見当たらない。

　だが──

「どうかした？」

　みなもがわずかに後ろを向いて、問いかけてくる。

　彼女もなかなか鋭するどい。

「いや、なんでもない。集中して走れ」

「…………？」

　みなもは、可愛かわいらしく小首を傾かしげてから、前に視線を戻した。

　そのとおり、なんでもないはずだ。

　一瞬、電柱の陰から奇妙な視線を感じたが──

　まだ授業中のこの時間に、どう見ても中高生の俺たち二人がランニングしているんだ。

　そりゃあ、通行人が気にするのも無理はない。

　それに、対処してもいいが──ただの通行人だった場合、騒さわぎになりかねない。

　俺は、みなもを鍛きたえ直すことだけ考えていればいいだろう。









２章　一人じゃない！






「ふわぁっ!?　だ、誰!?」

「……そりゃ、こっちの台詞せりふだ」

　育成科のコーチに就任して、十日ほど過ぎたある日。

　名実ともに、みなものコーチになってから二日後のこと。

　今日は、みなもが授業に出るというので、コーチの仕事はお休み。

　俺は、朝から本館にある学習室でお勉強中だった。

　飛鳥あすか先生によると、仮にも名門星せい歌か台だいの職員なのだから、最低限の教養は必要──ということらしい。

　小学校も出てない俺には反論もできず、仕方なく勉強していたのだが……。

　不意に、どこからか音楽が聞こえてきて、本館二階の行ったことのない部屋に入ると。

　そこに、一人の女子生徒がいたのだ。

「あ、あー……た、確か……コーチになったっていう人よね？」

　俺はその女子生徒のことは知らないが、あちらはご存じらしい。

　時刻は、午前十時。

　学校では授業の真っ最中だ。

「……いったい、なんだ君は？」

　俺は、ストレートに疑問をぶつける。

「なにと言われても困るわね……」

　女子生徒は、きょとんとしている。

　というか、ここはなんの部屋なんだろう？

　女子生徒は、グランドピアノの前に座っている。

　ピアノだけではなく、壁際にギターやベースが数台置かれていて、さらにドラムセットまである。

「えーと……もしかして、うるさかったかしら？」

　女子生徒はそう言いながら、立ち上がった。

　彼女は、明るめの髪を腰のあたりまで伸ばし、一房だけ三つ編あみにしている。

　身長は一六〇センチくらいだろうか。

　全体にすらりとしているが、制服の上からでもわかるほど胸が豊かだ。

　顔立ちは整ととのっていて、明るい表情がよく似合う。

　魅力的な女の子といっていいだろう。

「ああ、うるさい。人が勉強してるのに、変な音を鳴らされると困る」

「変な音!?」

　女子生徒は、がーんとショックを受けた顔になる。

「こ、これでも三歳の頃からピアノやってるのに……コンクールで優勝したことも一度や二度じゃないのに……」

「ああ、そりゃ悪いな。音楽のことなんて、全然わからないもんでな」

「お、音楽のことがわからないのにコーチやってるの……？」

「ん？　そういえば、俺をコーチだって知ってるってことは、君はもしかして……」

「ああ、私は高等部二年、朝あさ霞かカナミです。一応、育成科所属です。カナって呼ばれてるわ」

「やっぱり、六人のサボリ魔の一人か。よし、そこに正座だ」

「いきなり叱られるの!?」

　カナという女子生徒は、一歩後ろに跳んだ。

「高校二年ということは、俺と同い年か。遠えん慮りよがなくなりそうだな」

「既すでに遠慮とかしてないわよね……ん？」

　カナは、俺の顔をじっと見つめてくる。

　さらに、ゆっくりと近づいてきて、息がかかりそうなほど近くに──

「な、なんだ？」

「いえ。顔をちゃんと見たのは初めてだから。目つきはちょっと悪いけど、そんなに怖そう……でもないかな？」

　カナは目も逸そらさずに、じっくり俺の顔を観察している。

　近い、近い……。

　なんで、こんなにためらいなく近づけるんだ……。

「お、おい……おまえ……」

「あ、ごめんなさい」

　カナは、すっと後ろに下がった。

　彼女も、少しだけ顔を赤らめている。

「私、ちょっと目が悪くて。近づかないと見えないのよ」

「そういうことか……」

　みなもと宮く藤どう詩しい歌かに続いて、また変なのが出てきたかと思ったが、その理由なら納得できる。

「なぜ、普段サボってるおまえが、今日に限ってここにいるんだ？」

「ここって、要するに──音楽室なのよ」

「音楽室？」

「ええ、何年か前に〝楽器を弾ひくアイドル〟っていうグループがいたらしいわ。けっこう人気があったとか。そのときに、裕福な保護者の皆様から寄付された楽器が揃そろってるの」

「ふむ……ここの楽器は高価なものなのか」

「もちろん。特にそこのグランドピアノは、高級品よ。値段を聞いたらドン引きするくらいで」

「おまえの目当ては、この高級ピアノってわけか」

「ええ、たまに弾ひかせてもらってるの。家にも本校舎にもピアノあるんだけど……やっぱり、ここのは音が全然違うのよね」

「もしかしてみなもがいない間を見計らって、ピアノを弾きに来たのか？」

「うっ……ズバズバ来るわね……」

　カナが、また顔を赤くして後ずさる。

「適当に言ったんだけど、当たりか。なんだ、みなもの毒どく舌ぜつで癒いえない傷でも負ったのか？」

「そ、そういうわけじゃないわよ……」

　カナは、ピアノの前に移動して、ぽーんと鳴らす。

「まあ、ちょっとしたことはあったんだけどね……」

　要するに、それは言いたくないということか。

「あのね、桜さくら木ぎ君」

「ん？」

　ずいぶんなれなれしく呼んでくるな。

　俺も既すでに遠えん慮りよはしてないから、人のことは言えないが。

「私がここにいたことは、みなもちゃんには内緒にしておいて」

「…………」

　俺は、じっとカナの顔を見つめ返す。

　こっちにも、特にみなもにご報告する必要はないが……。

「それで？」

「え？　そ、それでって……なにかしら？」

　カナがきょとんとしつつ質問してくる。

「みなもに内緒にする代わりに、俺にはなにをしてくれる？」

「べ、別に交換条件のつもりはなかったのに……！」

「俺はこれでも、世間の荒波に揉もまれてるからな。取引のやり方を教えてるんだよ」

「な、なんか上から目線だわ……」

「ただお願いするより、取引をしておけば相手を信頼しやすいだろ」

「それはそうかもしれないけど……ま、まさか!?」

　カナは、もう何度目か数えるのも面倒だが、また顔を真っ赤にする。

　制服の上からでもわかる豊かな胸元を押さえているところを見ると──

「あのな。そういうのは、完全にアウトだろ。バレたら一発で仕事クビじゃないか」

　クビを恐れるな、とみなもは言ったがそこまでは割り切れない。

「な、なんてこと……私の魅力って仕事に負けるの!?」

「どう言ってもショックなのか!?」

　実際、カナはかなり可愛かわいいし、中学生のみなもよりずっとスタイルもいい。

　要求していいものなら、いろいろ要求したいところだが、そうもいかない。

「ちょっと納得いかないけど……アイドル、貞てい操そう大事。変なことじゃなくてよかったわ」

「んん？」

「え？　なに？」

「おまえ、まだアイドルをやる気があるのか？」

「うっ……そこを突っ込んでくるのね……」

　育成科にほとんど寄りつかない六人は、みんな揃そろってやる気をなくしているものかと思ってた。

「やる気と言われるとどうかしら……うーん、あるようなないような……でも、今すぐと言われてもどうしようもないっていうか……」

「ふむ……」

　まったくもって態度がはっきりしない。

　それでも、完全拒否ではない、というなら──

「そうか、そうなると話は変わってくるな。さっきの取引はやっぱりなしだ」

「えっ、どういうこと？」

「なに、簡単な話だ」

　俺は、カナににやりと笑ってみせる。

　ずっと気になっていたことを、これで多少は解決できそうだ──







「はあっ、はあっ、はあ……ちょ、ちょっと……もう、限界……」

「まだ二時間しか踊おどってないぞ」

　放課後、いつもの練習。

　みなもが、ダンス練習室の床にへばっている。

　ガチで倒れてしまうのは、全力でやっている証拠。

　けっこうなことなんだが、もちろんそのくらいで褒ほめたりはしない。

「ほら、寝るな、みなも。おまえをベッドに運ぶのは仕事に含まれないからな」

「それはまた、素敵に誤解を招きそうな状況だね」

「へばっていても、口は減らないな。いいから、立て。次のトレーニングに行くぞ」

　みなもを立たせ、彼女の先を歩いて部屋を出る。

　ほんの数メートル廊下を進んで、そこにあったドアを開ける。

「あれ!?」

　俺に続いて室内に入ってきたみなもが、素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「カナがいる。え、どうして？」

「あ、ははは……」

　グランドピアノの前に座っているカナが、乾いた笑みを浮かべている。

　ここは音楽室である。

　カナには時間を指定して、ここにいるように話してあったのだ。

「コーチ！　どういうことなの!?　わたしと二人きりの特訓は!?　もうわたしに飽きちゃったの!?」

「ええっ、みなもちゃんと桜さくら木ぎ君、そういう関係なの!?」

「そんなわけあるか！」

　いきなりなにを言い出すんだ、みなもは。

「い、いけないわよ。アイドルに手を出したコーチがどうなってきたか、知らないわけじゃないでしょ。そんな恐ろしいこと……」

「まったく見当違いだが、どんな恐ろしいことになったんだ？」

「私の口からは言えないわ……そういうコーチは、それはもう見るも無む惨ざんな有様に……」

「そ、そうなのか……」

　戦場育ちで悲惨なことには慣れている。

　それでも、世の中には死ぬよりも恐ろしいことがあってもおかしくはない。

「まあ、冗談はさておき」

「みなも！　悪質なジョークを笑顔で流すな！」

「アイドルだもの、笑顔は大事でしょ」

　こいつは、まったく……。

「久しぶりだね、カナ。中等部と高等部は校舎が別だから、育成科に来ないと本当に会う機会がないよね」

「ええ、そうね。こっちは、桜木君と一緒に走り回ってるところとか見てたけど」

　なんだろう、微妙な距離感のある会話だ。

　みなもは年上のカナにもタメ口なのに、カナのほうはどことなくよそよそしい。

「実はね、桜木君に頼まれて。みなもちゃんの歌のレッスンを見てあげてほしいって」

「へー。カナは歌、上う手まいもんね。絶対音感あるんだっけ？」

「ええ、一応。音感がよければ歌が上手いってものじゃないけど。その……私でよければ、指導ってほどじゃなくても、調整くらいできるわ……よ？」

　だからなんなんだ、その下級生相手にお伺いを立てるような口調は。

「うーん……」

　みなもは腕組みして、なにやら考え込んでいる。

「ま、いいよ。育成科でも音楽をきちんと勉強したの、カナだけだもんね。教えさせてあげる」

「あ、ありがとう、みなもちゃん……！」

　会話が、ますますおかしな方向に転がっている……。

　教えさせてあげる？　ありがとう？　なんなんだ、その歪ゆがんだ関係は……。

「でも、その前に一つ確認」

「え？　なにかしら？」

「カナは、育成科に復帰するの？」

「…………」

　みなものストレートな質問に、カナが息をのんだ。

「……そ、そうね。今はまだ……そのつもりはないわ。だって、みなもちゃんも……まだ、そのつもりはないんでしょう？」

「……まあね」

「おい、ちょっと待て。みなものつもりってなんのことだ？」

　あまり口を挟はさみたくなかったが、どうにも引っかかる話だ。

「あー、コーチは気にしなくていいよ。どうせ、すぐにわかることだしね」

「すぐにわかるなら、今すぐ教えてくれても──」

　そこまで言いかけて、俺はぱっとドアのほうを見た。

　今、確かに……。

「話の続きはあとだ。おまえたち、二人で練習しておいてくれ。ケンカするなよ。あと、みなも。あまりカナをいじめすぎるな」

「えー」

「なんで不満げ!?」

　みなもとカナが、バカな話をしているが、二人を置いて俺はドアへと向かう。

　これは、ちょっと後回しにはできない──







「ちっ」

　俺は廊下に出て、窓から下を見下ろして舌打ちする。

　本館の玄げん関かんから出て走っていく人物が見えた。

「まったく」

　がらりと窓を開け、躊ちゆう躇ちよなく飛び降りる。

「ひゃあっ!?」

　走っていく人物のすぐそばに、ドンと鈍にぶい音を立てて着地する。

　その人物は、驚おどろきのあまり、派手に後ろに転んでしまう。

「ぎゃーっ！」

「待て」

　あたふたと立ち上がって逃げようとした人物の襟えり首くびを掴つかむ。

「ぎゃーっ、離して離して！」

「おまえ、何者だ。所属、官かん姓せい名めいを言え！」

「か、かんせいめいってなんだよ……？」

「って、あれ？」

　俺は、襟えり首くびを掴つかんでいた手を離す。

「おまえは確か……詩しい歌かだったか？」

「よ、呼び捨て？」

　二つに結んだ髪に、小こ柄がらな身体つき。

　宮く藤どう詩歌は、以前見たときの制服姿ではなく、Ｔシャツとスパッツという格かつ好こうだ。

「ああ、育成科は名前で呼ぶのが基本だって聞いたもんでな。別にいいだろ」

「い、いいけど……くっ、生まれて初めて男の人に名前で呼ばれたのに……相手がこんな悪い虫だなんて……」

「よくわからんが、悪口言われてるらしいな」

「て、ていうか！　二階から降ってくるなんて非常識だ！」

「きちんと鍛きたえれば、二階くらいの高さはなんでもなくなる。フル装備で飛んでもびくともしなくなるぞ。おまえも鍛えてやろうか？」

「けっこうだ！　そんな芸当できても、なんの得にもならない！」

　ずいぶんと、詩歌はエキサイトしている。

　なぜここまで盛り上がっているのやら……。

「だいたい、非常識というなら詩歌もだろう。さっき、音楽室を覗のぞいてたな？」

「うっ、やっぱり気づいてたのか……」

「気づいたから逃げたんだろう。なかなか素す早ばやい判断だ。だが、相手が悪かったな」

　俺は、詩歌ににやりと笑いかける。

　気け配はいを殺せなかったのは不合格だが、気づかれたあとの行動は正しい。

「まあ、おまえでよかったけどな……」

「え？」

　詩歌は、きょとんとしている。

　先日、校外をジョギング中に何者かにつきまとわれている気配があった。

　そのときは、あまり気にかけなかったが──

　校内──それも本館内で、となれば話は別だ。

　みなもが無防備に寝泊まりしている部屋があるこの建物に、不審者の侵入を許すわけにはいかない。

「いや、こっちの話だ。それより、詩歌。この前といい、育成科に戻るつもりか？　それなら、コソコソしてないでみなもと一緒にやればいい」

「そ、そんなわけにはいかない！」

　詩歌は、力強く言い切った。

　この子も、みなもやカナに負けずに可愛かわいいのに、言葉遣いはちょっと男っぽいんだよな。

「そういうことじゃなくて──そ、そう。みなもとは別！　別なんだよ！　ただちょっと自主練しようと思って！　あたしも一応、育成科の生徒だし！」

「自主練は禁止だ」

「禁止っ!?」

「まあ、今思いついたんだが」

「それ、イヤガラセだよな!?」

「授業も部活も、基本的に教員もしくはコーチの監督下でやるのが基本だろう。今気づいた割には、なかなかいい口実だ」

「口実って言うな！　でも反論できない！」

「大変だな」

　詩しい歌かは、なかなか切り返しが早いな。

　頭の回転が速いのかもしれない。

「あ、あたしは、みなもと一緒にやるつもりはないんだよ！　練習ってことじゃない。グループを組むなんて絶対ヤだってこと！」

「…………」

　ふむ、なるほど。

　この前から思っていたが、どうも詩歌にはみなもに含むところがあるらしい。

「みなもと一緒に練習はしない。グループも組まない。でも、練習をする気はあるってことでいいんだな？」

「う、うん」

「そうか。よし……」

　俺は、ちらりと本館のほうへ目を向ける。

「同じ練習メニューじゃなくていい。ただ、俺の目の届くところでトレーニングしてくれ。そうだな、明日の朝六時に本館の前に来い」

「ろ、ろくじ？」

「電車は動いてる。問題ないだろ。明日から、みなもとカナ、それとおまえの三人で練習してもらう」

「ええっ、私もなの!?」

　本館の建物の陰から、カナがぴょこんと飛び出して来る。

　続いてみなもも現れる。

「歌の指導のついでだ。みなものトレーニングに付き合ってやってくれ」

「トレーニングってあれよね……桜さくら木ぎ君がやってる、軍隊式の……」

　カナは、がくがくと身体を震ふるわせている。

　いいな、こういう反応。

　みなもは、最初から怖がる様子はなかったからな。

　あれが、俺にはちょっと物足りなかったんだよなあ。

「大丈夫だよ、カナ。わたしにもできたんだから、上級生のカナにできないわけないよ」

「みなもちゃん、目がキラキラしてるわ！　私を巻き込む気満々ね！」

「ふふふ、これは面白くなってきた」

　本当に、みなもがイキイキとしている。

　俺、そんなにこいつにストレス与えてたのかな……。

「「な、納得できない……」」

　カナと詩しい歌かが口を揃そろえて言った。

　強引なのは、俺だってわかってる。

　けど──飛鳥あすか先生の目的は、〝みなもを中心にしたグループ〟をつくることだ。

　このまま、みなもを一人のままにはしておけない。

　カナと詩歌には、本館に来てしまった不幸を呪ってもらおう。







「よーし、全員整列っ！」

　翌日、午前六時。

　星せい歌か台だい学園、中庭。

　いつもの時間、いつもの場所。

　しかし、俺の前に立っている人数は昨日までは一人で、今日は三人。一気に三倍だ。

「カナはともかく、本当に詩歌まで来たんだね」

　みなもが、両隣に立つ二人を交互に見てから言った。

「し、仕方ないだろ。自主練するなら監督が必要っていうのは……わかるから」

「ていうか、むしろ私が来てるほうがおかしいわ。歌のレッスンに付き合うってだけの話が、なんでこんな展開に……」

　なぜか今日も顔を赤くしている詩歌。

　明らかに不満そうなカナ。

　みなもに続いて、問題児ばかりだな。

「頑張って、カナ。わたし、カナのいいとこ見てみたい♪」

「み、みなもちゃん。い、いいところっていうのは……」

「カナは歌は上う手まくてもダンスはアレだから。まず、倒れるくらい体力つけてもらわないと。ていうか、倒したい」

「倒さないでーっ！」

　どうやら、みなもは先輩であるカナを敬うやまっていないらしい。

「ううう、やっぱり来るんじゃなかったわ……」

　泣きそうになりながら言って、カナはそばに置いていた紙袋を取り上げた。

「あ、忘れてたわ。これ、つまらないものだけど……」

「なんだ、これ？」

　俺は、差し出されてきた紙袋を受け取り、中身を取り出す。

「Ｐ２２６……？」

　小型の拳銃だった。

　ずっしりと重く、パーツも精巧そのものだ。

「お店でよさそうなやつを探してきたの。けっこういい感じじゃない？　すっごく高くてお小遣い吹っ飛んじゃったわ」

「なぜ、俺にこんなものを……」

　もちろん、これはエアガンだ。

　ただ、かなり本物に近いタイプで、動作も実銃とほぼ変わらないだろう。

「コーチといったら竹刀しないだけど、桜さくら木ぎ君は元兵士なんでしょう？　だったら、拳銃のほうがいいんじゃないかと思って。でも、人に向けちゃダメよ」

「それはわかってるが……」

「とりあえず、お手て柔やわらかに！　お手柔らかにお願いします！」

　カナは必死に熱弁して、ぺこりと頭を下げた。

　要するに、賄わい賂ろということらしい。

　カナは、なかなか抜け目のない女の子のようだな……。

「まあ、ありがたく受け取っておこう」

　ズボンの後ろに差して、Ｔシャツの裾すそで隠しておく。

「じゃあ、いつもどおり走ろう。詩しい歌か、おまえはどうする？」

「それくらいなら……あたしも一緒するよ。みなもがついていけるなら、あたしにも余裕だしね！」

「ほほーう。このわたしに挑いどもうっていうの？　それは面白いね」

　みなもが、にやりと笑う。

　この子が訓練前にこんなに嬉うれしそうな顔をするの、初めて見たな。

「うえぇ……ホントに走るの？　私、血圧低いのよ……」

　心底嫌そうな顔をしているカナのことは、気にしないことにしよう。







　そして、一時間後。

　再び、中庭。

「ぜーぜーぜーぜーぜーぜー……ああん……もう……ダメ……賄賂、意味ない……」

　やたらと色っぽい声を出し、中庭の芝しば生ふに倒れているカナの姿があった。

　みなもより大きな胸のふくらみが、Ｔシャツに張りついてくっきり形がわかる。

　薄うすい水色か……。

　っと、いかん。ブラが透けていて、思わず凝ぎよう視ししてしまった。

「は、ははっ。なんだ、こんなものか。たいした距離じゃ……な、ないな……」

「どうでもいいけど、詩歌、息を整ととのえてからしゃべったら？」

　詩歌は倒れてはいないが、うつむいて荒い呼吸をしている。

　みなもも多少息を乱みだしてはいるが、全然平気そうだ。

　さすがに、俺に鍛きたえられてきただけのことはある。

「カナはやっぱり体力なさすぎじゃない？　このおっぱいが邪魔なのかな？」

「わ、ちょっ……！」

　倒れているカナの胸を、みなもがつんつんと突つついている。

　突かれるたびに、ぽよんと胸が揺れる。

「ちぇっ、わたしもこれくらいあればなあ。ダンスの邪魔にならないくらいの大きさは必要だよね」

　みなもは、今度は自分の胸を持ち上げ始める。

　なんだろう、俺を挑発してるのか？

「でも、詩しい歌かほど絶望的でもないから、まだマシか」

「なっ!?」

　必死に息を整ととのえていた詩歌が、驚おどろくような速さでみなものほうを向いた。

「アイドルなら、スタイルもいいに越したことはないもんね。詩歌……もっと頑張って」

「どう頑張ればいいんだ！」

　詩歌が、みなもに鋭するどく突っ込む。

「……だ、だいたい、あたしの胸の大きさは問題じゃないんだ。あたしには、みなもの大きさと形が問題であって……」

「は？　わたし？　なんで？」

「…………っ、な、なんでもない。あ、あんたに追いつくためだよ！　みなもの胸がこれ以上大きくなったら、少しだけ追いつくのが大変って意味で！」

「…………」

　ずいぶん苦しげに言い訳してるなあ。

　どうも、詩歌はみなもに変な執着があるような……。

「つ、次の訓練に行くんでしょ。あたしも付き合ってあげる。今度こそあたしが勝つ！」

「ふふん、かかってきていいよ。次はグラウンドでダッシュだね」

　みなもが、さらりと答え、二人はさっさとグラウンドへと向かう。

「……結局、詩歌も一緒に訓練してるじゃないか」

「詩歌ちゃんも負けず嫌いだからね……」

　カナが、ぼそぼそと言った。

「おまえこそ、後輩に負けたままだぞ。いいのか？」

「私は、別に負けても気にしないわ……だいたい、みなもちゃんって去年、マラソン大会で一位だったのよ？　あんなのに勝てるわけないわ」

　ふう、と息をついてカナが身体を起こす。

「まあ、体力はいきなりつかないからな。カナは少し休んでいていい」

「……あの、桜さくら木ぎ君。ちょっと訊きいていい？」

「なんだ？」

「ずいぶん強引に私たちを引き込んだけど、目的ってあるの？」

「ああ、そのことか。みなも一人じゃアイドル活動はできないんだろ？　だったら、できるだけ早くグループで活動させたほうがいいと思ってな」

　あまり、みなもはコミュニケーション能力なさそうだし……。

「それに、いつまでも一人でやってても、ダレるからな。詩しい歌かみたいに競きそえる相手がいるのは大歓迎だ。カナは、あまり競争相手にはならないが」

「むしろ、私は負けることで後輩たちに花を持たせてるのよ。みなもちゃんも詩歌ちゃんも負けず嫌いだから、大人な私が負けてあげないと」

　ふふ、とカナは笑う。

　体力勝負をしたくない言い訳だろうな……。

「……でも、競争相手ってだけなの？」

「ん？　他になにかあると思ってたのか？」

「えー、そりゃ……エンジェルパーティに出場させるのかと思ってたわ」

「エンジェルパーティ？」

「えっ？　もしかして桜さくら木ぎ君、知らないの!?」

「ああ、さっぱり」

　生まれて初めて聞いた言葉だ。

「そっか。十年も日本を離れてたんだものね……ていうか、明あ日す奈なちゃんも教えておけばいいのに……まあ、明日奈ちゃんに多くを期待しちゃダメか……」

　おっとりしてるカナにまでボロクソに言われてるな、飛鳥あすか先生。

「エンジェルパーティっていうのは、簡単に言うと──アイドルが出場する大会よ」

「大会？」

　アイドルと大会という言葉が、どうも結びつかない……。

「インターハイとか甲子園みたいなものよ。地方予選があって、それを勝ち抜けば全国大会に出られるの」

「勝ち抜くって……それって、どうやって勝敗を決めるんだ？」

「まずは、自分たちでステージを撮影して専用のサイトに動画を投稿するの。そのサイトに会員登録したアイドルファンに投票してもらって、票数の多いグループが勝ち上がっていくのよ。一回戦では票数の多いグループの上位八組が勝ち上がり、次は上位四組が勝ち上がり──って感じで」

「ネットでの投票なら、いくらでもインチキできるんじゃないか？」

「投票権はケータイの番号に紐ひも付けされてたり、インチキは難しいらしいわ。十年続いてるエンジェルパーティで問題になったことはないそうよ」

「なるほどな」

　よほど強固なシステムとセキュリティってことか。

　それに、多少の票の操作ができても、あからさまだとバレるだろうしな。

「もしかして、星せい歌か台だいの育成科も出るつもりなのか？」

「私が知る限り、去年、一昨年と出場してない。ていうか、本当に知らなかったのね。てっきり、みなもちゃんを中心にグループつくって、出場させるつもりなのかと思ってた」

「いや、そんな話は聞いてないな。出てもいいのか？」

「もちろん、出てもいいわ！」

「うわっ！」

　突然の声に、カナが跳び上がる。

　いつの間にか、すぐそばに飛鳥あすか先生が立っていた。

「そろそろ、りっくんにもその話をしようと思ってたのよ。ちょうどよかったわ」

「凄すごいタイミングで登場しますね……。もしかして、監視カメラでもあるんですか？」

「まさか。まあ、そろそろりっくんのほうでもそういう話が出る頃かと思ってた」

　えらくカンもいいな、この教師……。

「学園側から出場の許可は出せるわ。けど、出場資格を満たせるかどうかは、アイドルたち次第なのよ」

「出場資格？　出るだけでもなにか条件があるんですか？」

「もちろんよ。まずは、高校生以下であること。まあ、これは問題ないわね。今は、大学生以上のアイドルってなかなか受け入れられないのよ。女子大生とか、マジババァ。はははははっ」

「じ、自じ虐ぎやくが見えますけど」

　女子大生が聞いたら怒るだろうが、飛鳥先生はその女子大生より年上だからな。

　というか、大学生だって世間一般で言えば充じゆう分ぶん若いうちに入るのに。

「で、続きよ。エンジェルパーティに出場するには、ステージの動画を一本撮って、それを運営委員会に提出するの。そこで審査されて、一定のレベルに達してると判断されると、予選の出場資格を得られるってわけ。そういうことだから、よろしくね！」

「……そのステージ撮影も俺が指導してやらせるんですか？」

「当たり前じゃない。コーチなんだもの」

　飛鳥先生は偉えらそうに両手を腰に当て、うんうんと頷うなずいた。

　この教師はいったいなにを言ってるのか。

　戦場育ちで戦争のことしか知らない俺に、どこまで要求するつもりなのだろう。

「あの、明あ日す奈なちゃん。出場資格はもう一つあるわよ」

「え？　ああ、そうだったわね」

　はっはっは、と笑ってごまかす飛鳥先生。

「でも、それはたいしたことじゃないでしょ。出場はグループのみ。それも、最低人数は三人ってだけだし」

「三人……？」

　確かに、飛鳥先生は、最初からみなもを中心にしたグループをつくるって話をしていたが……。

「今はソロは主流じゃないのよ。だから、エンジェルパーティもグループだけ。三人以上なら何人でもいいけど、ステージの広さを考えると、多くても三十人くらいね」

「…………」

　三十人なんて、最大で七人しかいないうちの育成科には夢のまた夢だ。

「ああ、そうそう。出場資格とは関係ないけど、まだあったわ」

「なんですか……？」

　そろそろ、みなもたちの練習を見に行きたいんだが。

　グラウンドへ行ったあの二人は、張り合って無む茶ちやな練習をしてるかもしれないし。

　それに──飛鳥あすか先生の悪わる巧だくみしているような顔を見ると、いい話とも思えない。

「もしエンジェルパーティで優勝できなかったら──アイドル育成科は廃止されるから」

「…………」

「…………」

　思わず、カナと二人揃そろって黙だまり込んでしまう。

　言った本人は、笑みさえ浮かべている。

「廃止って、なぜいきなり……」

「そりゃ、育成科は学園の正式なカリキュラムだもの。長いこと結果も出せてないんじゃ、むしろ存続してるほうがおかしいでしょ」

「うっ……」

　残念ながら、飛鳥先生の言うことがもっともだ。

「で、でも、前に最後まで責任を持つ、みたいな話を……」

「これが最後なのよ」

　飛鳥先生は腕組みして、真剣な顔つきになった。

　いつもにやにやしてるこの人の、こんな顔は初めて見たような……。

「育成科は本物のアイドルを育てることを──アイドルの形を生まれ変わらせた、星せい歌か台だいガールズの魂を継つげる生徒たちを育成することを目的としてるの。それができないのなら、役目を終えるまでのことよ」

　もちろん、星歌台学園が冗談でアイドル育成をやっているとは思ってなかったが……。

　所属生徒が七人しかいなかったり、俺みたいなのを雇やとったりするくらいだから、どこか緩いように感じていた。

　だが、思っていた以上に、学園もまた真剣だったのかもしれない。

　だからこそ、アイドルが育っていない現状を許せない──というのも頷うなずける。

　これは……なんだか、いきなり風向きが変わってきたぞ……。







　これから、やるべきことは──

　順番に考えていこう。

　俺には、ここでのコーチという仕事がなんとしても必要だ。

　餓が死ししないためにも、せっかく掴つかんだこの仕事を続けなければならない。

　──というのが、そもそもの動機だったが、それは早くも変わりつつある。

　俺は、水み無な瀬せみなもを鍛きたえていくと決めた。

　真剣に、必死に、アイドルになるための努力を続けているあいつを見て、あいつに関わってしまって、もう引き下がることなんてできるわけがない。

　でも、それもアイドル育成科があってのこと。

　みなもが成長するために必要な育成科は、エンジェルパーティという大会で優勝しなければ廃止にされる。

　そして、エンジェルパーティに出場するためには、まず三人以上のメンバーが必要だ。

　今、正式に育成科の活動に参加しているのはみなもだけ。

　カナはあくまでみなもの歌の指導のため。

　詩しい歌かは、練習に参加はするが、みなもと同じグループに入る気はない。

　つまり、二人ともエンジェルパーティ出場メンバーの勘かん定じようには入れられない。

　となると、話は簡単だ。

　順番からいえば、まずはメンバーの頭数を揃そろえる必要がある。

　もちろん、候こう補ほは──







　翌日、午後一時。

　育成科本館、二階。

　俺は、廊下のつきあたりにある部屋のドアをノックした。

「入るぞ」

　返事を待たずに室内に入り、そこにいた人物に視線を向ける。

「うわっ、桜さくら木ぎ君!?」

　初めて会った日とまったく同じ状況だった。

　グランドピアノの前のカナと、突然入って来た俺。

　いや、一つ違うか。

「ちゃんと曲が終わるのを待って入って来たんだから、文句はないだろ？」

「ええ、いいけど……どうしたの？」

「今日はみなもが授業に出てるからな。おまえが来るんじゃないかと思って」

「あはは……」

　カナは苦笑いして、また曲を弾ひき始めた。

　曲名は知らないが、ゆったりとしたバラードだった。

「別にもう、みなもちゃんの隙すきを窺うかがう必要はないんだけどね」

　しゃべりながらも、カナはよどみなく弾ひき続ける。

　音楽の造ぞう詣けいは深くないが、カナの腕前が並じゃないことはなんとなくわかる。

「カナは、プロのピアニストを目指してるのか？」

「あはは、まさか」

　カナは、少しだけ困ったように笑って首を振った。

「お母さんがピアニストで、子供の頃から習ってただけよ。でも、クラシックはなんだか肩が凝こるというか。その代わり、アイドルの曲をよく弾いてたの」

「それが高じて、育成科に入ったのか？」

「まあね。アイドルの曲は弾くのも歌うのも好きなんだけど、ダンスが苦手なの」

「そりゃ、見てればわかる。あれだけ運動神経が鈍にぶいとな……」

「しみじみ言わないで！　私だって気にしてるのよ！」

　ばーん、とカナは鍵けん盤ばんを叩たたいた。

「まあ、才能ってやつは必要だからな」

「なに？　いじめ？　桜さくら木ぎ君は、私をいじめに来たの？」

「でも、おまえは運動神経が壊滅してる自覚があって、それでもみなもの練習に付き合ってる」

「……やっぱりいじめよね」

　ジャジャジャジャーン、とカナはベートーベンの『運命』の冒頭を弾いた。

「私の将来じゃなくて、もっと近い未来のお話をしに来たんでしょ？」

「エンジェルパーティのことだ」

　俺はきっぱりと言った。

「このままじゃ、優勝どころか出場すらできない。率そつ直ちよくに言うが、カナには育成科に正式復帰してみなものグループに加わってもらいたい」

「もの凄すごい直球ね。私がなにか理由があって、育成科から離れてると思わないの？」

「理由があるから、みなものトレーニングに付き合ってるとも思ってる」

「……うーむ」

　カナは困った顔をして、首をひねった。

「おまえには、みなもに協力したいと思うだけの理由がある。違うか？」

「だから、エンジェルパーティに出場するために協力しろっていうの？　そうね、みなもちゃんに協力したいとは思ってるけど……そこまでやるのは、私にもリスクがあるわ」

「もし協力しないのなら、このピアノを爆破する」

「いきなり脅おどし!?」

　カナは常にない素す早ばやさで立ち上がり、ピアノをかばうような位置に陣取る。

「……冗談だ。そこまではやらない。ただ、俺は育ちが育ちだけに手加減を知らないからな。なにをすることやら」

「冗談じゃなくて、思いっきり脅してるじゃないの……」

　どうやら、カナは本気で警戒しているらしい。

　ピアノを爆破なんぞしたら、本当にクビになるんだが。

「ぐうう……わ、私もみなもちゃんと一緒にステージに上がりたいけど……」

　カナは、ぶつぶつとなにやらつぶやいている。

　既すでに、歌のレッスン以外にも参加しているくらいだ。

　意外とあっさり了承してくれるんじゃないかと思ったが……。

「ぐぬぬ……」

「あのな、カナ。脅おどしは本当に冗談だぞ。でも、協力してもらいたいっていうのは本当で──」

「……むう」

　ばっ、とカナが素す早ばやく顔を上げる。

　そして、しばし俺を睨にらんでから。

「じゃあ、桜さくら木ぎ君。あなたが、一つだけ条件を飲んでもらえる？」

「俺にできることなら、なんでも。なんだ？」

「キスしてくれる？」

「ああ、キスか。それくらいなら──って、なに!?」

　俺はさっと後ろに一歩下がる。

　キス──キスって、唇を合わせるアレのことだよな。当たり前だが。

「桜木君は、けっこう残ざん酷こくなことを言ってるのよ？」

「残酷……？」

「アイドルになれば、華はなやかなステージに立てるけど……同時に失うものも多いわ」

「失うもの……？」

「アイドルは、恋をしちゃいけない。キスはもちろん、その先なんて論外よ。バレなきゃいいなんて考えてたら、足下をすくわれるわ」

「……秘密はバレるものだからな」

「そういうこと。学校の部活が不ふ祥しよう事じで大会に出られなくなったりするでしょ？　アイドルの場合、恋愛は不祥事の一つなのよ。万一バレたら、他のみんなも巻き込むことになるわ」

「まあ……そうだろうな」

「だから」

　カナがずいっと顔を寄せてくる。

　さすがにアイドルの卵だけあって、整ととのいすぎている顔立ちだ。

　こんなものを超至近距離で見せられたら……。

「アイドルに復帰する前に──せめてキスくらいはどうかなって。私、まだしたことないから」

「そ、それは……」

　ヤバイ、あっさり動どう揺ようしてしまってる。

　なにせ女っ気ゼロの傭よう兵へい部隊だったからな……。

　こういう不意打ちは機き銃じゆう掃そう射しやより怖い……。

「だから……ね？」

　カナの唇がゆっくりと迫ってくる。

　こ、これは……まずい……。

「──なんてね」

「え？」

「もちろん、冗談よ」

　カナは、にっこり笑って後ろに一歩下がった。

「ふふふ、桜さくら木ぎ君、凄すごい顔してたわ。けっこう可愛かわいいとこあるのね」

「……おまえな」

「あ、そういう顔は可愛くない。人殺しみたいな顔はやめてほしいわ」

「ほっとけ。まだ誰も殺してない」

　それなら、悪質な冗談をやめれば済むことだ。

　やっぱり、こいつはどこか腹黒い……。

「まあ、いい顔を見せてもらったし、それでよしとしておきますか。いいわ、正式に育成科に復帰して、みなもちゃんと同じグループに入るわ」













　あっさりと──驚おどろくくらいあっさりと、カナはそう言い切った。

「……本当にいいのか？」

「自分で頼んでおいて、疑わないで。結局、私もきっかけがほしかったわけだし……ね」

「…………」

　直感だが、カナがみなもに協力したい理由、というのは切実なものなのかもしれない。

「これで、あと一人ね」

「詩しい歌か……だな」

　他にも四人ほど育成科所属の生徒がいる。

　しかし、今からそいつらに声をかけるよりは、曲がりなりにも練習に参加している詩歌を攻略するほうが間違いなく早い。

「ああ、詩歌ちゃんは私以上に簡単だと思うわよ。専門用語で言えば『ちょろい』」

「どこの専門用語だ……？」

　十年ぶりの日本では、まだまだわからないことが多い。

「あの子も私と同じよ。きっかけを待ってる」

「きっかけ……か」

「それこそ、脅おどしでもいいんじゃない？」

「おまえ、さらりと凄すごいこと言うな」

　自分の後輩を脅せ、と焚たきつけてくるとは。

「意地っ張りな詩歌ちゃんにはそれくらいしないと。一つ、いいことを教えてあげるわ」

　カナは意味ありげに言って、片目をつぶった。

　うーん、こいつに乗せられるのは怖い気もするが……。

　こっちも、手段を選んでいられる状況でもないからな。







　翌日、中庭。

　おなじみになってきた感もある、三人でのトレーニングが一通り終了。

　カナは相変わらず芝しば生ふの上で屍しかばねと化し、詩歌は平気そうなみなもと張り合うようにして、乱みだれた息を隠そうとしている。

「あー、今日も走った……この数日で女子中学生の一年分の運動量を超こえた気がするよ」

「はあっ、はぁっ……な、情けないな、みなも。あ、あたしは……全然平気だけどね」

「詩歌、そんなにエロく息を乱して言っても説得力ないよ」

「エロくなっ……げほっ、げほっ……！」

　ツッコミを入れようとして、詩歌がむせてしまう。

　まだ息が整ととのってないのに無理をするから……。

「はー……詩歌ちゃんは癒いやされるわ……疲れた身体に詩歌ちゃんのツンデレ分が染み込んでくるよう……」

「なっ、ちょっと、カナ！」

　いつの間にか起き上がっていたカナが、詩しい歌かに後ろから抱きついている。

「な、なにしてるんだ！」

「詩歌ちゃん、おっぱいはないけど身体はぷにぷにしてて柔やわらかいわね……なにこれ、抱き枕として売り出したら大ヒットじゃないの？」

「勝手に人を売るな！」

　詩歌は、カナの腕からするりと抜け出して、這はうようにして逃げていく。

「へー、そんなに抱き心地いいんだ。どれどれ、わたしも」

「ひゃうっ!?」

　今度は、みなもに正面から抱きつかれ、詩歌が素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「うわっ、ホントだ。なに、このふわふわ感！」

「ふわふわ!?」

「極上のケーキみたいな柔らかさ！　いちごみたいな甘い香り！　そして板チョコのように硬い胸！」

「いらんこと付け加えるな！」

　詩歌は顔を真っ赤にして、強引にみなもの腕を引きはがす。

「ふ、二人してなにしてるんだ！　あたしに気安く触ふれるな！」

「なに、そのお嬢キャラ。ああ、詩歌はお嬢なんだっけ」

「う、うるさいな……」

　詩歌の顔はますます真っ赤になっていく。

　というか、詩歌はお嬢じよう様さまなのか。まあ、星せい歌か台だいは元々お嬢様校だしな。

「だ、だいたい汗臭いのに抱きついたりとか……あれ？」

「あっ」

　みなもと詩歌が、同時にきょとんとする。

　詩歌の鼻からつーっと鼻血が流れ出していた。

「わ、わわっ……」

「ああ、ああ。大丈夫、詩歌ちゃん？」

　素す早ばやくカナが詩歌に駆け寄って、取り出したハンカチで鼻を押さえる。

「あっ、ちょっと。ハンカチ、汚れる……！」

「そんなのいいから。ほら、ちゃんと押さえておいて」

「う、うん……」

　詩歌は頷うなずいて、鼻を押さえながら──

「あ、あたし、ちょっと。ごめん、カナ。このハンカチ借りていく」

　そう言うと、いきなり走り去ってしまう。

　どうやら、本館のほうへと向かったようだ。

「桜さくら木ぎ君」

「…………」

　カナが、意味ありげな視線を送ってくる。

　これは──合図だ。

　つまり、カナが言っていたアレの機会が早くも訪れたらしい。








　　息を弾はずませ　汗を輝かがやかせ　あの子が走っている

　　君はいつ気づくの？　私の気持ち　いつも見ないフリ

　　いつだって　そうやって　君には届かない

　　抱きつくその腕　僕の心　離してくれないの






「…………ふう……」

　詩しい歌かが、小さく息を吐いた。

　既すでに鼻血は止まっていて、その顔は──

「ふふ、ふへへへへ……」

　恐ろしくにやけていた。

　ここは、本館の屋上。

　詩歌はフェンスに背中をもたせかけて、手に持ったメモ帳になにか書き込んでいる。













　書きながらぶつぶつ言っているのが、なんというか……ちょっと不気味だ。

「ああ、みなも……もうっ、あのバカ！　あんないきなり抱きついたりとか……！」

　メモ帳を胸に抱きながら、詩しい歌かはもだえるように身をよじっている。

「まったく、カナが抱きついてくるから、あんなことに……ありがとう！　じゃなくて、おかげで変なことになっちゃった！」

「…………あのな」

「ふわぁっ!?」

　ぴょん、と詩歌が驚おどろくほど高く跳び上がり、フェンスに背中をぶつける。

「っと！」

　俺は慌あわてて駆け寄り、詩歌の右腕を掴つかむ。

「いくらなんでも跳びすぎだ。落っこちる気か？」

「さ、桜さくら木ぎさん……な、なんでいるんだ？」

「鼻血出してたからな。コーチが様子を見に来るのは当たり前だろう」

「そ、そうだけど……って、きゃあっ！」

「おいっ！」

　いきなり詩歌が激しく右腕を振り、まだ掴んだままだった俺の手を振り払おうとする。

「だ、だからこんなところで暴れるな。いいか、落ち着け」

「落ち着く！　落ち着くから離して！」

「……本当だろうな？」

　俺は疑問の目を向けつつ、詩歌の腕からゆっくりと手を離す。

　まだ、詩歌はおどおどしているが、とりあえずフェンスを跳び越える恐れはなさそうだ。

「も、もう……いきなり触るな……」

「悪かったよ。でも、ちゃんと掴まないと本当に落ちるところだったぞ」

　どうも、詩歌は俺を──というより、男を怖がってるようにも見えるな。

　女子校育ちだったら、そういうのもあり得るのか。

「それで……さっきぶつぶつ言ってたのはなんだ？」

「ぎゃーっ！」

　詩歌は、ただでさえ大きな目をさらに大きく見開いた。

「き、聞いてた……？」

「けっこうでかい声で言ってたぞ」

「ぐ、ぐわあ……もう……」

「…………？」

「もうダメだ！　死ぬしかない！」

「なっ……!?」

　詩歌は、いきなり身を翻ひるがえすと、高く跳び上がってフェンスを乗り越えようとする。

　俺はまたもや慌てて彼女の腕を掴み、強引にフェンスの前から引き離した。

「うぎゃああっ、また触った！」

「触られたくないなら、バカな真ま似ねするな！」

「わ、わかったからっ……！」

　ぎゃあぎゃあと騒さわぐ詩しい歌かの腕を、再びゆっくりと離す。

　本当にもう大丈夫なんだろうな……？

「……ぐ、ぐうう……まさか、桜さくら木ぎさんに聞かれちゃうなんて……」

「今のは、もしかしてポエムってやつか？」

「あううう……死なせてくれないなら、いっそ殺して！　殺し方、知ってるんでしょ！」

「戦場で誰も殺さなかったのに、なんで平和な日本で殺さなくちゃいけないんだ」

　これでも、俺には倫りん理り観かんというものがある。

「まさか、この趣味を人に知られるなんて……！」

「…………」

　もしかして、誰にも知られてないと思ってるんだろうか？

　少なくとも、カナは思い切り知っていたぞ。

　詩歌のウィークポイントはこれだ、とわざわざ俺に教えてくれたくらいだからな。

　どうも、詩歌は感極まったときに我慢できずポエムを書き出してしまうのがクセになっているらしい。

　みなもに抱きつかれて、スイッチが入った──ということか。

「お、お願い。誰にも教えないでくれ。な、なんでもするから……！」

「なんでも……」

「え、えっちなことはダメだ！　あたしはアイドルだから、そういうことはできない！」

「おまえの反応は安心するなあ」

「え？」

「いや、なんでもない」

　悪質な色仕掛けをしてくる、どこぞの朝あさ霞かカナミに比べれば可愛かわいいものだ。

　しかし、これはまたあっさりと狙ねらいどおりの展開になったな……。

「それより……さっきのポエム、みなものことを書いたのか？」

「うっ……！」

「おまえさ……相当、みなもに関心があるみたいじゃないか」

「そ、それは……初等部からの同級生だし、同じ育成科のメンバーだから……」

「他にも理由はあるんじゃないのか？」

「な、ないよ、そんなもん……」

　完全に目が泳いでしまっている。

　この子は、こんなに嘘うそが下へ手たで世の中を渡っていけるのだろうか……。

「まあ……ないなら、それでもいい。じゃあ、本題に入ろう」

「な、なんだ？」

「別のグループとか面倒くさいこと言ってないで、みなもと同じグループに入れ」

「……どうして？」

「詩しい歌かがなんのために育成科に入ったのかは知らない。だが、おまえがみなもに対抗したいのなら、別のグループにいる必要はないだろう」

「別のグループじゃないと、みなもと戦えないんだよ！」

「戦いたいなら、みなものすぐそばであいつを見ていればいい。俺みたいな素人しろうとにだってわかるぞ。今の詩歌じゃ、みなもには全然かなわない」

「ぐっ……！」

　詩歌は反論してこなかった。

　まあ、実際俺にだってわかる程度のことだからな。

「これから、みなもはカナと一緒に訓練を続ける。俺があいつらを鍛きたえまくってやる。詩歌が一人で頑張っても、追いつけるとは思えない」

「そ、そんなのやってみなくちゃ……！」

「みなもに追いつきたけりゃ、みなもの背中が見えるところにいればいい」

「ううううっ……！」

　いちいち、大げさなリアクションを取る詩歌。

「おまえは……アイドルのみなもが好きなんじゃないのか？」

「す、好きとかそういうことじゃっ……！」

　ばたばたと手を振りながら、詩歌は必死に否定する。

　否定すればするほど、認めているようなものだ。

「俺に言えるのはここまでだ。詩歌……あとはおまえが決めろ」

「え？　や、やれって命令じゃないの……？」

「命令はしない。さっきのことも誰にも言わないから安心しろ。育成科の役割は、生徒を見守って背中を押してやることだ。どこへ向かうかは──自分で決めるんだ」

「うっ……」

　詩歌は、また大げさに後ろによろめいて──

　ぐっと拳こぶしを握にぎり締め、両足で踏ふん張って立った。

「わ、わかったよ。みなものグループに入る！　入ればいいんだろ！」

「やったわ！」

　と、いきなりの声とともにカナが屋上に現れた。

　そして、飛びつくようにして詩歌に抱きついた。

「カ、カナ!?　なんであんたもいるんだ！」

「もちろん、可愛かわいい後輩を心配して来たのよ」

「嘘うそくさい……」

　残念ながら、俺も詩歌に同意だ。

「ちょっと……みんな、なにやってんの？」

　続いて、みなもまで姿を現す。

「ぎゃーっ、みなも！　あんた、聞いてなかったよね!?」

「……？　なにを？」

　みなもはきょとんとしている。

　どうやら、さっきの好きがどうこうのあたりは聞いていなかったようだ。

「そんなことはどうでもいい。詩しい歌かと……あと、カナもみなものグループに正式に加わることになった」

「へー……カナはともかく、詩歌はどういう風の吹き回しなの？」

「い、いいだろ。いつか、あんたの寝首をかくためだ！」

「コーチがわたしを守ってくれるから。わたしの首を狙ねらうなら、まずはコーチを倒すことね」

「俺はおまえのボディガードじゃないぞ」

　勝手に仕事を増やされても困る。

「とにかく、これでメンバーは揃そろったな」

「え？　メンバーって？」

　みなもが、小さく首を傾かしげた。

「エンジェルパーティだ」

「あれ、コーチがエンジェルパーティのことを知ってるなんて、ちょっと意外だね」

「飛鳥あすか先生から聞いたんだ。今年、うちの育成科はエンジェルパーティに出場する。メンバーも揃ったし、これでいけるな」

「はぁ、なるほど」

　みなもは、こくりと頷うなずいて。

　にっこりと微笑ほほえんだ。

「でも、わたしはエンジェルパーティには出ないから」

「……………………は？」

「み、みなも？」

「みなもちゃん……」

　俺と詩歌が同時にきょとんとしてしまう。

　カナだけは、なにか思うところがあるらしいが……。

「だから、エンジェルパーティには出ないって言ったの」

「みなもちゃん……まだあれを気にして……」

「…………」

　カナの言葉に、みなもはまた少しだけ笑った。

　いったい、なんのことを言ってるのか知らないが……。

「ま、待て！　いいか、みなも」

　俺は動どう揺ようを抑えつつ言った。

「エンジェルパーティで優勝しないと、育成科は廃止になるんだよ。おまえたちももうアイドルを目指せなくなるんだぞ」

「うっ……それは……困るけど」

　みなもは、一瞬だけ考え込むような顔をしてから。

「でも、わたしは出ない。絶対に──出ないんだよ」

　固い決意を秘めた顔で、そう言い切った。

　これは……間違いなく本気だ。

　どうやら、メンバーが揃そろったばかりだというのに、まだまだ前途は多難らしい……。









３章　アイドルの憂鬱






　その日の夜。

　俺は、ベッドに入ったものの、眠れずにいた。

　エンジェルパーティには出ない──みなもの言葉の意味が気になって仕方ないせいだ。

「ああっ、明日も早いってのに」

　ぶっ倒れるまで運動して、気絶するように眠るのが手っ取り早いな。

　体力バカらしい結論に達し、運動着に着替えて、宿直室の外に出た。

　二階に上がり、ダンス練習室のドアを開ける。

「うひゃうっ!?」

　練習室は明かりがついていて、そこにいた人物が跳び上がった。

　その人物は、壁際の液晶ＴＶの前に座っていたらしい。

「……みなも？　なにしてるんだ？」

「び、びっくりしたー。ノックくらいしてよ！」

「個室じゃないんだぞ……なにしてるんだ」

　今は、夜中の十二時だ。

　俺と同じく朝が早いみなもが、こんな時間に起きてるのはおかしい。

　みなもは、Ｔシャツにスパッツという格かつ好こうで、ゲーム機のコントローラーを手にしている。

「ちょ、ちょっとゲームしてただけだよ。最近、誰かさんにしごかれてるせいで、遊んでる暇ひまなかったし！　ここのＴＶ大きいから、ゲームするならここなんだよ！」

　訊きいてもいないのに、みなもがべらべらと言い訳する。

　確かにゲーム機で遊んでいたんだろうが、彼女のすぐ横には、汗で濡ぬれたタオルが置かれている。

　今日は珍しくここを使って練習していて、今は休憩中ってところか。

「あ、コーチもゲームやる？　ていうか、ゲームやったことある？」

「戦場でもゲームは普通にやってたぞ。けっこう兵士って待機時間長いからな。暇つぶしに、みんなで戦争ゲームとかやって遊んでた。一人称視点で銃を撃うちまくるやつだな。正確にはＦＰＳっていうんだっけ？」

「な、なんで戦場にいるのにゲームでも戦争やるの……？」

　みなもは、呆あきれているようだ。

　でも俺、ニュースで米軍兵士がＦＰＳやってるところも見たことあるぞ。

　所属や状況に関係なく、兵士のメンタリティとして共通した部分があるのかも。

「戦場にもインターネットは繋つながってるから、オンラインプレイも楽しめたしな」

「ネットあるの!?　ジャングルとか砂さ漠ばくだよね!?」

「今時、ネットが繋がらないところなんてほとんどないぞ。ネット回線を使って通信とか情報収集もやるしな。そのついでに、ゲームもオンラインに繋いでるんだよ」

　だから、いくら戦場育ちといっても原始人みたいな生活をしていたわけじゃない。

　まあ、ネットどころか電気もない未開の場所ももちろんあったが……。

　その辺の話は、女子中学生に話すとトラウマになりかねないので割かつ愛あいだ。

「……トラウマ、か」

「なに？」

　首を傾かしげているみなもにはかまわず、俺は壁際に置かれたテーブルに近づく。

　そこには、ノートＰＣが置かれていて、ＴＶにも接続されている。

「コーチ、なにしてるの？」

「さっき言っただろ。戦場にもネットはある。俺も、たまにネットは見てたんだ」

　トラウマから、不意に連想して──思い出してしまった。

　いや、なぜすぐに思い当たらなかったのか……。

　俺は、スリープ状態だったノートＰＣを復帰させる。

「あ、うん。コーチも若いもんね。ネットであんなのとかこんなのとか見たいよね。大丈夫、わたしはそういうの理解あるから……」

「どんな誤解をしてるんだ!?」

　顔を赤らめて、完全に明後日の方向に誤解している……。

　こいつ、女子校育ちの割に耳みみ年どし増まなのかな。

「……うちの親父おやじがな、日本の情報をよく見ておくように言ってたんだよ。適当な親父だけど、案外俺が日本に帰ったあとのことも考えてたのかもな」

「その割には、結局連れて帰らなかったんだよね？」

「適当だったんだよ……」

　息子のことを気き遣づかっていたのか、どうなのか……。

「とにかく、俺でも日本でなにが話題になっていたかくらい知ってた」

「…………」

　みなもが、ぴくりと反応した。

　俺は、ノートＰＣのブラウザを立ち上げ、ＴＶに画面を表示させる。

「半年くらい前かな。親父が戦死して、帰国するか戦場に残るかで迷ってた頃に、なんとなく観みた動画があるんだよ」

「そう……なんだ」

　みなもが、ぽつりと言った。

「これのことは、さっきまで忘れてた。いや、気にしても仕方ないと思ってた。でも、そうはいかなくなった……かな」

　最初にみなもと会って、こいつの顔を見たときにもしかしたら──と思ってた。

「……いいよ。やって」

　みなもの短い言葉に、俺は彼女の意い図とを理解した。

　俺は頷うなずいて、ブラウザを操作して、一本の動画を再生させる。

　再生と同時に、けたたましい音楽が鳴り始めた。

　五人の少女が可愛かわいらしい衣い装しようを着て、曲に合わせて歌って踊おどっている。

　場所はどこかの野外ステージらしく、客もそこそこいるようで、歓声が聞こえてくる。

　素人しろうと目めにも、なかなか悪くないステージだ。

　一人だけ、歌が異様に上う手まい割にダンスがたどたどしい子がいるが、それも足を引っ張るほどじゃない。

　そして──中央に立って、ひときわ歌もダンスもキレている子がいる。

「久しぶりに見たけど、なかなか映りがいいよね、わたし」

「……そのようだな」

　こんなに、あっさり認めるとは。

　その映像に映っている少女の一人──中央にいる子は、みなもだった。

　口の減らない彼女のことだから、無意味な言い訳をするかと思ったが。

「半年前に、ネットで知り合ったアイドル志望の子たちとグループを組んだんだよ。育成科の生徒は、その頃からみんなやる気なかったからね」

「そういうのもありなのか……」

「アイドルやるなら同じ学校内って決まりがあるわけじゃないもん」

　説明しつつも、みなもの口調はどこか重い。

　あまり言いたくなさそうだ。

　そして、そのときがやってきた。

「クライマックスだね」

　みなもが、ぼそりとつぶやいたその瞬間──

　映像のみなもが、勢いよく転んでしまう。

　思い切り尻しり餅もちをつき、開いてしまった足の向こうに白い下着がはっきりと見えている。

　観客たちが悲鳴に似た声を上げ、音楽はまだ流れているのに、ステージ上にいる他のメンバーたちも凍りついたように固まってしまった。

「練習では一度も転んだことなんてなかったのに。別に緊張するタチでもないし。でも、なんなのかな。ステージには魔物が棲すむとかそういう話？」

　と、首を傾かしげられても反応に困る。

　それにしても、過去の映像とはいえ、自分の下着を目の前で見られて、動じる様子もないとは。

「運が悪すぎなんだよ。こんなときに限って、見せパンをはき忘れてたんだよね」

「そ、それは気の毒に……」

　見せパン、というのは見られてもいい下着ということかな。

　短いスカートで踊おどり回るんだから、そういうものをはくのは当然か。

「ネットの映像だから当たり前だけど、海外でも観みられてんだね。さぞ、お年頃の男の子たちを喜ばせたんだろうね。コーチは楽しんだ？」

「ストレートになにを訊きいてるんだ」

「あれだけ恥をさらしたんだから、せめて役に立ちたいじゃん！」

「その考え方はおかしい！」

　観なかったことにしてほしい、とかそう思うところだろう。

　とにかく、この動画について、こちらは思うことがいろいろある。

　それでも、みなものほうがこの事態をどう受け止めてるのかわからない以上、言うのもためらわれてしまう。

「……は」

「んん？」

「は……は、あはははははっ、あはははははははははっ！」

「み、みなも？」

　いきなり壊れたように笑い始めたぞ……。

「もう世界中に向けて大サービスしちゃったよ！　こんな大失敗を、全世界に向けて発信しちゃったんだよ！　もう笑うしかないよね！　だよね！」

「…………」

　これは重傷だ。

　衛生兵を呼びたいところだが、この傷は簡単には癒いやせないだろう……。

「アイドルがここまでばっちりパンツを見せちゃうなんて……こんな大失態をやらかしておいて、またステージ？　しかもエンジェルパーティ？　あり得ないよ！」

「やっぱり、そういう理由なのか……」

　あの動画のことを思い出して……よかったのかな。

「今日はもう泣き寝入りする！　コーチのバカ！　べーっ！」

「え、なんで俺？」

　理不尽な罵ば倒とうに首を傾かしげている間に、みなもは練習室を飛び出してしまう。

　泣き寝入りするなんて自己申告する奴やつも珍しい……。

　さて、コーチとしてこれはどう解決すればいいんだろうな……。

「…………」

　俺はブラウザを操作して、もう一度さっきの動画を再生する。

　もちろん、パンツが目当てじゃない。

　問題を解決するには、原点を探らなければならない。

　この動画になにかヒントが──

「ん？」

　ふと、動画の一点に目を留とめる。

　これは……今まで気づかなかったけど、たぶん間違いない。

　そうか、そういうことだったのか。

　あいつがなにを思っていたのか、ようやくわかった。

　でも、とりあえずあいつのことは後回しだな。

　それより──さっき飛び出していったバカのほうをなんとかしないと。

　とはいえ、対処を誤あやまると取り返しのつかないことになるかも。

　危険に飛び込むときは、慎しん重ちようであるに越したことはない……。







　育成科のコーチに就任して、もう二週間ほど過ぎている。

　それだけの時間を過ごしても、俺の自室には、まったく物がない。

　テントも引き払い、カバン一つに収まる程度の私物を宿直室に持ち込んだだけだ。

　物が少ないほうが、すっきりしていて気分がいい。

　その快適な部屋の窓を開け、空を見上げる。

「今日もいい天気だ」

　時刻は午前十時。

　春のあたたかな風が、吹いてきている。

　俺は一つ頷うなずいて、クローゼットから長なが袖そでのシャツとジーンズを取り出して着替える。

　戦地から持ち帰ってきた私服だ。

　一応、運動用じゃない服くらいは持っている。

「さて、行くか」

　財布と、学園から支給されたスマートフォンスマホを手にドアを開けて廊下に出る。

　校内を横切り、校門から外に出て、ふらふらと歩き出す。

　せっかくの休日、引きこもって考え事をしていても仕方ない。

　まずは駅のほうへ行くか──

「もしかして、駅に行くつもり？」

「……なんでおまえがいるんだ？」

　なぜか、水み無な瀬せみなもが俺の隣を歩いていた。

　オレンジ色のカーディガンに、薄うすいピンクで柄がらが入ったミニスカートというやや派手めな格かつ好こうだ。

「あなたのすぐあとで本館を出たんだよ。そっちが、のんびり歩いてるから追いついちゃった」

「そうか……」

　なんとなく、みなもの足を見てしまう。

　彼女のひらひらしたスカートは、なにが狙ねらいなのか限界まで短い。少し風が吹いただけで、太ももがつけ根まで見えそうだ。

「好きなだけ見てていいよ。コーチを訴うつたえるなら、セクハラ程度で済ませるのはもったいないもんね」

「おまえ、なにを企たくらんでるんだ……」

「言ってもいいけど、たぶん卒そつ倒とうするよ」

「俺が卒倒するって相当だぞ！」

　戦場育ちで、たいていのことでは動じないつもりなのに。

　みなもは、鬼コーチへの復ふく讐しゆうを企んでいるんだろうか……。

「まあ、卒倒させるのはまた今度。せっかくの久しぶりのお出かけだもん」

「普段、出かけないのか？」

「せいぜい、コンビニに行くくらいかな。だからお出かけは貴重なんだよ」

「まあ、好きに楽しんでくれ」

　そのまま、俺たちは特になにを話すでもなく並んで歩き、駅に着くとちょうど来ていた電車に乗り込んだ。

　さらに、示し合わせたわけでもなく横浜駅で電車を降りて、またぶらぶらと歩き始めた。

　駅内の左右の通路に店がずらりと並んでいる。

「……どこまで行くの？」

「いや、特に決めてない」

　俺が答えると、みなもは一瞬きょとんとしてから。

　にやりと笑い、俺の目をじっと覗のぞき込んできた。

「せっかくの休日なのに、ただぶらつくだけ？　あなた、まだ十七歳なんだよね？　わー、なんて寂さびしすぎる青春なんだー」

「丸腰で周りを警戒せずに歩けるというだけで、俺には貴重すぎる体験なんだよ」

「……お金のかからない人だね」

「そもそも金はないからな」

　コーチとして採用されてからもらった前払い金は、本当にわずかだ。

　最低限、必要な身の回りのものを揃そろえたら、ほぼなくなってしまった。

「そういうおまえはどうしたんだ？　買い物か？」

「わたしもお金はないんだよ、残念ながら。この美び貌ぼうはお金にはならないんだよねー」

「デビューしたら金になるのか？」

「プロのアイドルとは違うけどね。トップグループは、一部の専門店でＣＤとかグッズとか売ってるらしいよ」

「ふーむ」

　星せい歌か台だいのグループがデビューして、そういうものが売れたら俺のふところにもいくらか入るのだろうか。

　いや、入らないだろうな。世の中、そんなに甘くない。

「というわけで、デビューもしてないわたしはお金なんてないの」

「確か、星歌台は今でもお嬢じよう様さまが多いんだろう。おまえは違うのか？」

「はっ、まさか」

　鼻で笑われた。

「お嬢様どころか、わたしは貧びん乏ぼうなんだよ。なにしろ、天てん涯がい孤こ独どくだもの」

「奇き遇ぐうだな、俺もだ」

　と言ってから、どうやらみなものほうも冗談ではなさそうだと気づく。

「子供の頃に両親が離婚して、わたしを引き取った母親も一年ほど前に事故であっさり死んじゃって。優しいおじいちゃんおばあちゃんもいないし、気のいいおじさんおばさんもいないから、本気で路ろ頭とうに迷うところだったよ」

「今、迷っていない理由は？」

「女のプライベートを詮せん索さくするなんていけないんだ、コーチ」

「…………」

　天涯孤独とか、かなり私的なことをべらべら話してたような気がするんだが。

「まあ、コーチが野や暮ぼなのは今に始まったことでもないか。理由は単純だよ。育成科の生徒は本館で寮生活ができるし、しかも奨学金が出るんだよ」

「奨学金か。でも、そんなに高くないだろ？」

「衣食住が揃ってるのに加えて、ケータイの料金が払えて、たまにゲームの一本くらいは買えるんだよ。不満はないね」

「今時の女子中学生がそれだけでいいのか？」

「いいんじゃないかな？　最近は、部屋に戻っても疲れて泥のように眠るだけだしね。誰かさんのおかげで」

「…………」

　ちくちくとした攻撃を忘れない奴やつだ。

「しかも、気分転換に出かけようって気になれるしね。コーチのおかげだよ」

「俺のおかげでいいことあったなら、メシでもおごってくれ」

「あなた、年下の……それも女子中学生によくたかれるよね……」

「誰の財布だろうと、メシはメシだ。プライドじゃ腹はふくれない」

「コーチって、厄やつ介かいな男だよね……わたし、子供の頃以外は男の子と接したことなんてないんだけど、詩しい歌かみたいに男嫌いにならないか不安になってきちゃった」

　みなもは、どうでもよさそうに言って、通りかかったブティックの店内を軽く覗のぞき込む。

　特に気になるものはないらしく、店には入らずにまた歩き出した。

「しかし、このあたりは変わらないな。いや、店は入れ替わっているんだろうが」

「あれ、コーチも横浜出身なの？」

「戦場に出る前は、横浜に住んでた。もっとも、十年も前、子供の頃だからな。記憶はあまり残ってない」

　友達なんかもいたはずだが、顔も名前もほとんど忘れてしまった。

「それより、おまえの話だったな。みなもがずっと育成科に出てたのは、奨学金と寮が目当てか？」

「育成科に入ってすぐに、お母さん死んじゃったんだよね。奨学金は申請したらあっさりもらえたけど……まあ、生活するためにいろいろ考えてはいたんだよ」

　あの騒動になったステージも、育成科の存続のためにやったということだろうか？

　在ざい籍せき者が成功していれば、学園も育成科を潰つぶせないだろう。

　エンジェルパーティ優勝なんていう、無む茶ちやな条件も出されなかったはずだ。

「……おまえ自身のためにも、エンジェルパーティに出場したほうがいいんじゃないか？　だいたい、育成科が潰れたらお互い路ろ頭とうに迷うんだぞ」

「じゃ、一緒に迷う？　わたしの容よう赦しやなさとコーチの兵士の能力があれば、いろんなことができそうだよ？」

「だから、ろくでもないことを企たくらむんじゃない」

「もし捕まったら、愛らしいわたしは無罪、戦場育ちのコーチはいかにもそういうことやりそうだから、長いことぶち込まれそうだね」

「捕まるようなことを企むな！」

　しかも、自分だけ逃げる気満々じゃないか。

　というか、さっきの話が本当ならみなもも冗談抜きで路頭に迷うよな？

　それでもエンジェルパーティに出場しないというのは、いったいどういう──

「……みなも、おまえを人ひと気けのないところに連れて行っていいか？」

「は……？　んー、まあ優しくしてくれるなら」

「可愛かわいがる程度にしておこう」

「じゃ、こっちに」

　みなもは、なんでもないように言って、俺の先に立って早足で歩き出した。

　こいつ、カンがいいな。俺の台詞せりふのどこが冗談で、どこが本気か見抜いてる。

　俺たちは、駅構内の商店が並んでいる通りを抜け、外へ出た。

　雑ざつ居きよビルが並んだ通りを進み、さらにその先、川に架かった橋を渡る。

　まだ駅から十分も歩いていないのに、すぐに人通りが少なくなってしまう。

「この辺ならどうかな？」

　みなもは歩きながら言った。

　あたりにはやたらと古そうな雑居ビルと、駐車場がある。

　人通りはまったくない。

「じゃあ、ちょっとそこにいろ」

「困ったなー、コーチに命令されるのがクセになりそう」

　みなものバカな返答はスルーして──俺は一気に駆け出した。

　十メートルほどを走って、スピードを落とさずに角を曲がる。

「うおっ!?」

　そこにいた男が、大げさなほどの叫び声を上げた。

　俺はそれにはかまわず、その男の手首を掴つかんでひねり上げる。

「ぐああっ……！」

「おとなしくしろ」

　俺は大声を出さずに凄すごんでみせた。

　男は危機を察したのか、たちまち静かになる。

「うわわっ、やべっ……！」

　さらに数メートル離れたところにあるビルの入り口あたりから、もう一人の男が飛び出してきて、慌あわてて逃げていく。

「おまえのお友達か？」

「し、知らねぇよ！」

　俺に腕を押さえつけられている男が、苦痛に顔を歪ゆがめながら答える。

「コーチ、いいよ。離してあげて」

「なに……？」

「いいから」

　短いが、有無を言わせない口調だった。

　仕方ない……。

「くそっ、なんなんだよてめえは！　死ね！」

　大変に頭の悪い捨て台詞を吐きつつ、男は走り去っていった。

　男の年齢は、おそらく二十歳前後。

　髪型も服装も特に変わったところのない、普通の男だった。

　一つだけ変わっているところといえば、首から下げた立派なデジタル一眼レフくらいか。

「あいつこそ、なんだったんだ？」

「わたしのストーカーだよ」

「ストーカー!?」

　と、驚おどろきつつも俺は納得していた。

　校外のジョギングのときに、何度か感じた視線。

　それがみなもに向けられたものだったとすると、確かにその正体は──ストーカーというのは納得できる。

「正確には、ストーカーの一人かな。時々、見かけるよ。あっちは気づかれてないと思ってるみたいだけど」

「おまえな……そんな連中がいるならさっさと言え。すぐにでも片付けられたのに。いや、やっぱりさっきの奴やつらを捕まえて──」

「ダメ！」

　みなもが、走り出そうとした俺の手を握にぎってくる。

「それはダメだよ。あの人たちも、歪ゆがんではいるけどわたしのファンなんだから」

「ファン……？」

「半年前から、つきまとってるんだよね。別に身の危険はないよ。あの人たちの目的は、わたしのスカートの中だから」

「は……？」

　それはいわゆる、下着ということだろうか？

「前に、ストーカーの一人と話したことがあって。あの人たち、わたしがステージで見せたパンツが忘れられないんだって。ストーカーのみなさん、協定を結んでパンチラを狙ねらう以外のことはやらないんだって。意外に紳士」

「どこがだ！」

　多くの国を渡り歩いてきた俺でも、女の子のパンツを狙う人間を紳士と呼ぶ国は見たことないぞ。

「まあ、その辺はもうちょっと歩きながらお話ししてあげよう」

　ああ、もうこいつは……！

　この女の子は、いったいなにをしてくれてるんだ！







「けど、そんなに説明することはないよ。本当に身の危険を感じたことはないしね」

　俺の前を歩いているみなもが、どうでもよさそうに言った。

　歩道の横は大通りで、車がひっきりなしに行き交っている。

　排気ガスや土つち煙けむりのせいで、あまりさわやかな状況とは言い難がたい。

　なんとなく、ひらひらと揺れているスカートを見てしまう。

　あらためて、こいつは本当にわからんなあ。

「あのな。さっきの奴やつら──ストーカーのことを前から知ってたんだよな？」

「うん」

「なら、なんでそんな短いスカートはいてるんだ。変態ストーカーを挑発してるのか？」

「ふっ、まだあの人たちの中で、わたしのパンチラ撮影に成功した人はいないはずだよ。絶対に見えないようにしてるから」

「……ゲームじゃないんだぞ。ストーカーになるような奴なら、写真を撮られるだけじゃ済まなくなるかもしれない」

「んー、まあそれはあるかもね。けど、ストーカーがいるからって、わたしがびくびくするのは負けたみたいでイヤ。ズボンとか長いスカートで隠すのも負けだよね」

「冗談じゃない！　負けず嫌いもけっこうだが、状況を考えろ！」

　こいつは自分の可愛かわいさがわかっていないのか。

　いや、わかっていてなぜそんなマネをしてるのか……？

「まさか、破は滅めつ願望でもあるんじゃないだろうな？」

「それはないけど」

　みなもはスカートをひらりと揺らして振り返り、立ち止まる。

「わたし、負けるのは嫌いだもん」

　そう言って、歩道のガードレールにもたれた。

「だけど、コーチもこれで納得できたんじゃない？」

「なにがだ？」

「わたしがエンジェルパーティに出ない理由。ステージに上がらない理由だよ」

「……あの事件は、まだ尾を引いてるってことか」

　事件が起こったのは、半年前。

　もう吹っ切ってもいいと思うが……事件はまだ終わっていないということか。

「わたしは、あの事件を忘れてないよ」

　みなもは、くすっと笑う。

　なにがおかしいのか、わからんが。

「それに、わたしだけじゃない。あのストーカーたちだって、要するにあの事件を忘れられずにわたしをつけ回してるんだよ」

「それは……」

　まあ、確かにそうだろうな。

　あのストーカーたちを生み出したのは、半年前のステージだ。

「わたし、ステージに上がるのが怖いんだよ」

　ぽつり、とみなもは言った。

　感情がこもっていないことで、余計になにかが溢あふれ出しそうになっている。

　そんな風に思えた。

　みなもは、アイドルを目指す育成科に在ざい籍せきし、毎日厳しい訓練に耐え、自主練習までこなしている。

　そこまでやっておきながら、アイドルの頂点を目指すステージに立とうとしない。

　特に、みなもの場合は生活もかかっているというのに。

　ステージでパンツを見せてしまったのは、俺には正直そこまでのこととも思えない。

　もちろん、中二の女の子にとっては恥ずかしいことだろう。

　だが、みなもは今日のミニスカートの件を見てもわかるとおり、けっこうな負けず嫌いだ。

　たぶん、みなもがエンジェルパーティ出場をかたくなに拒絶するのは、パンツがどうこうだけじゃない。

　他にもっと根深く、大きな原因があるんじゃないだろうか。

　それを知らなくてはならないが──みなもが話したがらないのなら。

　俺は、俺なりのやり方で状況に対処していくしかない。







「というわけで、エンジェルパーティに出場するための特訓を開始する」

「ちょっと……コーチ、わたしの話を聞いてた？」

　今日も今日とて中庭に集まって、訓練が始まった。

　いや、これからスタートするのはいつもよりさらに過酷なる特訓だ。

　ところが、今日もまた水み無な瀬せみなもは生意気だった。

「もちろん、聞いてた。だからこその特訓だ。昨日は寝ずに考えた」

「……大変なお仕事だね」

　みなもは皮肉のつもりだろうが、それが事実だ。

「あのね、桜さくら木ぎ君、みなもちゃん。私たちにわからない話をしないでほしいわ」

「ま、まったくだよ。なにがあったんだよ？　教えて！」

　カナと詩しい歌かが不満そうな顔をしている。

「そんなのはどうでもいい。それより、新しい訓練を始める。ほら、これだ」

　俺は、足下に置いておいた三つの布袋を三人に投げつける。

「さあ、三人ともこれに着替えてこい。文句はなしだ。急げ！」







　星せい歌か台だい学園は、お嬢じよう様さま校だけあって金はある。

　おかげで設備は充実していて、テニスコートも五面取れるほど広い。

「今日はテニス部はお休みだ。おかげで、ここを借りられた」

　俺の前には、テニス用のユニフォームに着替えたみなもたちがいる。

　三人とも、俺が渡したラケットも手に持っている。

「テニス部には全国目指して毎日猛練習してもらいたいなあ……」

「みなもちゃん、本当に嫌そうね」

「あたしだって嫌だよ。アイドルとテニスなんて、なんの関係もないし！」

「関係はある！」

　俺はきっぱりと言い切る。

　強引にことを進めたいときには、大声を出すのがオススメだ。

　大声というのは、物理的に傷つけない暴力なのだ。

「まずは、カナと詩しい歌か。それに、俺とみなもで対戦だ。体力トレーニングも兼かねてるから、全力でやれ！」

「いや、なにと兼ねてるのかわからないんだけど……」

　みなもが率そつ直ちよくに疑問を口にする。

「だいたい、このユニフォームおかしいよ！」

「なにがだ？」

「これよ、これ」

　みなもは、プリーツがついた短いスコートをぴらりとめくる。

　太ももがあらわになり、俺はぎくりとしつつも動どう揺ようを抑え込む。

「普通、これの下はアンダースコートをはくんだよ。なんで、用意されてないの？」

「用意しなかったからだ」

「まったく答えになってないよ……」

　みなもは、ぎろりと俺を睨にらんできた。

「私は、走り込みとかダンスとかより、こっちのほうがまだいいわ」

「あたしもテニスは嫌いじゃないけど、意い図とがわからない……」

　ぶつぶつ言いながら、カナと詩歌はコートに入って対たい峙じする。

「私、テニスは体育でやった程度だわ。からぶりしても笑わないで……ねっ！」

　カナがサーブを打ち、危なげなく詩歌が打ち返す。

　ぽんぽんと歯切れよくラリーが続いている。

　やはり詩歌は運動神経がいい。カナが打ちやすいところを狙ねらっているらしい。

　二人が動くたびに、ひらひらと短いスコートが揺れている。

「じー……」

「なんだ？」

　俺は、みなものほうを見ずに質問する。

「コーチも変わったなと思って。権力を振りかざして女の子にエロい格かつ好こうをさせちゃうとかね」

「欲望で動いてるみたいに言うな！　あのな、これはおまえをステージに上げるための訓練だ。カナと詩しい歌かはついでだな」

「訓練……？　これが？」

　俺は頷うなずいてから、くるりとみなもに背中を向ける。

「パンツのことだ」

「頭おかしくなったの？」

「おまえは、例のストーカーどもをあんなミニスカートで挑発しておきながら、下着は見られてないって言ったな。つまり、意識的に必死で隠していたということだ」

「わたし、露出趣味はないから当然のことだよ？」

「おまえがステージに上がりたくないのは、また恥ずかしい目に遭あいたくないからだ」

「恥ずかしい目に遭いたいの、なんて言い出したらドン引きだよね？」

「ああ言えばこう言うな、おまえは」

「そういう性格だもん」

　まったくそのとおりだろうが、こっちもはいそうですかと引き下がれない。

「だが、アイドルをやるなら恥ずかしさからは逃げられない。普通は、ステージに上がって歌って踊おどるだけでも恥ずかしいだろう」

「そこに快感を覚える人もいるみたいだけどね」

「今は、みなもの話をしてる。恥ずかしくてステージに上がれないのなら、恥ずかしさに慣れればいい」

「さすがに極論だと思うけど」

　それもわかっている。

　だが、人間はなんにでも慣れる。

　どんな環境にも適応してしまう。砂さ漠ばくや雪原、ジャングル、世界中を渡り歩いてきた俺だからこそ、断言できる。

　恥ずかしさにだって、いつかは慣れてしまうはずだ。

　とりあえず、これはとっかかりだ。

　少なくとも、パンツを見せたことがステージに上がれなくなった〝きっかけ〟ではあるだろう。

　まずは、そこを克服しなくては。

「……まあ、ステージに上がるんじゃなければ、なんでもいいか。わたしも育成科にはいなくちゃいけないもん」

　みなもは、ラケットを手にコート内に入った。

　俺も転がっていたボールを拾い、ネットを挟はさんでみなもの正面に立つ。

　テニスは、何度か遊びでやったことはある。

　俺はさっとボールを上げ、軽く打ち込む。

「ほっ」

　みなもも、さすがというかいい動きだ。

　軽やかに走って、危なげなく打ち返してきた。

　なかなか鋭するどい球を、俺も素す早ばやく走って打つ。

「ははっ、やるね！」

　みなもは嬉うれしそうに笑いながら、また返してくる。

　俺も負けずに返し、しばらくラリーが続く。

　そのたびに、みなものスコートが揺れ、ちらちらと白い太ももが見える。

「ちょっと、球じゃなくて足を見てない？」

「見られなければ、訓練にならないだろう」

　俺には、微み塵じんも下心はない。

　目的は、ウィンブルドンを目指すことではないのだ。

　みなもに「恥ずかしい」と思ってもらわなければ、意味がない。

「ふっ！」

　俺は、バックハンドでラインギリギリに球を打ち込む。

「ちょっと、なんだよ！」

　みなもは負けず嫌いの本性むき出しで、ボールに飛びついて打ち返す。

　ボールはネットを越えて戻って来たが、みなもは勢いよく飛びつきすぎたせいで、体勢を崩して転びそうになってしまう。

「あっ……！」

　みなもは、めくれそうになったスコートを素早く押さえ込む。

　俺はその隙すきを見逃さずに、彼女の逆側にボールを打ち込んだ。

　さすがに、みなもも反応できず、体勢を立て直したときにはボールは既すでにラインギリギリでバウンドして、遠くまで転がってしまっていた。

「くっ……！　こ、これで勝ったと思うなよ！」

　そして、すぐにラリー再開。

　みなもは軽快に動いてはいるが、さっきより動作が鈍にぶい。

「ふむ……」

　やはり、明らかにスコートの裾すそを気にしている。

「みなも」

　俺は、打ち込まれてきた球をラケットで軽く受け止め、そのままぽんぽんとその場で弾はずませる。

「なによ、まだ勝負は終わってないよ。勝手にやめたって、わたしの勝ちになんてしないからね。決着をつけるまで、わたしは一歩も進めないんだから」

「そんな大げさな話じゃないだろう。詩しい歌か、俺と代われ」

「この人、本気で偉えらそうだよな……」

　嫌そうに言って、詩歌がこちらへやってくる。

　試合が中断されたからか、カナはえらく嬉しそうな顔だ。

「カナは少し休んでいてもいい。その辺に座ってろ」

　そう言って、俺はコートのそばに座り込んだ。

　カナも頷うなずいて、隣に腰を下ろす。

「…………」

　みなもが、詩しい歌かとラリーをしつつ、俺に意味ありげな視線を向けてくる。

　みなものスコートの中が見やすい位置に座った俺に、言いたいことがありそうだ。

「わー、みなもちゃんも詩歌ちゃんも上う手まいわね」

「この二人は運動神経抜群だな。いい兵隊になりそうだ」

「みなもちゃんは、兵隊というより参さん謀ぼうタイプね。裏で悪いこと企たくらんでいそう」

「参謀タイプ、か……」

「なに？」

「いや、なんでもない」

　まあ、みなもがおとなしく人の命令に従うタイプじゃないのは事実だな。

　パコン、パコンと軽快な音を立ててラリーが続いていく。

「ちょうどいい。カナに話があったんだ」

「え？　なにかしら？」

「おまえがみなもに協力したがってた理由がわかったよ」

「…………」

　カナが、びくりとして、真顔になる。

「桜さくら木ぎ君もあの映像を観みた……ってこと？」

「やっぱり、そうなんだな……」

　みなもの動画で、一人だけダンスが下へ手たな女の子がいた。

　よく見ると──いや、見るまでもなく朝あさ霞かカナミだった。

「あのダンス、本当に下手だったな」

「そんなきっぱりと！」

「むしろ、おまえが転ばなかったのが不思議なくらいだったな」

「なんでトドメ刺すのよ!?」

　カナは割と本気でショックを受けたらしく、涙目になっている。

「まったく……コーチしてないときでも桜木君は容よう赦しやないわよね」

「ああ、俺は容赦はしない。だから、おまえが──みなもに負い目があるってところにつけ込ませてもらう」

「負い目か……ええ、そうなのかもしれない」

　カナは、まだ目を潤ませたまま、遠くを見る。

「あのステージでの失敗で、グループは解散しちゃったのよ」

「そうか……」

　もうあのグループは存在していないようだから、わかってはいたが。

「あの頃、みなもちゃんは本当にあちこちで叩たたかれて……でも、落ち込んでるあの子を助けてあげられなかったのよ。お姉さんなのに、どうしていいかわからなくて……」

　なんとなく、予想はつく。

　カナはみなもになんと言っていいかわからず、変に下した手てに出てしまったんだろう。

　みなもがカナに偉えらそうだったのも、そのあたりが原因じゃないか。

「ま、本当にへこんでる奴やつには、迂う闊かつなことは言えないもんさ。でも、カナが気にしてるなら、みなものためにやってもらいたいことがある」

「う……な、なにをさせる気かしら？」

「エンジェルパーティに出場するには曲が必要だろう。カナ、おまえが曲を作れ。できるんだろう？」

「ええ。みなもちゃんの映像観みたんでしょ？　あれの曲を作ったの、私だもの」

「あれ、いい曲だったな」

「あ、ありがとう」

　カナがわずかに頬ほおを赤くする。

「あと、打ち込みで音源もつくれるわ。本館のパソコン、作曲用のソフトも揃そろってるし」

「ますます好都合だな。ついでに作さく詞しもやれるか？」

「それはいくらなんでも私にやらせすぎです」

　めっ、とまるでお姉さんのように叱ってくる。

「でも、作詞にもアテはあるわ」

「奇き遇ぐうだな。俺も一人、できそうな奴を知ってる」

　あの日、屋上でアレを書いていたあいつなら歌詞も書けるはず。

「だったら、問題はみなもの参加──か」

「そこまでは、私もどうにもできないわよ。っと、ちょっと飲み物買ってくるわ」

「ああ」

　カナは立ち上がり、自販機のあるほうへと走っていった。

　さて、ゆっくり眺ながめるとするか。

　みなもは、やはりこちらを気にしている。

　スコートがめくれないように、あまり派手に動かないようにしているようだ。

　俺一人の視線で、こうも動どう揺ようしていてどうするんだ。

「うう～ん、テニスウェアって可愛かわいいんだけど、ちょっと地味ですねー」

「ん？」

　いつの間にか、俺の隣に女子生徒が一人座っていた。

　きらきらした銀色の髪を長く伸ばし、肩のあたりで結んでいる。

「ねえ、あなたもそう思いませんか？　こう、もっと上着の丈たけを短くしておへそを出して、スコートもピンクとかにして。ちょっとの露出と、少し色を変えた程度でもずいぶん違うのです！　せっかく可愛いんだから、服装にもこだわるべき！　べきなのですよ！」

「……べき、と言われても」

「……はっ！　インスピレーションわきました！　キタキター！　彼女たちにぴったりの、可愛かわいくてちょいエロ衣い装しよう、これいけます！　どんぶり三杯いけます！」

　妄もう言げんをまくし立ててから、銀髪の少女は突然走り出してしまった。

　あっという間に姿が見えなくなる。

「いったい、なんだったんだ……？」

　顔を見た感じ、外国人かハーフみたいだったが……。

　いくつかの英単語のイントネーションも、アメリカ人っぽかった。

　傭よう兵へい部隊にはアメリカ人も多かったんで、たぶん間違いない。

「っと」

　いかん、思わずどうでもいい過去を振り返ってしまってた。

　みなもへの訓練はやっぱり必要だが……もっと恥ずかしい目に遭あわせたほうがいいか。

　といっても、女の子に慣れていない俺にはどの程度までやっていいのかわからない。

　飛鳥あすか先生にでも相談してみるか……。







「絶対に、相談する相手を間違えてるよ……」

「…………」

　呆あきれた顔をするみなもから、思わず俺は目を逸そらしてしまう。

　俺もそうじゃないかと思ってたが、やはりそうか。

　テニスの翌日──再び、学園の中庭。

　放課後、授業が終わった直後なので、帰宅する生徒も多く通っている。

　女子校にいる男ということで、いつもは俺が悪目立ちしているが……。

　今日ばかりは、女子生徒たちの視線は俺ではなく育成科の三人に注がれている。

「あはは、これはさすがにね……」

「さらし者もいいところだ……」

　カナは苦笑を浮かべ、詩しい歌かは顔を真っ赤にしてぶるぶると肩を震ふるわせている。

「桜さくら木ぎさん！　いくらなんでもこれはないよ！」

　詩歌は、ずいっと身体を乗り出してきて叫んだ。

「……あまり近づかれても困るんだが」

「え？　あ、ううっ……！」

　詩歌は胸元を隠しながら、ずざっと後ろに下がる。

　その詩歌の胸元は、ピンクの水着に包まれている。

「コーチは、近づいてほしいんじゃないの？　そのために、わたしたちにこんな格かつ好こうをさせてるんだよね？」

　みなもも、ビキニの上下──要するに水着姿だ。

　中学二年生にしては大きな胸がこぼれんばかりのデザインだ。

「あ、あはは、ちょっと寒いわね」

　カナもビキニ姿で、寒そうに身体を縮ちぢこまらせている。

　確かに今はまだ五月だし、今日は特にあたたかいわけでもない。

　いろんな意味で場違いだが──用意したからには、やるしかない。

「今日は校内のジョギングで勘弁してやろう。走れば身体もあたたまる。行けっ！」

「この強引さ……桜さくら木ぎさんって、ある意味凄すごくコーチに向いてる気がする……」

　ぶつぶつ言いながら、詩しい歌かが先頭に立って走り出した。

　仕方なさそうに、みなもとカナも後ろをついていく。

「さて……」

　俺は、走り出してすぐに三人に追いついた。

　そのまま横を併へい走そうする。

「うわわー、めっちゃ見られちゃってるわー」

　カナが顔を赤らめて、苦笑いしている。

　学園の生徒たちも、育成科の訓練は見慣れただろうが、今日はさすがに驚おどろいているようだ。

　中には、ケータイをみなもたちに向けて撮影している者たちまでいる。

　いいぞ、俺以外から視線を向けられるのもいい訓練になるだろうな。













　などと考えつつ、走っている三人の姿を眺ながめる。

　全員がビキニ姿なので、揺れているのがよくわかる。

　ぽよん、ぽよんとひときわ大きく揺れているのがカナだ。

　一番年上とはいえ、高校二年でこのサイズはなかなか立派と言える。

　ブラからこぼれそうな白い二つのかたまりが、大きく動いている。

　まあ、アイドルとして売り出すならスタイルも大事な要素だ。

　サイズ的には、カナが突出していて、みなもが中学生にしてはそこそこ、詩しい歌かが今後に期待、といったところか。

　大きさについても個人の好みがあるから、サイズがバラけているのはいいことだ。

　それからしばらく、校内を走り回り──中庭に戻ってきて。

「よし、それまで。五分休憩！」

「五分だけ……」

　みなもが、恨めしそうな目で睨にらんでくる──が。

　疲労には勝てないらしく、その場に座り込んでしまう。

　みなもよりさらに体力のないカナと詩歌は、中庭の芝しば生ふに寝転んでいる。

　水着の少女三人が、息を荒くして中庭に寝転んでいる姿は、なんだかシュールだ。

「そこの人！」

「ん？」

　つかつかと、一人の女子生徒がこちらに歩いてくる。

　黒い髪を長く伸ばし、二つの三つ編あみにしている。眼鏡をかけているせいもあって、どことなく文学少女っぽい。

「なにしてるんですか、あなた！」

「今時、三つ編みと眼鏡というのは地味すぎないか？　狙ねらいでもあるのか？」

「初対面でなにを失礼なことを！」

「と、悪いな。ところで、君は誰だ？」

「高等部一年の速はや水み凛りん子こです。高等部の生徒会長を務つとめています」

「生徒会長？　君が？」

　俺は、首を傾かしげる。

「一年生で会長なのか？　星せい歌か台だいは変わってるな」

「立りつ候こう補ほする人がいなくて、仕方なくやってるんです。いえ、そんなことより！」

　キッと速水凛子が睨みつけてくる。

「それより、どういうことですか、これは！　彼女たちになにをしてるんですか！」

「俺は育成科のコーチだ。彼女たちを鍛きたえてる」

「それはもう知ってます。でも、水着姿なんて……校内の風紀を乱みだすようなことは謹つつしんでください！　ただでさえ同年代の男の人がいることが問題なのに！」

「俺はただのコーチだ。訓練以外のことはなにもやってない。問題があるのか？」

「こ、これが訓練なんですか？」

「アイドルが水着になるのは、別におかしいことでもないだろう」

「ええ、確かに水着グラビアには連れん綿めんたる歴史があって、男性はもちろん女性だってアイドルの素晴らしいプロポーションには憧あこがれますが……」

「会長、あなたなにが言いたいの？」

　速はや水み凛りん子こに、みなもが鋭するどくツッコミを入れる。

「なっ、なんでもありません！　とにかく、こんな格かつ好こうで校内をうろつかないでください！　彼女たちだって嫌がってるでしょう」

「それは無理だ。この羞しゆう恥ち心しん耐久トレーニングはまだ始まったばかりだからな」

「いったい、なにを企たくらんでるんですか……いいですか、育成科のコーチ！　訓練がエスカレートするようなら生徒会の全力をもって活動を中止させますからね！」

　それだけ言うと、速水凛子は逃げるように去っていった。

　強引なのか弱腰なのか、よくわからない生徒会長だ。

　ふう……俺も、少しは女の子に慣れてきたな。

　なかなか、上う手まくあしらえた。

　速水凛子の言うことはもっともだが、こっちもふざけてるわけじゃないからな。

　今後は見つからないように気をつけよう。

　バレなければ、女の子一人くらいはどうにでもなるだろう。







　だが、バレてしまった。

　いや、速水凛子にではない。

　もっと厄やつ介かいなことが、厄介なところにバレてしまったのだ──

「まったく、面倒な話だな……」

　俺は、腕組みしてため息をつく。

　ここは、育成科本館のダンス練習室だ。

　壁際のテーブルに置かれたノートパソコンと向き合っている。

「そうねー。どうしたものかしら」

　俺の隣にいるのは、飛鳥あすか先生だ。

　今は授業中で、育成科の三人も授業に出ている。

　飛鳥先生は、授業を自習にしてきたようだ。

　それも当然だ。なにしろ緊急事態だからな──

　俺は、パソコンの画面をじっと見る。

　画面には、ウェブブラウザが表示されており、とあるサイトが開かれている。

「俺、こういうサイトがあるのは知りませんでしたよ」

　まとめサイト、というらしい。

　日本のサイトは見てはいたが、こういうものの存在には気づかなかった。

　ネットの巨大掲示板から、様々な事件への面白そうな書き込みを拾い上げ、それらをまとめて掲けい載さいするサイト、らしい。

「〝あの伝説のパンチラアイドルが復活か!?〟だって。単純な記事名だけど、煽あおってくるわねー」

「モロに、みなもの顔も出ちゃってますね」

　そのまとめサイトに、みなもの記事が載っているのだ。

　それも、多くのサイトに似たような記事が出てしまっている。

「まあ、半年前にステージやってるからね。顔が掲載されるのはしょうがないわ」

　伝説のパンチラアイドル復活──

　みなもが、星せい歌か台だい学園でトレーニングしていることが、外部に漏れてしまった。

　もちろん、最初から外で普通にジョギングしていたし、校内だけで練習しても、他の生徒に目撃されれば、いつかはバレることだった。

「ただ、これはねえ。なんというか、流れが悪いわ」

「ですね」

　俺は、一つ頷うなずいてみせる。

「稚ち拙せつというか原始的ではありますが、情報操作はできてますね」

　要するに──みなもの再起を、否定的なものと捉とらえる流れができているのだ。

　半年前、みなもが転倒したことでステージは台無しになってしまった。

　それどころか、その失敗が原因でグループはデビューと同時に解散。

　元げん凶きようになったみなもが、改めてデビューを目指すなど面つらの皮が厚いにもほどがある──という論調が強い。

「誰かがそういう流れを意い図と的につくっていった形跡もありますね」

「流れをつくった誰かがいるとしても、たぶん深い意図はないでしょうけどね」

　飛鳥あすか先生がため息をついて、ブラウザを操作する。

　複数のまとめサイトが表示されていて、どれも同じような書き込みばかりだ。

「つまり、みなもを叩たたく流れになったほうが──面白いと」

「弱い者を叩くのは、みんな好きだからね」

　飛鳥先生が、困ったように笑う。

　別に、弱い者いじめを軽けい蔑べつしているわけではなさそうだ。

　しょうがないなあ、という感じだ。

「アイドルの再起を感動的に描くより、とんでもないポカをやらかした人を叩くほうが面白いんでしょう」

「暇ひまなことですね」

　正直、それが最初に来る感想だった。

　見知らぬ他人を叩いて、いったいなにが楽しいのだろう？

「これ、水み無な瀬せさんたちも知ってるのよね？」

「あいつらも、アイドル関係のまとめサイトは見てるみたいですから。知ってます」

　俺にこの記事の存在を教えてくれたのは、カナだった。

　そのカナによると、みなもも詩しい歌かも知っているらしい。

　カナは珍しく怒っているようだったが──

「水無瀬さんをかばう発言がないわけじゃないんだけどね」

　俺も、それは気づいていた。

　たまに、思い出したように「水無瀬みなもが頑張っているのは評価されるべき」みたいな書き込みが現れる。

　それに同調する意見も出てきている。

　だが──少数派だ。

「なんとか、この流れを多数派に持って行けな──」

　ブラウザをスクロールさせていて、気づいた。

　新たな燃料が投下されている。

　こいつは──まずい。

　もし、みなもがこれを見たら。

「あーあ、新ネタ来ちゃったね」

「…………！」

　いつの間にか、みなもが俺たちのすぐ背後にいた。

　気け配はいを消して近づいたか。女子中学生にしては、なかなかできるな。

「スマホで見たけど、読みづらいから。こっちで見せて」

「……はぁ」

　俺はため息をついて、ノートパソコンの前から後ろにズレる。

　見られたからには、隠してもしょうがない。

「なるほど、香か椎しい愛まな美みか……あの人、本名でＳＮＳやってたんだね」

　みなもが、ブラウザを見ながらつぶやいた。

「本当にみなもの知り合いなんだな」

　俺も、もう一度ブラウザに表示されたサイトを眺ながめる。

　その香椎愛美という人物のＳＮＳでの発言が載せられている。

《水無瀬みなも、信じられねー！　うちらのステージぶち壊しておいて自分だけ復活するとか！　もうアレ忘れたのか！》

「愛美さんらしい、ストレートな言い方だなあ」

　みなもは、かすかに笑ってすらいる。

　この香椎愛美は、半年前にみなもが組んでいたグループの一員だったらしい。

　彼女は、みなもの復帰を快こころよく思ってはいないようだ。

　香椎愛美の発言をどこかの親切な暇ひま人じんが拾ってきて、掲示板に書き込み。

　それをまとめサイトの管理人が拾い、燃料として投下──という流れだ。

「へー、この人たちまで。みんなＳＮＳやってたんだね」

「今時のネットの繋つながりって凄すごいわねえ」

　飛鳥あすか先生が、本気で感心したように言う。

　俺はＳＮＳはよく知らないが、香か椎しい愛まな美みの発言に〝リプライ〟という形で何人かが発言している。

　おおむね、香椎愛美の発言に同調する意見だ。

　その同調者の中に、みなもがいたグループの他のメンバーもいるようだ。

《あたしたちは再デビューしたくても、できない！　あの事件のせいで笑われまくってるし！》

「この人は本名じゃないけど……まあ、あの人かな……」

　みなもには、発言しているのが誰かわかっているらしい。

　新たな燃料のおかげで、みなもを叩たたく流れは加速している。

　なにしろ、無関係な第三者ではなく、〝被害者〟たちの発言だ。

　彼女たちが〝みなもが悪い〟と言ったらそうなってしまう。

　相変わらず、面白がってるだけの連中も多いみたいだし。

　それにしても、最悪のタイミングだ。

　ただでさえ、みなもは半年前のステージを忘れていなくて、かたくなにエンジェルパーティには出ないと抵抗しているところなのに。

　ここで事件を蒸むし返かえされるとはな……。

「ま、だいたい流れはわかったよ。じゃあね」

　そう言って、みなもは何事もなかったかのように部屋から出て行った。

　とはいえ──

「たぶん、ショックを受けてるわよね」

「でしょうね」

　飛鳥先生に同意する。

「まったく……うちの金の卵はトラブルに遭あいやすいのかしらね」

「……先生は、みなもを買ってるんですね」

「当たり前でしょ」

　飛鳥先生はにっこりと笑う。

「あなたも、半年前のステージは見たでしょ？　彼女より可愛かわいくて、歌やダンスが上う手まいアイドルはいくらでもいる。けどね……水み無な瀬せさんは、どんなに練習を積んでも手に入れられないものを持ってる」

「手に入れられないもの？」

「アイドルにとってもっとも大事なもの──〝華はな〟よ」

「華……」

「どんなに可愛かわいくても、歌やダンスが上手くても、オーラがないとステージでは輝かがやけないの。水み無な瀬せさんにはそれがある。しかも、あの子のオーラは周りを照らして、他のメンバーも輝かせてくれるのよ」

「……俺はそこまでわかりませんけど」

　飛鳥あすか先生が俺みたいな怪しげな人物を雇やとってまで、みなもを復活させようとした理由はそのあたりにあるのか。

「これだけ叩たたかれてるのも、その〝華はな〟のせいもあるでしょうね。目立つから、叩かれちゃうのよ」

「皮肉な話ですね……」

　みなもがただそこにいるだけで目立つ、というのは俺もよくわかっている。

「あの子は──怪物なのよ。きっと、とんでもない怪物になる」

「怪物……」

　アイドルにふさわしい形容とは言えない。

　だが、飛鳥先生が本当にみなもを評価しているのはよくわかった。

「でも、怪物になるか、このまま潰つぶれちゃうか。どっちの可能性も同じくらい高い。怪物を育てるのがりっくんの仕事。あなたには、なんとかしてもらうわ」

「コーチの職分を超こえてる気もしますけどね」

「できない人には期待しないわよ。エリックさんと話した内容、全部あなたには伝えてなかったわよね」

「ええ、まあ」

「エリックさん、言ってたわ。りっくんは今すぐにでも戦場に出られる優秀な兵士だって。でも──」

　あっ、あいつなんか余計なこと言ったな。

「あなたは、それ以上に優秀な作戦家だったって。りっくんは一発の弾丸も撃うってないけど、部隊の敵にとっては──もっとも恐ろしい相手だっただろうって」

「……そりゃおおげさですよ」

　確かに──親父おやじが所属する部隊の作戦を立てたことは何度もある。

　そこそこ成功を収めてはいたが、失敗したことも少なくない。

　戦場では常に事態は動き続け、それを完全に読み切ることは人間にはできない。

　とはいえ、まあ……俺ももう一つの特技を使ってみるか。

　さて、コーチとしてできることは──







　星せい歌か台だい学園の最寄り駅。

　ホームに横浜行きの電車が滑すべり込んでくる。

　時刻は午後二時を過ぎたところ。

　電車は空すいていて、楽に座れそうだ。

　学園から支給されたスマホを取り出して、電車の経路と所要時間をチェックする。

　目的地は電車で駅三つだが、まだ日本の路線には慣れていないので気をつけないと。

「大丈夫だよ。わからなかったら、あたしが教えるから」

「そりゃどうも」

　隣に座っているのは、制服姿の詩しい歌かだ。

　今日のお出かけの目的は、みなもを中傷する書き込みをした元メンバーに会うことだ。

　しかし、出かけようとしたところで、詩歌に見つかってしまった。

　意外とカンのいい詩歌は、俺の目的を察してついてくると言い張ったのだ。

　騒さわがれても面倒なので、連れてくるしかなかったというわけだ。

「それに、香か椎しい愛まな美みって人の学校は近いし」

　本名でＳＮＳをやっていた香椎愛美の身元は、ネットで検索するだけで簡単に割れた。

　さらに、香椎愛美の通っている学校まであっさり判明したのだ。

「香椎愛美が意見を翻ひるがえすだけでも流れが変わる可能性はある。ネットに拡散した情報は削除できないから、それくらいしか方法はない」

「でも、桜さくら木ぎさん。どうやって意見を変えさせる気なんだよ？」

「そいつは、会ってみてからだ。相手がどんな奴やつかもわからんからな」

　と、そこで電車が駅に止まり、ドアが開いて乗客が入って来た。

　電車内は空いているので、席を譲ゆずる必要はないようだ。

「……ところで、なんで詩歌はそこまでみなものことを気にするんだ？」

　みなもと詩歌は学年が同じだし、初等部からの付き合いらしいが、そんなに仲がいいようには見えない。

　いつも丁ちよう々ちよう発はつ止しとやり合っている。

　まあ、だいたいみなもが詩歌を打ちのめしているんだが。

「……みなもは、ライバルだから」

「ライバル？」

　仲間じゃなくてか？

「あたしとみなもは初等部からの付き合いだって知ってるよな。あいつ、ずっと成績優秀なんだよ。文武両道、パーフェクトって感じで」

「パーフェクトね……」

　みなもの運動神経のよさは充じゆう分ぶん知っているが、学業のほうも優秀だったか。

「自分で言うのもなんだけど、あたしも昔から成績はよかったんだ。勉強もスポーツも。でも……ずっとみなもの奴が一番で、あたしは常に二番手だったんだよ！　もうムカつくくらい負け続けで！」

「……気の毒なことだな」

　別に、学校の成績で負けたって、どうってことないと思うが。

　詩しい歌かにとっては重要なことらしい。

「あいつ、中等部に上がったらアイドル育成科に入って。それなら、あたしもやってやろうと思ったんだ。全部でみなもに勝たなきゃ気が済まないから」

「相当な負けず嫌いだな、詩歌も」

　俺も、そういうのは嫌いじゃない。

「正直、アイドルにはそこまで興味なかったんだけど。でも、あいつに勝たなきゃいけない。あたしは割となんでもこなせるタイプだからできるって思ってたんだ」

「それはうぬぼれではないな」

　詩歌はダンスも上う手まいし、体力もある。

　普段はちょっと強気で口調も男っぽいが、アイドルに向いてるのは間違いないだろう。

「そう、うぬぼれじゃないはずだった。でも……同じフィールドに立って、歌とダンスっていう特別な技術で争ってみて、はっきりわかったんだよ。あたし、みなもにはかなわない。あいつは、持ってるものがまるで違う」

　そうか、詩歌も飛鳥あすか先生が言ってたように、みなもの〝華はな〟に気づいてるんだろうな。

　たぶん、本人が思ってるほど詩歌の歌やダンスの能力はみなもに劣おとっていない。

　だが、華やかさだけは──みなもが抜きんでているんだろう。

　だが、その華も、ステージに立たなければなんの意味もない。

　なんとしても──みなもには、ステージに立ってもらわなければ。







「そういうわけだから、おまえには前言を撤回してもらう」

「なっ、なんなんだよ、てめえは！」

　香か椎しい愛まな美みが、大きく目を見開きながら言った。

　ここは彼女が通う高校近くにある駐車場だ。

　下校してくる香椎愛美を発見、即座に捕ほ獲かく、人ひと気けのない駐車場まで連れ込むのに一分とかかっていない。

　エリックから習った、見張りを秘密裏りに始末する技術の流用だった。

「疑問を持つのはわかるが、緊急事態なんでな。面倒をいろいろ省はぶいた結果だ」

「それ、完全にてめえの都合だろ！」

　香椎愛美は、ずいぶん口が悪い。というか、だいぶキレているようだ。

　日本の若者はキレやすくなっていると聞いたが本当だな。

　戦場の若い兵士たちより血の気が多いんじゃないか？

「あ、あの。あたしは星せい歌か台だい学園の生徒だよ。こっちは、アイドル育成科のコーチ」

「は？　コーチ？　こんな男が？　作曲家か、元歌手かなんかなのか？」

「元兵士……っぽい者だ」

「全然意味がわかんねー！」

「ちょっと、桜さくら木ぎさん。あんたがしゃべるとややこしくなる」

　詩しい歌かは、俺の肩を押して後ろに追いやる。

「えーと……あたしたち、香か椎しいさんのＳＮＳの書き込みを見て来たんだ」

「ああ、アレ……」

　香椎愛まな美みは、ぷいっとそっぽを向いた。

「なんか文句でもあんのか？　私の思ったことを書いただけだろーが」

「それがネットで拡散してるのも知ってるよね？」

「知ってるに決まってんだろ。拡散させるために書いたんだからよ」

　そっぽを向いたまま、香椎愛美は無感情に言った。

　どうも、彼女自身、自分の行為についてどう思っているのかわかりにくい。

「それはつまり、みなも……水み無な瀬せみなもを陥おとしいれるつもりで？」

「どうなるかまでは知らねーよ。邪魔できりゃいいと思ったけど」

「みなもとは、一緒のグループにいたんだよね？　そりゃ、思うところはあるだろうけど、なにも妨害することはないんじゃない？」

「あるよ！」

　香椎愛美が正面を向き、怒声を上げた。

「私だってなあ、本気でアイドルになりたかったんだ！　正直、すげー燃えてたよ！　うちの学校は育成コースとかないから、ネットで仲間を探してさ！」

「…………」

　詩歌は黙だまって聞いている。

　ここは、言いたいことを言わせてやるのがいいだろう。

「みなもに声をかけられたときは、ラッキーだと思ったよ。ついてると思ったよ。今はあんまりぱっとしねーけど、星せい歌か台だいの育成科っていやあ名門だしさ。みなもの歌もダンスもすげかったもん！　あいつと一緒ならてっぺん獲とれるって夢見ちゃったよ！」

「……その夢を、みなもが壊したから許せないのか？」

　俺は思わず口を挟はさんでしまう。

「そーだよ！　あいつがなにもかもぶっ壊したんだよ！　あいつが始めて、あいつが終わらせた！　許せるわけねーだろ！」

「おまえも、みなもの話は聞いたんだろう？」

「……復帰目指して活動してるって程度だけど」

「おまえは、半年前のことを許せずにネットに書き込んで自分を満足させてる。でも、みなもは違う。動機はともかく、毎日頑張ってる。ぶっちゃけ、男でも泣いて逃げ出すような訓練をさせてる」

「ホント、あたしも何度逃げようと思ったか……」

　詩歌が、どよーんと表情を曇らせる。

　もう完全に、詩歌もみなもと同じ訓練やってるからなあ。

「みなもは少なくとも逃げようとはしない。ひねくれたことばっかり言ってるが、真面目まじめに訓練してる。ただ、なんとなくでできるようなことじゃない」

「だ、だからなんだってんだよ！　むしろ頑張ってるのがカンに障さわるよ！　あんなことしておいて、自分だけステージにまた立とうなんてムカつくんだよ！」

「カナ──朝あさ霞かカナミも一緒にやってるぞ。あいつも、同じグループだったんだろう？」

「カナミはいいんだよ、別に。むしろ、カナミはよくみなもに協力しようって気になったもんだよ。あいつ、聖人なのか？」

「どうかな」

　聖人どころか、むしろカナには腹黒さを感じるが。

「どうしても、みなもだけが許せないんだな。そこまであいつにこだわるってことは、興味があるってことだろう？　見守ってやってもいいんじゃないのか？」

「そんな都合のいい話があるかよ！　興味があんのは、敵としてだっつーの！　そうだよ、みなもは敵だよ。私らが笑いものになったのは、あいつのせいなんだよ。それに──」

「もういいよ、コーチ」

「…………！」

　突然の声に、俺たち三人は同時に振り返る。

　そこには──

「久しぶりだね、愛まな美みさん」

「……みなも」

　制服姿のみなもが立っていて、香か椎しい愛美の鋭するどい視線を動じもせずに受け止めている。

「コーチを尾行するとは、とんでもない教え子だな」

「コーチと詩しい歌かが揃そろっていないから、嫉しつ妬とに狂って探しに来たんだよ」

「あ、あたしたちはなんでもない！　三角関係とかそんなんじゃないから！」

　詩歌が顔を真っ赤にして否定する。

　こいつは、感情がすぐ顔に出るのが欠点だな。

「冗談はともかく」

「みなも……どんなときでも、悪質な冗談を言うのやめない？」

　詩歌は赤面したまま、呆あきれて言う。

「愛美さん、お騒さわがせしちゃってごめん。コーチに変なことされてないなら、訴うつたえないでくれると助かるよ」

「変なことは……されてねーけどよ」

「それはよかった。それじゃ、帰ろうよ、二人とも」

「いきなり現れて、仕切られてもな。俺の用件はまだ終わってない」

「コーチ」

　みなもが、目を鋭く細めて視線を向けてきた。

「余計なこと、しないで」

　みなもの台詞せりふは、まるで無感情だったが──

　そこには、有無を言わせない気迫が込められていた。

　今の彼女なら、部下を死地に追いやる命令でも出せそうだ。

「……わかった。今日のところは帰ろう」

「そうして。ああ、そうそう、愛まな美みさん」

　みなもは歩き出しかけて、ぴたりと足を止めた。

「な、なんだよ？」

「わたしを許さないでね。いつまでも、ずっと」

「は、はぁ？」

　香か椎しい愛美は、きょとんとしてしまう。

　だが、みなもはその反応はスルーして、今度こそ歩き出した。

　早足でさっさと行ってしまい、詩しい歌かが慌あわてて後を追う。

「な、なんなんだ、あいつ。おい、てめえ。さっきの、どういうことなんだ？」

「……悪いが、自分で考えてくれ」

　他に言いようがなかった。

　許さないでくれ？

　確かに、みなもは香椎愛美や他のメンバーたちに許されないことをしたんだろう。

　今でも、事件を引きずったままだ。

　だが──普通はそんなもの、いつまでも引きずり続けられない。

　どこかで切り離したいと思うはずだ。

　なのに、許さないでほしいだと？

　とりあえず──俺がやったことは、みなもにとって本当に余計なことだったらしい。







　ベッドに横になり、天井を見上げる。

　壁にかかっている時計を見ると、時間は夜の十一時過ぎだ。

　またもや、みなものことが気になってしまって眠れない。

「……頭の中がゴチャゴチャだ」

　今日は香椎愛美に会いに行き、みなもに余計なことだとはねつけられて。

　いろいろ考えてしまっていたが、無む駄だだったようだ。

　いや、考えすぎてたせいで、みなもの尾行にも気づかないという失敗をしてしまった。

　結局、帰り道では、みなもからなにも聞けなかったし──

「ふう……」

　あまり、のんびりしてもいられないのだが。

　エンジェルパーティ出場のためには、そろそろ動画を撮らなければならない。

　カナによると、曲はほぼ完成しているらしい。

　作さく詞しも進めているそうだから、そちらは心配ないだろうが……。

「…………！」

「きゃっ」

　突然、可愛かわいらしい悲鳴が上がる。

　俺が向けた銃口の先に──みなもがいた。

「うわ……女の子にそんなもの向けないでよ」

「女の子なら、男の部屋に唐突に現れないでくれるか？」

　みなもがまた気け配はいを消して、ドアから入って来て──

　俺がそれに気づいて、枕の下に置いていたＰ２２６を抜いたのだ。

「コーチ、スパイじゃないんだから枕に拳銃仕込むのはやめようよ」

「弾の入ってないエアガンでも、そばに置いてると落ち着くんだ」

「というか、コーチ。いつまで銃口を向けてるの？」

「おまえが出て行くまでだ。こんな夜中におまえが俺の部屋にいることがバレたら、問題になる」

　みなもは、例のワイシャツのみの姿だ。

　この服装は、ますます誤解を招きかねない。

「出て行ってほしかったら、わたしのお願いを聞いて」

　みなもは、すたすたと近づいてきて俺のベッドにどさりと腰こし掛かける。

「ねえ、コーチ。昼間も言ったけど──余計なことはしないで」

「俺には必要なことだ。おまえを──おまえたちをステージに上げるのが仕事なんだ」

「そう言うと思った」

　みなもは、おもむろにワイシャツのボタンを二つ外し、白い肌をわずかにあらわにする。

　それからスマホを取り出すと、笑みを浮かべて俺に寄り添そうようにし、パシャリと写メを撮った。

「……なにしてるんだ？」

「この、わたしたちが仲良く並んだ写真に『わたしたちの記念日だね』ってハートマーク付きで文字を書き入れて、うっかり全校生徒に送信しちゃおっかな」

「ＯＫ、落ち着こう。冷静に話し合おうじゃないか」

　俺はエアガンを枕の上に置き、みなもをなだめる。

　みなもの場合、脅おどしではなく対処を誤あやまれば本当にやる。

「わたしは冷静だよ。さて、わたしのパソコンとクラウドにもデータは送ったよ。スマホを破壊しても無む駄だだからね」

「見事な手際だな……」

「それじゃ、まずはコーチに訊きいておくよ。もう余計なことはしないって約束できる？」

「わかった、約束しよう」

「嘘うそだね」

「…………」

　約束しよう、の「よ」のあたりで食い気味に言われた。

　質問しておいて、即座に否定とはひどい奴やつだ。

「あのな、みなも。おまえがやり直そうとしているのは悪いことか？　非難されるようなことか？　おまえを叩たたいている連中は、ただ面白がってるだけだ。あんな奴らにいいようにされたままでいいのか？」

　みなもは、負けず嫌いだ。

　ここでなにも反撃せずに、おとなしくしているのがそもそもおかしい。

　やる気に火をつけるのは難しくないはずだが──

「あんなの、気にするだけ無む駄だだよ。ただの落書きなんだもん。わたしが気にしたら、面白がってる人たちの思うつぼだよ」

「わかってるんじゃないか。おまえはアイドルだろう。アイドルを目指してるんだろう。だったら、いつかは必ず表舞台に立つことになる。そのたびに、こんな奴らに邪魔されたくないだろう」

「わたしは、ステージには上がらないって言ったよ」

「上がるんだ」

　きっぱりと言い切る。

「いつまでも、半年前のことを気にするな。カナと詩しい歌かと、新しいグループを始めたんだ。おまえは新グループの一員として、またステージにあがればいい」

「簡単に言ってくれるよね」

　みなもは、可愛かわいい女の子に似合わない怖い目を向けてくる。

「本当はね……半年前の事件、ステージを失敗したことを気にしてるんじゃないの」

「……どういうことだ？」

「どうもこうもないよ。愛まな美みさんとか他のメンバーが言ってることが正しいんだよ」

　みなもはベッドに両手をついて、ぐいっと迫ってくる。

「パンツを見せちゃったことなんて、ホントはたいして気にしてない。もちろん恥ずかしいし、あの映像を消せるものなら消してやりたいよ。でも、そんなの無理だってわかってる。だから、せいぜい世の男性方を楽しませてると思うことにしてるんだよ」

「えらい開き直りだな……」

　呆あきれてしまうが、やはり俺の推測は正しかったか。

　彼女がスカートを過か剰じように気にしているのは事実なので、羞しゆう恥ち心しんに耐える訓練は無駄ではないだろうが。

「だから、失敗自体はもう仕方ないと思ってるよ。だけど……わたしは、あのあとグループを放り出して逃げちゃったんだよ」

「…………」

「失敗の内容は問題じゃない。パンツを見せようがおっぱいを見せようが、失敗は失敗。でも、わたしは……失敗して、逃げ出した自分が許せない」

「忘れるなよ。おまえはまだ中学二年だ。いや、失敗したときは一年生だろう。失敗して逃げ出して、それを誰が責められる？」

「わたしは……わたしは責めるよ！」

　みなもは叫び、自分の胸をパンと叩たたいた。

「わたしがネットで愛まな美みさんやみんなや、カナに声をかけたんだよ。リーダーでセンターで、みんなを引っ張らなきゃいけなかった。ステージに上がるまでは、それができてたよ。でも、あの失敗で……わたしは全部を投げ出しちゃった……！」

　さらに、みなもは俺に顔を寄せてくる。

　ベッドの上で向き合ってるなど、もう言い訳できない状況だが、彼女を押しのけるわけにもいかない。

「もしも、あのあとすぐに……自分一人で責任を全部かぶって、誰かにリーダーを譲ゆずっていれば。それか開き直って何事もなかったみたいにまたステージに立っていれば……いろんなことを思いつく。今ならね」

「そんなに上う手まくはいかない。戦場でも、あとでああやっていれば、こうやっていればと悩なやんでいる奴やつは多い。命が懸かかった戦場でもそうなんだ。何事にも失敗はある」

「そんな特殊な例を引き合いに出されたって、納得できない」

　それは、ごもっともだ。

「わたしは許されちゃいけないことをやったんだよ。ずっと後悔してる」

「みなも……」

「もう二度と失敗したくない。これ以上、後悔を増やしたくないんだよ」

「それでも、おまえは……」

「うん、わたしの居場所はここにしかない。育成科が潰つぶれたら、学園にもいられるかどうか。なのに、わたしはステージに上がる勇気が出ないんだよ」

「つまり、俺がなにをしてもエンジェルパーティには出ないってことか？」

　みなもは、こくりと頷うなずく。

「育成科が廃止されるまで、練習には参加するよ。わたしもコーチも、育成科が潰れたら居場所がなくなっちゃうもん。屋根のある暮らしは一日でも長いほうがいいよね？」

「…………」

　これはまずい、みなもは本気だ。

　たとえ自分が路ろ頭とうに迷うとしても、ステージに上がらないつもりだ。

　これは──こっちもそろそろ本気になるしかないか。









４章　夢のはじまり！






　エンジェルパーティ出場要項に曰いわく。

　グループの最低人数は三名。上限は五十名。

　出場希望グループは、一曲のステージを演じること。

　曲目は、オリジナル・カバーを問わない。

　ステージを撮影した動画データをエンジェルパーティ出場希望専用フォームに投稿。

　撮影は定点で行い、特殊効果を加えず、ノーカットで圧縮エンコードすること。

　なお、ステージには十名以上の観客を集めること。観客は身内・知人でも可。

「──出場資格を獲とるためには、実戦的なパフォーマンスが必要ってことか。予選に出るだけでも、相当に厳しいな」

　エンジェルパーティ出場要項が書かれた書類を眺ながめつつ、ため息をつく。

　今は、一人で中庭のベンチに座っている。

　みなもたちは授業を受けているところだ。

　ここ数日、さすがに訓練が多すぎたので出席日数を稼かせがないとまずいらしい。

　レポートでのカバーにも限界があるそうだ……って、そりゃそうだろう。

　あと四、五日は授業に出て、その後はステージ撮影までひたすら訓練、訓練だ。

　それはもちろん、みなもが出場してくれる場合に限るが──

「はう～……もうダメです……」

「ん？」

　なんだろう。今、この世のものとは思えぬ怪音波が……。

「……小学生？」

「あっ！」

　ベンチのそばを通りかかった小さな女の子が、はっとした顔になって、両手で口元を押さえた。

　肩のあたりまで伸ばした、柔やわらかそうな茶色の髪。

　触っただけで壊れそうなほど小さく華きや奢しやな身体。

　星せい歌か台だいの初等部の生徒だろう。

　おそらく高学年、五年生か六年生だ。

　中等部や高等部と似たようなデザインの制服を着ている。

「なんだ、口がどうかしたのか？　診みてやろうか？」

　兵士の訓練は一通り受けている。

　応急手当のやり方も、みっちりと学んでいるので、簡単な診断くらいは可能だ。

「い、いいえ……」

「…………？」

　女の子が口から手を離して言った。

　なんだ、今の声は？

　さっき聞こえた怪音波とずいぶん違うような……。

「えーと……お兄さんは、噂うわさの育成科のコーチさんですか？」

「初等部にまで知られているとは光栄だな。それほどの者でもないが」

「い、いいえ。小学校中退で名門女子校のコーチに収まるなんて、並の抜け目なさではできない偉い業ぎようだと思います。凄すごいです」

「……どうも」

　この子は俺を褒ほめているのか、バカにしているのか。

　口調は丁てい寧ねいなのだが、あまり感情が込められていないので、余計に判断しづらい。

「君、サボリか？　そういうのは、せめて中学生になってからのほうがいいと思うが」

「そうではなくて……今日はその……公欠の予定だったんです。でも、予定がなくなっちゃって登校してきたんですけど、最近疲れていて……ちょっとここでお休みしようかと」

「ふむ……」

　最近疲れていて？

　それが小学生の台詞せりふだろうか。

「あ、でもお兄さんのお邪魔でしょうか？」

「いや、別に。書類を眺ながめてただけだしな」

　俺は、なにげなく書類を少女に見せてやる。

「エンジェルパーティの出場……なんて読むんですか？」

「要項。出場するにはどうすればいいか書いてあるんだ」

「ああ、なるほど……って、育成科がエンジェルパーティに出るんですか!?」

「…………っ！」

　また怪音波……！

　鼓こ膜まくにビリビリと響ひびく、もの凄い高音だ……！

「ああっ、すみません。急に大声出して……」

「問題は声のでかさだけじゃないと思うが」

　どこから出てきたのか疑いたくなるような甲かん高だかい声だった。

　まるで、機械で合成したみたいな……。

「びっくりすると、たまに変な声が出ちゃうんです。ごめんなさい、ごめんなさい」

「謝ることはないけどな……」

　と、ふと気づいた。

「なんで、育成科がエンジェルパーティに出るからって、そんなに驚おどろくんだ？」

「だ、だって、有名な大会じゃないですか。うちのクラスでも毎年楽しみにしてる子はいっぱいいます」

「ふーん、そういうものなのか。まあ、華はなやかな大会だろうしな」

　幼くても女の子なら、そういう舞台に憧あこがれたりするのだろう。

　そういえば、俺が日本にいた頃にも身近に熱狂的なアイドルファンの女の子がいた気がする。顔も名前も忘れたが。

「でも、出られるかどうか怪しいけどな。問題が山積みなんだ。とりあえず、一つは今日解決したが」

「なんです？」

「エンジェルパーティに出場するには、ステージを一回やってそれを撮影した動画が必要なんだよ」

「ステージですか。どこでやるんです？」

「学園の講堂を借りられることになった。ただ、ステージには客入れも必要なんだとさ」

「お客さん……ですか」

「飛鳥あすか先生……中等部の先生だな。あの人に頼んで、生徒を何人か観客として呼べることになった」

「はわー、それならよかったですね」

　少女が、ぽんと手を打ち合わせて素す直なおに喜んでくれる。

　具体的には、飛鳥先生に頼んだのは〝真面目まじめで口の堅かたい生徒を何人か観客として呼んでくれ〟だった。

　もし万一、みなもが失敗したときに以前のように炎上しないためだ。

　そういう生徒が客なら、写真や動画の撮影も禁止できるし、なにか起きたときに口止めもしやすい。

「まあ、ここまではよかったんだけどな……」

「どこからがよくないんです？」

「中等部のとあるお姉さんがな、どうしても出ないって言い張ってるんだ」

　そう、みなもはステージの段取りが整ととのったことを話しても──やはり出場は断固拒否してきた。

　それどころか、まだ余計なことをしてると言わんばかりだった。

「そういうお姉さんがいるんですかー。困りますね。プロ意識に欠けてます」

「君、手て厳きびしいな」

　この子、本当に小学生か？

　まあ、別にみなももプロではないんだが。

「あっ、すみません。つい、生意気なことを……」

「生意気さにかけては、そのお姉さんも負けてない。ただ、厄やつ介かいなことではあるな」

　はー、と俺は深いため息をつく。

「あのー」

「ん？」

「そのお姉さん、どうしても出なくちゃいけないんですか？」

「他の奴やつじゃダメだ。みなもが出なきゃ──意味がない」

　俺は、きっぱり言い切る。

　短い間だが、水み無な瀬せみなもを見てきた。

　アイドルに興味がなく、ほとんど見たことすらない俺にだってわかる。

　飛鳥あすか先生が言うように、怪物というレベルなのかは知らない。

　だが──

　水無瀬みなもは本物だ──

　あいつの才能はずば抜けている。

　半年前、ステージで歌っていたあいつの才能は今も色あせていない。

　飛鳥先生が惚ほれ込んでいるのも頷うなずけるというものだ。

「鍛きたえて、鍛えて、鍛えまくって……自分がなにかを変えられるんじゃないかってくらい鍛え上げて。それでも、舞台に上がらないままなんてな」

　たぶん、みなものことだけじゃない。

　俺は、自分のことを重ね合わせてしまっている。

　傭よう兵へいとしての訓練を受けながら、最後まで戦場に立つことはなかった。

　日本に帰らず、傭兵として生きる道もあった。

　でも、その道を選ぶことはなく──わずかに胸をうずかせる後悔は、決して消えることはないだろう。

　そうだ、俺はきっと後悔してる。

　やれるはずだったことを、やらなかった。

　二つあった選せん択たく肢しのうち、一つを選んで、選ばれなかった未来のことを考えてしまう。

　そういうのを後悔と呼ぶんだろう。

「俺の後悔は、たぶん一生消せない」

「え？」

「いや、なんでもない」

　こんなのは、小学生に話すことではないだろう。

　しかも、相手は名前も知らない子供だ。

「そのお姉さんには、後悔したままでいてほしくないんだ。だから、無む理り矢や理りにでもステージに上がらせてやる」

　ステージの手配は終わった。

　もうすぐ、曲が完成して歌とダンスの練習が始まる。

　それは、あいつらに自主練で覚えてもらえばいい。

　俺はその間に──作戦を開始しよう。







「ふーむ……」

　俺は、小さく唸うなり、あごに指を当てた。

　ダンス練習室のパソコンに一人で向かっているところだ。

「んふふ、さーくらーぎくーん」

「…………っ」

　突然後ろから抱きつかれ、ぎょっとする。

　柔やわらかい二つのふくらみが背中に当たっている。

「な、なにしてるんだ、カナ？」

　こ、これは……。

　背中とはいえ、直接触ふれると、ボリュームの凄すごさがよくわかる……！

「ちょっと気分転換にネットでも見ようかと思ったのよ。なんか、桜さくら木ぎ君も難しそうな顔してるわね。お勉強中？」

「い、いや。俺は必要なことはだいたい学んでる」

　飛鳥あすか先生には教養を身につけろと言われたが、あまりガツガツやる必要もなかった。

「それ、明あ日す奈なちゃんに聞いたわ」

　俺に抱きついたまま、カナがくすくすと笑う。

「桜木君、語学とか凄いのよね。英語にフランス語にドイツ語、ポルトガル語、アジアとか中東のわけのわからない言葉もペラペラだとか」

「そりゃ……戦場じゃ、意い思し疎そ通つうができなきゃ話にならんからな」

　小学校中退でも、語学や戦場に必要な技術を学ぶのに支障はなかった。

　現代文や古典、日本史なんかはまったく習っていないがな。

「……あのな。ところで、そろそろ離れないか？」

「あ」

　俺の背中に押しつけられていたふくらみの感触が離れる。

「あー、ごめん、ごめん」

　カナは、少しだけ顔を赤くして頬ほおをかいている。

　ちょっと惜おしい気もするが、教え子相手に欲情しちゃいけない。

「あはは、私も女子校育ちだから。抱きついたりするのが普通っていうか。男の子には恥じらいをもって接しないといけないわね」

「是ぜ非ひそうしてくれ」

　カナは気にしなくても、俺の体面というものもある。

「それで、今日はおまえがサボリか？」

「ええ。実は、やっと曲が完成したのよ」

「本当か！」

「はいはい。編曲アレンジもほとんど終わって、まだ詰めも必要だけど、練習に使うには充じゆう分ぶん。みなもちゃんと詩しい歌かちゃんにもさっきメールで送っておいたわ」

「作さく詞しは進んでるのか？　詩歌に任せたんだよな？」

「ええ、頑張ってくれてるわ。ちょっと手こずってるみたいだけど、大丈夫。詩しい歌かちゃん、詞しをつくるの好きだから」

「なるほどな」

　順調ではなくても、進んでいるのなら心配はいらないだろう。

「っと、そうだ。あと、ダンスの振り付けもあるだろう？」

「だいたいのメロディができたところで、三人で相談して形はほぼできてるわ」

「そうか……」

　そこまで決まってるなら、問題はないな。

　俺にはできることはなにもないし。

「桜さくら木ぎ君の芸もずいぶん身を助けてるみたいね」

「俺の芸なんて、平和な日本じゃ役に立たないものばかりだ」

「そんなことないんじゃない？　みなもちゃんの事件、風向きが変わってきてるわよね」

「…………」

　状況が変化し始めたのは、せいぜい昨日からなのに。

　カナもこまめにネットをチェックしていたらしいな。

「私も見たけど、みなもちゃんの半年前のステージ。新しい動画がネットにアップされてたわね。みなもちゃんが転んだあとに体勢を立て直して、ステージを続けてる動画。短いけど、必死なみなもちゃんの顔がよくわかるように編集されてたわ」

「……みなものステージの再生時間は四分五十二秒。例の失敗があったのは、二分三十秒あたりだ。そこだけ抜き出された動画が山ほどアップされてる。事件に面白さを求めてる連中は、オリジナルじゃなくてその動画しか観みてない」

「まあ、長い動画観るの面倒がる人、多いわよね。特にアイドルに興味ない人だと、余計にそうでしょうし」

「映像でも発言でも、前後を切り取って印象操作するのは情報戦の基本だ」

　こちらも、それをやらせてもらう。

　なにしろ映っているのは、見た目だけなら可か憐れんな女子中学生だ。

　失敗しても健気けなげに頑張っている姿を見れば、応援したくなるのが人情というものだ。

　多少あざといが、これも作戦だ。

「あと、私たちが桜木君にしごかれてる動画も流出してたわよね」

「あれはノー編集だ。男でも泣いて逃げ出すような訓練をしてる様子を見せるのも、悪い手じゃないだろう」

　みなもが厳しい訓練に耐える様子も、大いに人目を引くはずだ。

　失敗を乗り越えて厳しい訓練をこなし、再起を図る美少女……。

　必死な女の子を笑いものにしていいのか、という流れがつくれれば上出来だが、それは高望みかもしれない。

「とりあえず、少しでもみなもの頑張りが目に留とまるようにできればいい。あとは、地道な活動だな。アイドルファンの集会に潜り込んで、さりげなくみなもの宣伝をしたり、それとネットでの情報操作もしてみたが、どうも上う手まくいかないな」

「いろいろ動いてるのね……」

「といっても、誰でもできるようなことだからな。本格的な情報戦を仕掛けるには、俺にアイドルや日本の情報が足りない」

　まとめサイトのことすら、知らなかったくらいだからな。

　一応、傭よう兵へい部隊で情報戦の手ほどきも受けているが、だからこそ情報操作の怖さも知っている。

　巨大掲示板やまとめサイトに書いている連中の一人一人は素人しろうとでも、大きな流れができてしまうと対処が難しい。

　浅い知識で迂う闊かつに手を出すと、思わぬしっぺ返しをくらう可能性もある。

「もうちょっと時間があればな。ああ、もどかしい……」

「ううん、桜さくら木ぎ君……桜木君は頑張ってるよ！」

　カナが俺の両肩にポンと手を置いた。

「もう好きなだけやって！　ここから先は、歌とダンスの猛練習になるから、桜木君には見張りくらいしかやることないものね！」

「……同意いただけてありがたいな」

　微妙にバカにされてる気もする。だが、別にかまわない。

「たぶん、詩しい歌かちゃんもその気になるわよ。きっとすぐにでも詞しが来るから、本格的に練習に入るわ！」

　カナはずいぶんやる気になってくれたらしい。

　詩歌は元々、強い動機もあったことだし、やってくれるだろう。

　この二人は、必死に努力してくれている。

　カナと詩歌のその努力を、無む駄だにだけはしたくない。

　そのためには──みなもになんとしてもステージに上がってもらわないと。

　少しでも世間でのみなもの好感度を上げ、あの失敗の後悔が薄うすれるようにしなければ。







　それから、数日──

　カナの新曲は仕上がり、詩歌の歌詞も無事に完成した。

「見たらダメ。歌詞も聴かないで」

　などと、詩歌は歌詞カードを差し出しつつ、顔を真っ赤にして無む茶ちやを言っていたが。

「ふう……この曲、ちょっと難しいよね」

　育成科本館、ダンス練習室。

　既すでに、みなもたちは三時間以上歌とダンスの練習を続けている。

　一番体力があるみなもすら汗だくで、息も荒い。

「わ、私もうダメ……最後に、抹まつ茶ちやチーズケーキをホールで食べたかったわ……」

「カ、カナが……こんな、無む駄だに……アップテンポな……曲、つくるから……」

　今度はカナだけでなく詩しい歌かまで屍しかばねと化して床に転がりつつも、まだ無駄口を叩たたく元気はあるようだ。

　短期間とはいえ、鍛きたえてやった甲か斐いもあったというものだ。

「よし、五分経たったな。練習再開だ」

「えーっ！　ちょっと待って、ちょっと待って！　桜さくら木ぎ君、冷静に話し合いましょう！」

「限界だと思ったとこからが本番だ」

「なにを根拠に言ってるのか教えてほしいよね……」

　みなもは文句を言いつつも、汗をタオルで拭ふいてから立ち上がる。

　カナと詩歌も観念したのか、身体を起こした。

「あのー……」

「ん？」

　振り返ると、練習室のドアが開いていて、三人の女子生徒が立っていた。

「なんだ？　君たちも、育成科の生徒か？」

「あっ、いいえ」

　女子生徒の一人、ショートカットの女の子が慌あわてて首を振る。

「そうじゃなくて……えーと、見学とかさせてもらえるかなと」

「見学？」

「はい。あの……私、アイドル大好きなんです。最近うちの育成科のアイドルがいい感じだって噂うわさを人から聞いて」

「なるほどな……」

　同好の士の間で、ここの育成科のことが噂になってるってことか。

　となると──多少なりとも、俺の作戦の成果が出ているらしい。

「よし、見学を許可する」

「あ、ありがとうございます」

　女子生徒は怯おびえたような顔をする。

　とにかく、成果が出たのはけっこうなことだ。

　それに……ぶっつけで人にステージを見せるより、試しておいたほうがいい。

「それじゃ、こちらの皆さんに練習の成果をお見せしよう」

　ＣＤコンポのリモコンを手に取る。

　前から練習用に歌ってた、星せい歌か台だいガールズの曲でいいだろう。

　カナがつくってくれた新曲をここでお披ひ露ろ目めするのはまだ早い。

　人に聴かせるのは、ステージ本番まで引っ張ったほうがいい。

　リモコンを操作して、曲を流し始める。

　三人が、いつもの練習どおりのポジションにつく。

　そして、音楽が流れ始め──

　みなもを中心に三人が踊おどり、歌う。

　三時間もハードに踊り続けたあととは思えない軽やかな動きだ。

　これも、訓練のたまものだろう。

　実際、長いライブになれば十曲以上も歌い、踊るのだ。

　最後のほうの曲でヘロヘロになるようでは、アイドルは務つとまらない。

　歌もダンスもバランスよく、レベルの高いみなもが中心になって二人を引っ張り、詩しい歌かが透すき通とおった歌声を披ひ露ろうし、カナは完璧な音程で歌い、微妙なダンスと見事なスタイルで愛あい嬌きようを振りまく。

　これが、この三人のステージ──

「ん……？」

　なんだろう、みなもの動きが急に乱みだれたような……。

　いや、一瞬乱れただけでなく──明らかにさっきまでよりキレが悪くなってしまった。

　女子生徒たちも気づいたのか、なにやらヒソヒソ話している。

「待て！　そこまでだ！」

　リモコンを操作して、音楽をストップさせる。

　カナと詩歌も異常に気づいていたのか、すぐにみなもに駆け寄っていく。

「……悪い。君たち、帰ってもらえるか？　せっかく来てくれたのに、本当にすまない」

「あっ、は、はい」

「あと、悪いついでに……ここで見たこと、忘れてもらえるかな？」

　殺気を放ったりせず、あくまでにこやかに。

「わ、わかりました。誰にも言いません」

　女子生徒たちは、俺が密ひそかに込めた気合いを察したのか、何度も頷うなずいてくれる。

　すぐに女子生徒たちが練習室から出て行って──

「みなも、なにをしてるんだ？」

「……どうしてるように見えた？」

　みなもは、練習室の床にぺたんと座って目も合わせずに言った。

「さっきのおまえのダンスは、カナ以下だ」

「ひどいっ！」

　あらぬ方向から攻撃を受けたカナが抗議の声を上げる。

「いくらなんでも、そんなに悪くないはずだよ」

「みなもちゃんまで！」

「ということは、あたしが一番だね。もうあたしがセンターでいいんじゃないかな」

「詩歌ちゃん！　どさくさ紛れにいいとこ取りしないで！」

　カナが忙しくツッコミを入れている。

　こいつがいると、空気が和なごんでいいな。

　みなもと詩しい歌かだけだと、殺さつ伐ばつとしていけない。

「やれやれ、困ったもんだね」

　みなもは、まるで困っていない顔で言う。

「ふむふむ、失敗のトラウマでステージ恐怖症になってるみたい。これは深刻だね。カウンセリングとか必要かも」

「病院行くなら、まずその性格を直してもらえ」

　なにを他ひ人と事ごとみたいに言ってるんだ、こいつは。

　しかし……冗談はともかく、これはヤバイかもしれない。

　みなもの好感度を上げるための作戦だけじゃ──不足ってわけだな。







　翌日の練習は中止、ということになった。

　まだまだ、カナと詩歌がつくった新曲の練習は不足している。

　とはいえ、大きな問題が発覚してしまった以上、それを解消しないことには。

　ちなみに、飛鳥あすか先生のご意見をうかがったところ──

「なんとかするのが、あなたの仕事よ」

　と、とても軽い調子で言われてしまった。

　抗こう命めい罪ざいなんかないのだから、たまには逆らってみるのも俺の精神的安定のためにいいかもしれない。

　そのついでに、飛鳥先生からちょっとした話を聞かされたのだが──

　それはまあ、三人のステージには直接関係ないからいい。

「いい天気だ」

　時刻は、もうすぐ正午になろうとする頃。

　空は晴れ渡り、春のぽかぽかとした陽気が気持ちいい。

　仕事もないことだし、できれば昼寝でもしたいところだが──

「いた」

　学園には小さな裏庭があり、ちょっとした花か壇だんもある。

　花壇の前には古びたベンチが並んでいて、そこに一人の女子生徒の姿があった。

「さすが敏びん腕わんコーチ。教え子の行動は常に把は握あくしてるってわけだね」

　みなもは持っていた携帯ゲーム機から目を離していない。

「サボリに適した場所くらい、調べがついてる。というか、おまえは本当に授業をサボりすぎだ。それじゃ、進級できな……ん？」

　みなものそばに来て、気づいた。

　携帯ゲーム機には電源が入っていない。

　みなもは、ただゲーム機を手に持っているだけだった。

「……みなも。おまえ、なにして……」

「あーあ」

　突然、みなもがその携帯ゲーム機にこつんと額をぶつけた。

「ホント、なにやってるんだろうなあ」

「みなも……？」

「ああ、ダメだダメだダメだ！」

「ちょっ、なにしてるんだ!?」

　今度は、何度も続けて頭を携帯ゲーム機に叩たたきつけ続けている。

　ガンガンとヤバい感じで鈍にぶい音がしてる！

「やめろって！」

　俺は両手を伸ばして、みなもの頭をがしっと掴つかむ。

　みなもの頭を確認する。多少赤くなっているが、血は出ていないようだ。

「おまえ、なにをやって──」

　叱りつけようとして、俺は絶句してしまう。

　みなもの目から──ぽろぽろと涙がこぼれていた。

「お、おい……」

「は、はは……めちゃくちゃかっこ悪いな……」

　みなもは弱々しく言って、膝の上に携帯ゲーム機を置いた。

「あー、しょっぱいなあ、わたし。わかってはいたんだけどね。ううん、わかってたからエンジェルパーティには出ないって言ったんだけど。やっぱり……ああなっちゃったよ」













「…………」

　ああなった──というのは、もちろん見学者の前での失敗のことだろう。

「ステージじゃなくて、ただ人前で歌っただけであんなかっこ悪いことになっちゃうなんて。自分でもびっくりだよ……」

　ぽたぽたと、携帯ゲーム機の液晶に涙がこぼれ落ちる。

　そう、だよな。

　今さらだけど、みなももまだ中学二年生の女の子だ。

　勝ち気で毒どく舌ぜつだけど、もろさがあって当然だ……。

「もうわかったでしょ、コーチ。わたしはステージに上がらないんじゃない。上がっちゃ……いけないんだよ」

「……そんなこと、誰が決めた？」

「アイドルはみんなに夢を見せるんだよ。無様な姿は見せちゃいけない。かっこ悪いとこを見せるってわかってる奴やつが、ステージに上がっちゃダメ。幻げん滅めつさせるだけだもん」

「だからって、あきらめるのか。もうステージには二度と上がらないのか」

「…………」

　みなもは答えない。

　俺も、ただ思いついたことを言ってるだけだ。

　こんなことに答えてもらっても──意味はない。

　だけど、みなもがステージに上がる意味はある。

　あるはずだ。

　そうじゃなきゃ──

「みなも、ちょっと来い」

　あきらめるには、まだ早い。

　みなものあきらめを受け入れてやるのは、早すぎる。

　俺にはまだ、みなものためにできることがある。

　いや──やってやらなきゃいけないことがあるんだよ。







　俺たちが向かったのは、本館だった。

　玄げん関かんを抜けて、二階へと向かう。

「ん？」

　みなもは、すぐに気づいたようだった。

　俺たちは、音楽室の前に立つ。

　閉め忘れたのか、ドアがわずかに開いている。

　室内からは、ピアノの音が聞こえてくる。

「…………」

　俺は無言で、ドアの中を指差した。

　みなもは不審そうにしつつも、黙だまってドアのほうへと顔を寄せていく。

「カナ……？」

　みなもは、ほとんど聞き取れないような声でつぶやいた。

　音楽室の中では、カナがピアノの前に座って鍵けん盤ばんを叩たたいていた。

　今日のカナは、眼鏡をかけている。

　そういえば、視力が悪いんだったな。

　カナは短く演奏しては、がりがりと楽譜になにか書きつけ、また演奏する。

　かと思えば、窓際に置かれた机の上にあるノートパソコンに向かい、マウスやキーボードを操作する。

「ううーん……ううー……スランプだわ……ベートーベンでもシューベルトでもいいから、私に降こう臨りんしてくれないかしら……」

　なにを言ってるんだ、カナは。

　ずいぶんと高望みをしているようだが……。

「あううーっ、バカ言ってる場合じゃないわ！　生まれろ、私のメロディーっ！」

　独ひとり言ごとにしては大きすぎる声で言って、カナはまた鍵盤を叩き始める。

　言っていることはバカのようだが、その顔は真剣そのものだ。

　いつもへらへら──にこにこ笑っている彼女からは、想像もできない表情だ。

「みなも」

　俺は小さく言って、今度は指で廊下のほうを指した。行こう、という合図だ。

　みなもは頷うなずいて、足音を立てないように、ドアの前から離れる。

　二人で慎しん重ちように廊下を歩き、一階に下りて玄げん関かんのところまで戻ると──

「カナは、なにをしてるの？」

「見てのとおり、作曲だろう」

「新曲はもうできてるよ」

「まだ納得してないんだろう。本人に訊きいてないから推測だけどな」

　とりあえず、さっきピアノで演奏していたのは例の新曲だ。

　毎日のように聴いているのだから、間違えようがない。

「俺は曲のことはよくわからん。ただ、メロディをいじったり編曲アレンジを変えたりはできるんじゃないか？」

　もう詞しも入っているし、歌やダンスの練習もしているのだから大きく変更することはできないだろう。

　それでも音を分厚くしたり、楽器を足したりはできるはずだ。

「そういえば、あそこに置かれてるギターとかベース、使われてたみたい」

「それは気づかなかったが……」

　言われてみれば、壁際で置物のようになっていた楽器類の位置が移動していた気もする。

「あいつ、ピアノ以外も弾ひけるのか？」

「カナの母親はピアニストだけど、作曲も編曲もやってたから、いろんな楽器を使いこなせるんだって。カナもピアノ以外の楽器も習ってるはずだよ」

「普段がアレだからわかりにくいが、カナは有能なんだな……」

　自前で曲がつくれて、編曲までできるというのはアイドルグループとしてはけっこうなアドバンテージじゃないだろうか。

「わたしはあの曲、問題ないと思うけど……カナはまだやる気なんだね」

「別に、今日始めたわけじゃない」

「え？」

　みなもが、きょとんとした顔になる。

「カナは練習が終わったあとも本館に残って今日と同じようなことをしてたんだ。練習が終わったらもう夜だからな。音を響ひびかせないために、楽器は使わずにパソコンでいじってたみたいだけどな」

　そして、今日のように練習が休みで昼から曲作りができるときは、楽器も使っているようだ。

「……どうしてコーチは知ってたの？」

「おまえもさっき言っただろ。敏びん腕わんコーチは教え子のことをきちんと把は握あくしてるんだ」

　と言いつつも、別にずっとカナを見張っていたわけではない。

　カナと詩しい歌かは寮生じゃないし、家でなにをしているかまではわからない。

　実は毎日、本館の見回りは欠かしていない。

　なにしろ、みなもはこの本館に住んでいるのだ。

　本物のストーカー数人につけ回されている女の子の安全に気を配るのは当然だ。

　その見回りの副産物として──カナの陰の努力を発見したというわけだ。

「正直、初めて見たときは目を疑ったがな」

「……だろうね」

　みなもも、すぐにその意味を理解したらしい。

「作曲って……夜遅くまでやってるの？」

「夜の十一時くらいまでやってる。ここの機材が必要なんだろうな」

「そんなに……」

　もちろん、カナが帰宅するときは俺がこっそり後をつけて護ご衛えいしている。

　カナ自身も危険があることくらいは承知していると思うが──

　それよりも作曲の詰めを優先している。

　あるいは、曲のことで頭がいっぱいで、危険に気づいていない。

　おそらく、後者だろう。

　大変に危なっかしいが、俺が護衛につけば済むことだ。カナのやる気に水を差すことはできない。

「その辺をわかってもらえたところで、次行くか」

「次？」

　みなもは不思議そうに首を傾かしげる。

　作戦を進めるためには、まだ手を打つ必要がある。







　俺とみなもが、次に足を運んだのは中等部の校舎だった。

　まだ授業中なので、あたりは静まりかえっている。

「……今度は、被ひ服ふく室？」

　俺が立ち止まった部屋にかかったプレートを見て、みなもはまた首を傾げた。

「こんなところ来たの、初めてかも」

「それはおかしいだろ」

　なぜ、ここの生徒が被服室に入ったことがないんだ。

　家庭科の授業で絶対に使うはずの部屋だろう。

「調理室も入ったことないよ。わたしに針とか包ほう丁ちようを持たせるのは、犯罪に手を染めてくださいと言ってるのと同じだもん」

「どんだけ危険人物だ、おまえは」

　もしかして、戦場帰りの俺より物ぶつ騒そうなんじゃないか？

「で、ここでいいんだね？」

　みなもは短く言ってから、ドアを指差した。

　俺が頷うなずくと、みなもはゆっくりとドアを開けた。

　被服室には、六人掛けの細長い机がいくつも並んでいる。

　窓際にある机の前に、詩しい歌かの姿があった。

　詩歌の前にある机には、派手な服が何着か置かれている。

「もしかして内職……？　詩歌ってお嬢だったはずだけど、いつの間にかお父様の会社が倒産で失しつ踪そうで、詩歌は四畳半で内職で生活費をまかなってるとか？」

「詩歌にどんなストーリーを期待してるんだ」

　こちらが小声で話しているのもあるが、詩歌にはまったく聞こえている様子はない。

　よほど作業に熱中しているようだ。

「そうじゃなくて、詩歌はステージ衣い装しようをつくってるんだ」

「わかってるよ」

　こいつのボケは本気との区別がつきづらい。

「そうか、ステージ衣装か。すっかり忘れちゃってた」

「……おまえ、一応ステージを経験してるはずだろう？　なんで忘れる？」

「曲も衣装も、黙だまって待ってたらできあがるものかと思ってた」

「上あげ膳ぜん据すえ膳ぜん、みたいなことを言われてもな……」

　歌って踊おどれればそれでステージができるわけじゃないのは、俺にだってわかるぞ。

「いたっ」

「…………！」

　突然、詩しい歌かが小さな悲鳴を上げた。

「あーん、もう……慣れないことをするもんじゃないな」

　目に涙を浮かべて、指をくわえている。針で刺したようだ。

「……痛そう。あの子、けっこう不器用なんだよね」

「不器用なのに、ステージ衣い装しようなんてつくってるってわけだな」

「たぶん、一からつくってるわけじゃないよ。あの衣装、見たことある。育成科の何代か前が使ったステージ衣装じゃないかな」

「なるほどな……それは知らなかった」

　さすがに、衣装をつくるとなると大変なのだろう。

　時間もないことだし、元からあったものを手直しするのが合理的──というわけか。

「サイズも違うし、古いものだからかなり傷いたんでるかも。直すだけでも大変だろうね。新しくつくったほうが早いくらいかも……要領の悪い詩歌らしいけど」

「……一人でやってるのは、カナは作曲で手一杯だって知ってるからだろう」

「わたしは役に立たないのはわかってるんだろうね」

「それだけじゃないと思うが……」

　まあ、みなもに裁さい縫ほうなどというちまちました作業ができるとは思えない。

　詩歌も苦手そうだが、そうも言ってられないのか。

「……なにしてるのかな。詩歌もカナも。わたしはステージに出ないって言ってるのに」

　みなもはそう言うと、くるりと身を翻ひるがえした。

　そのまま、すたすたと廊下を歩いて行く。

　俺は、奮ふん闘とうしている詩歌をちらりと見てから、みなもの後を追う。

　みなもは中等部の校舎から出て、昇しよう降こう口ぐち前にある短い階段に座った。

「はー……つまり、詩歌も練習の後であんな面倒な縫い物なんてやってるんだね」

「そうだ。俺もすぐに気づいたわけじゃないが、エンジェルパーティの話が出た頃からやってたようだ」

　正直、俺もステージ衣装のことなんて気づきもしなかったが。

　飛鳥あすか先生から詩歌もたまに授業をサボってるという話を聞いて、調べてみたら判明した──というだけだ。

「……本当にバカな二人。わたしの話、聞いてなかったのかな」

「みなもがステージに出るって信じてるんだろう。あの二人も、おまえの努力を見てきたんだ」

「わたしは先さき延のばしをしてるだけだよ。少しでも長く育成科にいるために練習に参加して、振り付けにも協力したけど。もう、育成科が潰つぶれてもしょうがないと思ってるもん」

「本当か？」

「…………」

　みなもは黙だまり込み、ゲーム機を取り出す。

　しかし、スイッチは入れずに真っ暗なモニター画面を見ているだけだ。

「みなもの努力を、カナと詩しい歌かは先さき延のばしのためだけなんて思ってない。俺も思ってない。だから……ステージのためにできることをやろうとしてるんだろう」

　俺は、ポンとみなもの肩に手を置いた。

「いや、疑ってすらいないんだ。みなもがステージに出ないかも、なんてな。カナと詩歌は、おまえの努力を認めてるから自分も努力するのをいとわない。そういうのを──信頼っていうんだ」

「……初耳だよ」

「素す直なおじゃないな、おまえは」

　思わず、笑ってしまいそうになる。

　たぶん、みなもは〝信頼〟なんて言葉は好きじゃないんだろう。

「なあ、みなも。俺はずっと傍ぼう観かん者だった。いつも、親父おやじや兄貴みたいな奴やつらが俺の肩をポンと叩たたいて──戦場に出て行った。俺は、見送るだけだったんだ」

「……いいことだよ。わざわざ死にに行くことないんだし」

「死にたい奴なんて一人もいない。俺だって死にたくはなかった。でも、俺だけがなにもせず、親父やみんなが戻ってくるのを待つだけだったんだよ」

「それが……どうしたの。コーチの過去になんて興味はないよ」

「ああ、そうだ。俺の過去なんてどうでもいい」

　だんだん、自分でもなにを言ってるのかわからなくなってきたが。

「ただ……場所や立場は違っても、大切なものは意外と同じだったりするって話さ。アイドルと傭よう兵へい、ステージと戦場って違いはあっても……」

「ステージは戦場だけど……でもやっぱり、全然違うとは思うよ」

「集団でなにかをする──ってくくりなら同じだ。綺き麗れい事ごとかもしれないけどな、戦場じゃ一番大事なのは、仲間を信じるってことだ」

「……美しいお話だね」

　みなもは、どこかうさんくさく思ってるようだ。

　自分でも、多少そう思わなくもないから無理もない。

「別に、変な話じゃない。なんせ、命が懸かかってるんだ。隣で戦ってる奴も信じられないんじゃ、身がもたない。でもな、俺は信じたくてもそれすらできなかった」

　そう、俺は戦場に出ることすらできなかった──

　親父は俺を戦わせなかったし、親父が死んだあとに俺は戦争に背を向けてしまった。

　仲間を信じたくても、戦場に出ていない俺には信じる資格すらなかったんだ。

「だけど、みなもにはできる」

「…………」

「俺が得られなかった仲間への信頼を、仲間との絆きずなを手に入れられる。おまえには──ステージが待ってるんだ」

「……それでも、わたしは……」

「カナと詩しい歌かが、新しい仲間が信頼してくれてる。おまえはそれに応えずに、二人が待っているステージに上がらずにいられるのか？」

「意外と……説教くさいんだね、コーチ」

　みなもは、じろりと俺を睨にらんでくる。

「信頼……半年前のステージのときも、みんなわたしを信頼してくれた。それを、わたしは裏切ったんだよ」

「一度裏切った人間は、二度と信頼してもらえないのか？」

「…………」

　みなもは、それから──ずいぶんと長いこと黙だまってしまう。

　俺も、なにも催促しなかった。

　五分か、もっとかもしれない。

　沈黙したまま時間が流れて──

「信じて……いいのかな。信じてもらって……いいのかな」













　俺は、こくりと頷うなずいた。

　今はこれで充じゆう分ぶんだ。

　みなもはカナと詩しい歌かを信じ、信じてもらうということに気づき始めた。

　あとは、ステージ上で本当の信頼を固めるしかない。

「みなも、ステージに出てくれ。カナと詩歌が待ってる」

「…………」

　みなもも、黙だまって──ほんの少しだけ頷いた。

　俺がやったことは、作戦と呼ぶにはせこすぎるし、ろくでもない。

　カナと詩歌が隠しておきたかった努力を見せてしまったのだ。

　それでも、みなもの心に、二人の陰の努力は響ひびいたはずだ。

　こっちの良心は少しばかり痛むが、仕方ない。

　すべてはみなもにステージに立ってもらうため。

　三人のステージを現実のものにするためだ。

　んん……？

　はて、まだなにか忘れているような気もするが……。

　まあいい、とりあえずみなもが前を向いてくれた。

　これで満足することにしよう。







　そして──

　ステージ当日。

「う、ううーん……」

　俺は思わず唸うなってしまった。

　今日までにやるべきことは、全部やってきた。

　正確には、「やってもらった」と言うべきか。

　さすがに、歌やダンスの練習が本格化すると俺にできることはほとんどない。

　せいぜい、三人がサボらないように目を光らせておくくらいだ。

　ステージの当日ともなれば、ますますやることはない。

　そう思っていたのだが──

「あ、りっくん。どうしたの、変な顔して？」

「……どうしたの、は俺の台詞せりふですよ」

　俺は、向こうから近づいてくる飛鳥あすか先生を睨にらんでしまう。

　ここは、学園の講堂──そこから少し離れたところにある並木道だ。

　俺は腕組みして、講堂の入り口を見ていたところだ。

「これはいったい何事ですか？」

「何事……って。見てのとおりよ」

「えらいことになってるんですが……」

　講堂の入り口には数十人が列をなしている。

　校門のほうから歩いてくる人たちも途切れない。

　さらに言えば、既すでに講堂内には百人以上の客がいる。

　そう、客が入っているのだ。

「一応確認しますけど、あの人たちは部外者ですよね？」

「そうよ。うちの生徒もいるけど、一般人のほうが多いでしょうね。いやー、たまにはにぎやかなのもいいよね」

「よくありません！」

　俺は、冷静でいられなくなり、飛鳥あすか先生に詰め寄る。

「どういうことなんですか！　なんで部外者が校内に入ってきてるんです！」

「だって、今日は育成科の子たちのステージでしょ。みなさん、見に来てくれたのよ」

「見に来たからって、見せてやるんですか!?　客として招待するのは、一部の生徒だけって予定だったでしょ！」

「どうも、その一部の生徒から情報が漏れたみたいね。今はネットでざざーっと情報が拡ひろがっていっちゃうから。これはしょうがないわよ」

「あー……」

　俺は、頭をかいて情報を整理する。

「情報が漏れたのは、まだ仕方ないとしても。なんで、部外者をあっさり校内に入れちゃうんですか！」

「私が決めたんじゃないわよ。学園側の決定よ。せっかく見に来てくれたんだから、見させてあげようって」

「そんなあっさりと……」

「学園は育成科のために決断してくれたのよ。学園祭でもないのに外部の人を入れるのは確かに問題はあるけど、育成科にはいい宣伝になるでしょ？」

「それはそうかもしれないですけど……」

　なるほど、学園側の好意──むしろ向こうは育成科のためを思って、重大な決断を下してくれたのか。

　それなら文句を言うわけにも……いや、文句の一つくらいは言いたい。

「……一応言っておくけど。これって、りっくんのせいでもあるんじゃない？」

「え？」

「ほら。あなた、ネットで情報操作したり、あちこちで水み無な瀬せさんたちの宣伝をしてきたんでしょ？　それで興味を持った人が大勢いたんじゃない？」

「うっ……」

　言われてみれば、そのとおりだ。

　最終的には、投稿した動画にそこそこ反響があった程度で、他にやっていた小細工はそれほど上う手まくいっていないと思っていたが。

　みなもへの誤解が解けたのかわからないが、宣伝にはなっていたようだ……。

「とりあえず、多すぎます。ちょっと散らしてきましょう」

　俺は、腰に差していた例のエアガンを引き抜く。

「ちょーっと待った！　ここが日本だって忘れないで！」

「日本だからですよ。銃がフリーな国だったらすぐにエアガンだってバレます。日本人ならビビって逃げてくれるでしょう」

「あー、なるほどね……って、そういう問題じゃないわ！」

「えー」

　要するにエアガンを使うのはダメらしい。

「いいから、みんなの様子を見てきなさい。忘れないで、今日まで──なのよ」

「……そうでしたね」

　俺は頷うなずいて、エアガンをしまい、走り出す。

　育成科の三人は、この講堂の地下の一室で準備をしているはずだ。

　彼女たちも、この状況には驚おどろいているに違いない。

　特にみなもは──







「わたし帰る！」

　俺が控え室に入るなり、みなもがいきなり言った。

　まだステージ衣い装しように着替えておらず、いつもの制服姿だ。

　カナと詩しい歌かも制服姿で、どうしたものかと困っている。

「だって、あんなの聞いてないよ。コーチ、うちの生徒を少し呼ぶだけって言ったよね」

「まあ、なんというか……戦況は常に変化するものだ」

「ここは戦場じゃなーい！」

　びしり、とみなもが言い切った。

「あー、でも……ステージは戦場っておまえも言ってただろ」

「こんなときに揚げ足取らないでっ！」

　みなもが、吠ほえるように言う。

「コーチ、よく落ち着いていられるね。お客さんの数、見たよね？」

「いいから聞け。確かに、これは予想外の状況だ。もしも……もしも失敗したときのリスクはでかい」

「言われなくてもわかってるよ」

「だが、成功したときのメリットもでかい。生徒だけじゃなくて、一般人も大勢いるんだ。有名でもないグループを見に来るくらいだから、アイドルファンの人たちだろう」

「有名じゃなくて悪かったね」

「ある意味では有名だがな。ただ、集まった客がアイドルファンなら、ここで最高のステージを見せれば評判になる。エンジェルパーティの審査員の耳にも届くんじゃないか」

　まずはステージの映像を投稿して、審査を受けて合格しなければ出場すらできない。

　少しでも合格の可能性が上がるなら、この状況を受け入れるべきだ。

「……ううん、ダメだよ」

　みなもは、ふるふると首を振った。

　これは……。

　いきなりの爆弾発言のせいで今まで気づかなかったが、みなもはずいぶん顔色が悪い。

　血の気が引いているというか、真っ青だ。

「みなも、おまえ……」

　半年前のステージがトラウマで、大勢の客の前での失敗を恐れるのはわかるが。

　ちょっと過か剰じよう反応すぎやしないだろうか。

　毎日毎日訓練して、ダンスも完璧にこなせるようになった。

　あのカナでさえ、一度も転んでいないし、みなもは自信もついたはずだ。

「いったい、なにをそこまで怖がってる？」

「コーチはもう知ってるはずだよ。わたしは失敗して、逃げ出しちゃったんだよ。わたし、もう二度と……」

「いい加減にしろ！」

　──言ったのは俺じゃない。

「みなも！　あんたはそれだけの才能があって、可愛かわいくて、オーラもある。なのに、いつまでもなにをビクビクしてるんだ！」

　詩しい歌かがつかみかからんばかりの勢いで、みなもに詰め寄っている。

「失敗を怖がってばかりじゃなにも始まらないだろ！　あんたが努力してたことは知ってる。でも、わかってるか、みなも？」

「……なにが？」

　みなもは、詩歌をじろりと見返しながら訊きいた。

「このままだと、あたしがあんたを追い抜いちゃう。あたしは、ずっとあんたに憧あこがれてた。負けて、負けて、負けまくって悔しかったけど……あんたはなにをやっても凄すごかった。ステージで輝かがやけるあんたに憧れてたんだ！」

「詩歌……？」

「あたしは、アイドルになるために頑張ってきた。努力だって、いつかは才能を超こえる。特に、立ち止まっちゃった才能にはね！」

「詩歌、わたしは……」

　みなもは、なにか言いかけて言葉を呑のみ込んだ。

「そうやって、いつまでも悲劇に酔ってればいい！　そんなあんたは、あたしが軽々と乗り越えていっちゃうから！　だから、あたしは──！」

「詩しい歌かちゃん」

　カナが、ポンと詩歌の肩に手を置いた。

　詩歌は、はっとしたような顔になり、くるりと後ろを向いてしまう。

「詩歌ちゃんは素す直なおじゃないけど、みなもちゃんのこと思ってるのよ。わかってるだろうけど」

「…………」

　みなもは、なにも答えない。

「ねえ、みなもちゃん。そろそろ、やり直してもいいんじゃない？」

　カナもみなもに一歩近づいて、神しん妙みような顔で言った。

「もし、もしもだよ。みなもちゃんが失敗しても、私たちがフォローする。逃げ出そうとしたら、捕まえる。前のグループのときみたいな失敗は、もう繰り返さないわ」

　そうか……。

　カナにだって、半年前の失敗をやり直すチャンスは……必要だよな。

「だからね、みなもちゃん。一緒にやろうよ。お客さん多いのは、私だってちょっぴり怖いわよ。けど……やってやろうよ」

「……そ、そうだ！」

　再び、詩歌がみなもに向き直る。

「あたしたちは、ステージをやるために頑張ってきた！　一番頑張ってたのがみなもだろ！　歌うのも踊おどるのも大好きだろ、あんたは！」

「…………っ」

　みなもが、明らかに動どう揺ようした表情になる。

「わたしは、二人みたいに曲とか衣い装しようとかつくってないよ……」

「……知ってたのか。そうじゃない。みなもは、練習に全力を尽くしてただろ。ほとんど倒れる直前までやりきってたの、あたしたちが気づいてないと思ったのか！」

「…………っ」

　みなもは、珍しく驚おどろいた顔をする。

　たぶん、気づかれてるとは思ってなかったんだろうな。

「頑張ったからって……二人のためだからって……できないことがあるんだよ！」

　みなもは、いきなりそう叫ぶと。

　体当たりするような勢いでドアを開けて、飛び出していってしまう。

「ああ、まったく！　おまえたちはここにいろ！」

　どこまでも世話の焼けるお嬢さんだ。

　まあ、あいつの世話を焼くのも──いや、とにかく追いかけないと！







　講堂の地下からは非常通路のようなところを通って、地上に出られる。

　みなもは、ステージを待っている客と顔を合わさずに逃げられただろう。

　俺も同じルートを通って、地上に出た。

　それから、彼女のあとを追って走り続ける。

　どこに行ったかくらい、すぐに見当がつく。

　ただでさえ、一般人が大勢入り込んでいて、逃走ルートは限られている。

「ま、ここだろうな」

　二分も経たたずに、育成科の本館にたどり着いた。

　中に入り、なんとなく歩いて行く。

　本館のどの部屋に向かったのか。

　山やジャングルじゃなくても、足跡を追うことは可能だ。

　みなもの匂いや、歩いたときに舞ったホコリ──かすかな形跡は間違いなくある。

「……ここか」

　俺はドアを開けて、室内に入る。

　初めてこの本館に来て、最初に入った部屋──談だん話わ室だった。

　ソファの上に、スカートの裾すそも気にせずに猫のように丸まっている生き物がいた。

「みなも、なんて格かつ好こうしてるんだ」

「いいでしょ、別に。誰が見てるわけでもなし」

　どうやら俺は数に入っていないらしい。

「本当に凄すごい数だったよね、お客さん。講堂出るときにちらっと見えたよ」

「あれは、みんなおまえたちを見に来た客だ。あの人たちに応えずに、こんなところでゴロゴロしているつもりか？」

「……コーチの仕業なんでしょ？」

「ん？」

「いくらなんでも、お客が集まりすぎだよ。コーチがちょろちょろ裏で動いてた成果なのはバレバレ」

「まあ、そうだろうな」

　俺は、あっさりと認めた。

　みなもの復活劇はネットで話題になりつつある。

　というより、俺が煽あおったのだが。

　みなも自身が、それに気づいていてもなんの不思議もない。

「コーチは加減ってものを知らないの？」

「思った以上の成果が出たことは認める」

　答えつつも、少し後ろめたい。

　みなもの目は、明らかに俺を責めている。

　もちろん、それも当然だろう。

　間違いなく、これは俺の失敗だ。

　結果的に──俺は、やりすぎてしまったんだ。

「バカ。本当にバカだよ、あなたは」

　みなもは、ソファの上でごろりと一度転がってから、立ち上がった。

「でも……本当にバカなのはわたしだよね」

　みなもは、俺のすぐ前に立って言った。

　いつの間にか、俺を責める目ではなくなっている。

「わたしがバカだったのは……今になって気づいたからだよ」

「……気づいた？」

「わたしはステージに上がれない。それは本当」

「…………」

　こっちも、今になって気づいた。

　みなもの肩がわずかに震ふるえている。顔は笑ってるような表情だが、なにかに怯おびえているようでもあった。

「ああ、そうだね。ある意味ではコーチのおかげかも。あれだけのお客さんがいなかったら、気づかないままだったかもしれない」

「どういうことだ？」

　あまりもったいぶられても困る。

「ステージに上がれない理由は、違ったんだよ。もちろん下着を見せたことが恥ずかしいんじゃない。でも、グループを壊したことを後悔してるからでもなくて……」

「…………？」

　みなもは、いったいなにを言い出しているのか。

　グループを壊したことを後悔していて、今はカナと詩しい歌か、二人との新しいグループで信頼と期待に応えることにした──そのはずだが。

「カナと詩歌が期待してくれてることは、もう充じゆう分ぶんわかったよ。絶対に、死んでも本人たちには言わないけど、期待に応えたいと思ってる」

　こいつも、ひどいツンデレをこじらせているな。

　最近ネットをよく見てたせいか、ツンデレなんて言葉を使えるようになった俺の進歩も凄すごい。

「だけど、違うんだよ。そうじゃないんだよ」

「だから、どういうことなんだ。みなも、おまえは──」

「わたしがステージに上がれないのは──ファンが怖いからだよ」

「…………」

　みなもは、そう言って俺の目をじっと見つめてきた。

　その目はどこまでも真剣で──それでいて、なぜか寂さびしそうにも見えてしまう。

「怖いんだよ、あの人たちが。半年前のあのステージのときも、観みに来てくれた観客のみんな、ファンたちは本当にわたしたちに期待してくれてた。もの凄い盛り上がりだったよ。だけどね、だけど。わたしが失敗して、ステージを台無しにして──そのあと、一番騒さわいだのも観みに来てたファンのみんなだったんだよ……！」

「それは……」

　まあ、わからない話でもない。

　実際にあのステージをライブで見ていた連中こそ、騒ぎたくもなるだろう。

　特に人間というやつは、集団になると悪ノリしやすい。

　しかも──特定の相手を叩たたくことにためらいがなくなってしまう。

「ライブが始まる前は、みんなわたしを応援してくれてた。でも、わたしのあの失敗のあと、あっという間に──本当にあっという間に〝敵〟になっちゃった」

「敵……？」

「わたしをつけ回してたあの変態たちなんて、可愛かわいいもんだよ。ううん、可愛くはないけど。とにかく、あの人たちは人には言えない欲望のかたまりだけど、まだわたしのファンではあったからね。全然マシだよ」

「あいつらをマシだとは思えないが……敵だから怖いのか？」

　ちょっと、理解しづらい話だ。

「ファンっていうのは、わたしたちにはありがたい存在だよ。というより、ファンがいないなら、アイドルじゃない。けど……同時に恐ろしい存在でもあるんだよ。一つ間違えれば、あっという間に敵に変わっちゃう。わたしはそれを思い知ったの」

「…………」

　たとえば、歩兵の前進を援護してくれる砲兵部隊の砲ほう口こうがいきなり自軍に向けられたら、そんなに恐ろしいことはない。

　自分にわかりやすく言い換えるなら、そういうことだろうか。

「わたしにとって、一番怖い人たちがあんなに集まってる。もし、あの人たちが半年前みたいにまた敵になったら……そう思うと、怖くて仕方ないの。怖いんだよ……！」

　これは──俺の失敗は最初思ったよりも、ずっと大きかったらしい。

　だが……失敗を悔やむよりも、俺にはやるべきことがある。

　この才能に溢あふれた子の背中を押してやること。

　それが、少女の夢を叶かなえるための育成科──そのコーチである俺の仕事だ。







「みなも！」

「…………」

　俺に両肩を掴つかまれても、みなもは反応しなかった。

　いつもだったら、気弱な人間なら自殺しかねない毒どく舌ぜつを吐いてくるのに。

「誰だってステージに立つのは怖いだろう。それはおまえだけじゃない。でも……思い出せ。カナや詩しい歌かが頑張ってきた時間を無む駄だにするのか？　あいつらの信頼に応えるって決めたんだろう？」

　もう、あとは正面からの説得しか手はない。

　俺にできるのは、まっすぐにぶつかることだけだ──

「コーチが悪くないのはわかってる。けど、コーチがお客を集めちゃったから……」

「…………」

　それを言われると、返す言葉がない。

「だいたい……」

「なんだ？」

「こんなこと言いたくはないけど……」

「なんだ、言ってくれ」

　今はなんでもいい。

　会話を途切れさせてしまったら、そこで終わりだ。

「コーチが……真剣なのはわかってる。本気だって知ってる。でも……要するに、コーチの仕事を続けたいからでしょ？　コーチの仕事がなくなったら、もう後がないから……」

「…………」

　そこを追及してくるか……。

　まあ、そうだな。

　この状況なら、みなものためを思って説得しているんじゃなくて、自分の利益のために必死になってると思われるか。

　もちろん、それが悪いことだとは全然思わないが……。

「もう、しょうがないか」

「なにがよ？」

　俺は、片手をみなもの肩から離して、がりがりと頭をかいた。

「そこは、もう問題じゃないんだ」

「問題じゃない？」

「コーチの契けい約やくは、みなもを──育成科の生徒をステージに上げるまでだ」

「それは……ステージに上げられなかったら、クビってことでしょ？」

「いや、少し違う」

　俺は首を振った。

「ステージが成功してもしなくても、どのみち俺の仕事はそこまでなんだ」

「どういう……こと？」

　みなもは、理解できないらしい。

　普段の彼女なら、すぐに理解できただろうが、混乱しているようだ。

「少し前、生徒が見学に来たすぐあとくらいか。飛鳥あすか先生から話を聞かされたんだ」

「話って……？」

「ステージが失敗すれば、当然コーチとしては役立たずってことになる。だが、成功したら、そこから先はアイドルについて無知な俺じゃなくて、きちんとした指導者が必要になるだろう」

　みなもたちだけでも、最低限のライブはできる。

　エンジェルパーティの出場資格を得ることは可能だろう。

　一番の難関は、〝ステージに出てもらう〟ことだった。

「だから、事態がどう転んでも、エンジェルパーティに出られたら、俺がその先に関わるのは最初から無理だったんだ」

「だったら、コーチにはめっちゃ分ぶが悪い話じゃないの？　いいように使われるだけってことに……」

「名門校がそれじゃ、さすがに体面が悪いだろう」

　俺は、少しだけ笑った。

「ステージが成功しても失敗しても、学園の警備員として雇やとってもらえることになってる。それが最終的な契けい約やく条件になった。ありがたい話だ」

　はっきり言って、俺には天職といえる。

　まさか、女子校に銃を持ったテロリストが入り込んではこないだろう。

　警備と見回りだけで済むような、ずいぶんと楽な仕事だ。

「俺があっさりとコーチの仕事を投げ出してたらこの話はもらえなかっただろうな。とりあえず、おまえたちをステージに上げられる段階まで進められたからだ」

「じゃ、じゃあ本当に？　ちょっと……なんで、その話を黙だまってたの！」

　みなもが、ぎろりと睨にらんでくる。

「ステージを終えたら話すつもりだった。だが、しょうがないな。俺が今、おまえを説得してるのは損得抜きだってわかってもらうには」

「……そう。今日まで、なんだね」

　みなもが、ふと目を伏せる。

　少しは、俺のコーチが終わることを残念に思ってくれているのか？

　いや、今はそんなことはいい。

「それに、みなも。おまえだって育成科がなくなれば困るだろ。路ろ頭とうに迷うっていうのが大げさだとしても」

「……そうだね。それこそ、学園にも体面があるもんね。いきなりわたしを叩たたき出したりはしないよね」

「たぶんな……」

　どこまで温情をかけてもらえるかわからないが、親もいないみなもを学園が容よう赦しやなく追い出すことはないはず。

　詩しい歌かの話によると、みなもは学業も優秀らしいから、学園に留とどまることも可能なはずだ。

「わたしだって、育成科はなくなってほしくない。自分のことを抜きにしてもそう思う」

「だったら、みなも……」

「わたしはアイドルになろうとして、失敗した。ファンが怖いアイドルなんて、ステージに立つ資格はないよ。もう──わたしがどうなってもしょうがない」

「ヤケになってどうする！」

　俺は、思わず叫ぶように言ってしまう。

　いや──これでいい。

　俺はまだ、この期に及んでみなもを説得しようなんて思ってた。

　作戦とか戦略とか、そんな小細工は全部忘れて。

　自分の本心から出た言葉を、みなもに伝えたい──

「頼むから、どうなってもいいなんて言うな。資格がないなんて、俺は思ってない。きっと、カナや詩しい歌かだってそうだ」

「……ヤケになんて、なってない。わたしが、ずっと思ってたことだよ」

　みなもは、キッと俺を睨にらんでくる。

「コーチが……最初に本館に来た日に言ったよね。わたし、アイドルが大嫌いって」

「それは……ゲームの話だろ？」

「あれが本音なんだよ。アイドルが大嫌い。水み無な瀬せみなもっていう、一度はステージに上がったくせに、アイドルになろうとしないアイドルが大嫌いなんだよ！」

「違う──」

　俺は、反射的に答える。

　短い間とはいえ、みなもを見てきた俺にはわかってる──

「あのな、みなも。自分を否定するな。自分の気持ちをすり替えるな」

「…………」

「おまえの、アイドルにかける気持ちはそんなものか？　違うだろう。俺は、正直なことを言えば──」

「……なに」

　みなもが、じろりと俺を睨む。

「最初は、おまえを潰つぶすくらいの訓練をしてたんだよ。おまえが本気で泣き言を言い始めたら、少し緩めてやろうかと。とにかく、最初にガツンとやってやろうと思ってた」

「充じゆう分ぶん、ガツンとやられたけどね……」

「だけど、おまえはついてきた。俺のやりすぎの訓練にきっちりと耐えてた。運動神経がいいっていうのもあっただろうが……正直、驚おどろいたよ」

「驚いてたようには……見えなかったよ？」

「教官が教え子に厳しさ以外を見せてどうする。でも、気づいてた。おまえ──半年前、失敗してからもトレーニングを続けてたんだろ？」

「ゲームで遊んでただけだよ」

　まったく間を置かずにみなもは答えた。

　その反応の早さが、逆に嘘うそくさい。

「みなもが自主的に訓練してることも知ってた。おまえは必死に努力してるところを見られたくないだろうから、黙だまってたけどな」

「…………」

「しかも、普通の鍛きたえ方じゃない。よほど鍛え上げなきゃ、俺の訓練に耐えられる身体にはならない。経済的な事情もあっただろうが──みなも、おまえは本気でアイドルになりたかったんだろう？」

「…………」

　俺は、止まらずに言葉を続ける。

「いいか、これでも俺は地獄と背中合わせのバカみたいな厳しい世界で生きてきたんだ。不幸自慢じゃない。別に不幸だと思ったことはないんだ。ハードな世界が当たり前だと思ってたからだ」

「それが……どうしたの」

「星せい歌か台だいでの仕事は、俺には最後の希望だった。つってもな……たぶん、おまえが、おまえたちがお遊ゆう戯ぎをしてるだけなら、付き合いきれなかった。一応、俺にだってプライドってものがある。ハードな男の世界で生きてきて、今度はアイドルだぞ？　普通に考えて、あり得ない。けど、俺はおまえたちが必死だってわかったから──」

　俺は、ぐっと拳こぶしを握にぎり締める。

「ここは生死が懸かかった世界じゃない。だけど、おまえは自分の全部を懸けてた！　だから、俺もおまえたちと一緒に戦いたいと思ったんだ！」

「な、なにを言って……」

「おまえは歌うのが好きで、ファンの前でライブをやりたいから頑張ってきたんじゃないのか？　ステージが怖くても、鬼コーチが見張ってなくても、頑張り続けてた」

「……くっ」

　みなもは、悔しそうな顔をする。

　こんなときにも、彼女の負けず嫌いが出てきたらしい。

「あー、そうよ！　そうです！　わたしはずっとアイドルになりたかったの！　歌って踊おどって、ファンのみんなと盛り上がりたい！　ずっと本気だった！」

「……ああ」

　これが、みなもの本心。

　学園の事情とか、事件のこととか、全部を抜きにした彼女の本当の気持ち。

「でも……でもね！」

　みなもは、ふいっと目を逸そらして──叫んだ。

「ファンが怖いのも本当なの！　わたし、また失敗するかもしれない。そしたら、さっきまで笑って応援してくれてたファンのみんなが、嫌な笑いを浮かべてわたしをバカにするかもしれない。そう考えると……怖くてたまらないんだよ！」

「上等じゃないか」

　俺は、鋭するどく切り返す。

「上等……？」

「ファンが〝敵〟になるならけっこうなことだ。敵なら、戦えるだろ。もう一度、みなものパフォーマンスでファンに戻してしまえばいい。おまえには、それだけの力があるだろ。ファンを喜ばせたいって気持ちがあるだろ」

　俺は、再びみなもの両肩を掴つかんだ。

　開いていた窓から、風が吹き込んできて、みなもの髪を揺らしていく。

「敵に立ち向かえ、みなも。おまえのファンは無関心にはなってない。敵じゃなけりゃ、戦うこともできないけど、そうじゃない。みなものファンが無関心になってないのは、からかい半分の奴やつが多いとしても客が集まってるのは、みなもに人を引きつける力があるからだ。それって、アイドルに一番必要なことだろ」

「……わ、わかったようなこと言うなあ」

　みなもが動どう揺ようを見せている。

　もちろん、俺が言ったようなことは彼女だってわかっていたはずだ。

　それを知らないふりをして──いや、怖さのあまり気づかないフリをしていただけだ。

「ああ、俺はアイドルについちゃなにも知らない。けど、みなもの──みなもたちのことはよく知ってる。俺は──みなもたちのファンなんだよ。だから、ライブを見たいんだ」

「……ずいぶん個人的な話だね」

「これこそ損得抜き、本心からの理由だろ？」

　俺は、にやっと笑ってみせる。

　これで、俺が伝えられることはすべて。

　ここまでやってダメなら──

「ん？」

　突然、俺のポケットの中で着信音が響ひびいた。

　学園に支給されたスマホを取り出し、届いていたメールを開く。

　そこには、動画ファイルが添てん付ぷされていた。

　これは、もしかして……。

「みなも」

「え？」

「飛鳥あすか先生からメールだ。おまえも一緒に──いや、おまえが見るんだ」

　俺はみなもの返事を待たずに、スマホの画面を向けて、添付されていた動画を開く。

「あ……」

　それは、予想したとおり──今日のライブ会場を撮影した動画だった。

　会場を客が埋め尽くし、ざわざわと騒さわいでいる。

　さっき見たときよりも、客の数はかなり増えているようだ。

「ここに、おまえの敵と味方が待っている。敵はぶっ倒して、味方にしろ。おまえの味方──ファンたちには、夢を見せてやれ。アイドルなんだろ？」

　それから──

　数秒間、みなもは下を向いて黙だまり込んでいたかと思うと。

「はぁ……」

　ため息をついてから、顔を上げて。

　にっこりと笑った。

「そっか、敵は倒せばいいんだね」

「ああ、そうだ。安心しろ──おまえたちの戦力は圧倒的だ。蹂じゆう躙りんしてこい！」

「あはは、やっぱりコーチは物ぶつ騒そうだね。でも、わかった──やってくる！」

　そう、負けず嫌いで、実は目立ちたがりのみなもはもう一度ステージに上がれば、すべてを解決できる。

　みなもがステージで歌って踊おどれば──誰もが彼女に夢中になるだろう。

「あいつに、わたしの存在を教えたくて──アイドルになって、歌とダンスが大好きになって、ずっと頑張ってきたんだもんね」

「あいつ……？」

「ふふ」

　みなもは、なぜか俺の目を意味ありげに見ながら笑った。

　その笑顔は、ついさっきの笑みとはどこか違っていて。

「でも、行かなくちゃ。もうあいつのために歌っちゃいけない。わたしは、カナと詩しい歌かと一緒に、みんなのために──歌わなくちゃ！」

　みなもは、俺から視線を外し、表情を引ひき締しめて。

「ここからが、スタートだね」

　真剣な声で言うと、みなもは歩き出した。

　彼女が言わんとしたことはよくわからなかったが──

　みなもは、止まらずに歩いて行く。

　俺は、彼女を止めることはできなかった。

　止める必要も──まったくない。







　講堂内は、ざわざわと騒さわがしい。

　間もなくステージが始まる旨むねが知らされたので、盛り上がってきているようだ。

「いい感じだわ。盛り上がるライブってこういうものなのよね」

　飛鳥あすか先生がステージ袖そでから客席を覗のぞき込んでいる。

「そうなんですか。俺は、ライブとか生で観みたことないんですよね」

　俺も、ちらりと客席を見た。

　みなもは、カナと詩歌に合流し、ステージ衣い装しように着替えているところだ。

　あとは、待つしかない。

「まあ、私もあんまり観たことはないんだけどね。ともかく……いい説得だったわ」

「……盗み聞きとは趣味がよくないですね」

　俺としたことが、気づかなかったとは。

「教員にスカウトしたいくらいよ。真正面から生徒に向き合えるいいコーチね」

「……俺は失敗しただけです。百パーセント成功する戦略も戦術もありません。失敗したとき、どうするか──それが大事なんです」

「失敗したら、どうするの？」

「そうですね。今回みたいなギリギリの状況で失敗した場合は──こう教わりました」

　昔、エリックが言っていた。

　あいつがまだ新兵の頃、古参兵にある言葉を教わったらしい。

「どんな戦術も眼前の敵には無力だ──と」

「なるほど、そりゃそうね。目の前に敵がいるのに、右に回り込んでとか待ち伏せしてとか、無理よね」

「そういうことです」

　最後は、策略も戦術も必要ない。

　正面からぶち当たって、それがダメなら死ぬか逃げるか。

　それだけのことだ。

「ところで、ここには教え子たちはいないわよ。本当のことを言ってみたら？」

「本当のこと？」

　俺は、先生に聞き返す。

「コーチは、エンジェルパーティへの参加が決まるまで。それはもう決まったことだけど……あなたの本音はどうなのかな？」

「辞めたくないです」

　俺は、即座に答えた。

　まったく、なんの迷いもなく。

「ここまで見てきた子たちなんですから、最後まで見ていたいです。でも……俺はあいつらと一緒に戦ってやれない。結局、俺は素人しろうとですから」

「……そうね」

「だから、これでいいんです。まあ死に別れるわけじゃないし、あいつらがどこまで行くか、知ることくらいはできますからね」

　はたして、これは本心だろうか。

　自分でもわからないが、そういうことで納得するしかない。

「あなたも面倒な子ね。それ、水み無な瀬せさんたちに言ってあげればいいのに」

「絶対言いませんよ」

　そんなのは、意味のない愚ぐ痴ちだ。

　コーチが教え子に言えるわけがない。

「まあ、そういうところ、りっくんらしいわね」

「俺もあらためて訊ききたいんですが、どうして俺をコーチに？」

「今さらの質問ね。ま、あなたと水み無な瀬せさんが似てたからよ」

「俺とみなもが……？」

「もの凄すごいエネルギーを秘めてて、なにかにぶつけたくてギラギラしてるけど、なにもできない……そんな感じ」

「…………」

「私は教育者だからね。そんな子たちの背中をばーんと叩たたいて、やりたいことをやらせてあげるのがお仕事よ」

　飛鳥あすか先生は、にやりと不敵に笑って。

「若者は突っ走らなきゃ。青春ってやつよ」

　青春か……。

　そんなもの、俺とは無縁だと思っていたけど……。

「……あ、そうだ。それはいいんだけど、りっくん」

「なんですか？」

「ライブやるのよね？　で、あの子たちのグループ名は？」

「…………あ」

　客を集めるつもりはなかったから、ポスターとかチラシのたぐいもつくってない。

　どこかにグループ名を記入する必要もまったくなかったんで、考えてもいなかった。

　やばい──







「いいか、入るぞ！」

　控え室のドアをノックし、返事を待つのももどかしく、中に入った。

「おっ……」

　すぐに立ち止まってしまう。

　三人ともステージ衣い装しように着替えていて、いつもとは別人のようだ。

　セーラー服タイプ、ノースリーブでへそを見せた衣装。胸元には大きなリボン。

　スカートはミニで、チェックの模様が入っていて、全体のカラーは統一されている。

　制服のような衣装、というのは学生アイドルという要素を押してるんだろう。

「って、今は衣装なんてどうでもいい！」

「どうでもよくない！」

　詩しい歌かが目をむいた。

「これでも、必死に直したんだから！　サイズの調整だけでも凄い手間なんだよ！」

「と、悪い、そうだった。いい衣装だと思う。三人とも似合ってる」

「コーチには気の利いた褒ほめ言葉は期待してなかったけど、予想以上のぞんざいさだね」

　みなもは、もういつもどおりだ。

　それはけっこうなことだが──

「ああっ、そうじゃなくて！　あたしたち、肝心なことを忘れてた！」

「桜さくら木ぎ君、私たちにもグループ名が必要よねー」

「グループの名前──って、そっちも気づいてたのか」

　その割に、カナはのんびりしているのが気になるが。

「桜木君も気づいたの。さすがに、グループ名がないままっていうのはまずいわよね」

「もう時間がないぞ。あと三分で決めないと」

「とんでもない話だよね。たった三分しかないなんて。でもまあ、それも面白いかも」

　みなもは、くすりと笑って肩をすくめる。

「日本一のアイドルグループが、グループ名を三分で決めたっていうのも」

「…………」

　あ、こいつマジだ。

　もうマジでエンジェルパーティ優勝を狙ねらいに行くつもりでいる。

「いやいや、そんなことはいいから、さっさと決めよう！　桜木さん、ここにいくつか候こう補ほ出したんだけど！」

　詩しい歌かが焦あせりながら言って、テーブルの上に置かれた紙を指差した。

　そこには、いくつか名前が書かれ、線で消されているものも多い。

「残ってるのは──〝Ｄｏｎ[image: ]ｔ　ｔｈｉｎｋ　ＦＥＥＬ〟〝Ａｎｇｅｌｓ〟〝ＬＯＶＥ　ＢＥＡＴＳ〟？　妙なチョイスばかりだな……」

「ほっといて。わたしたちも、突とつ貫かんで考えたんだもん」

　みなもが不服そうに言う。

　三人が出したアイデアのようだが、決め手には欠けるな……。

「じゃあ、コーチ。早く決めて」

「は？　なんで俺が……？」

「ここまでわたしたちを引っ張ってきたのは、コーチだよ。最後はコーチに決めてもらいたい……ということにしておくよ」

「どれだけ素す直なおじゃないんだ、おまえは」

　とはいえ、時間もないのは確かだ。

　この三つから選び出すとしたら──

「……俺の兄貴分みたいな人で、エリックって元米兵がいるんだが」

「その話、長くなるの？」

「そいつは、米海軍の特殊部隊、〝Ｎａｖｙ　ＳＥＡＬｓ〟の出身なんだよ。で、そのＳＥＡＬｓの部隊名は〝ＳＥａ〟〝Ａｉｒ〟〝Ｌａｎｄ〟の頭文字から取られている」

　みなもの皮肉をスルーして説明を続ける。

「この三つ、〝ＦＥＥＬ〟〝Ａｎｇｅｌｓ〟〝ＬＯＶＥ〟から取って──」

「──なるほど。コーチにしては、気が利いてるなあ」

　最後まで言う前に、みなもが頷うなずいた。

「じゃ、それでいこう。不評だったらコーチのせいにできるしね」

「俺は鬼コーチかもしれんが、みなもは鬼教え子だよ……」

「さすがわたし、斬ざん新しんなキャラだね。それじゃあ、行くよ、カナ、詩しい歌か」

「なんか、偉えらそうだなあ。さっきまでステージ放ほう棄きして逃げるとこだったのに」

「あの頃は若かったよ」

　みなもは、詩歌の皮肉にもすまし顔だ。

　いいぞ、調子が出てきてるな。

「え？　あれ、私、グループ名わかってないんだけど！」

「カナは、そのおっぱいでファンを楽しませればいいの。ＭＣはわたしに任せて」

「えーっ」

　カナは不満そうだが、みなもは知らん顔だ。

「いい、カナ、詩歌」

　と思ったら、突然みなもが真顔になる。

「わたしたちはグループだよ。仲間だよ。そう思って……いいよね？」

「当たり前じゃない」

「バ、バカ。今さらなに言ってるんだ」

　みなもの言葉に、カナと詩歌が頷く。

「うん、そうだよね。わたしたちは、三人で一つ。みんなで飛ぼう。わたしたちは、可愛かわいい。最高に可愛く、歌って踊おどろう。最高のステージをやろう！」

「みなもちゃん……！」

「みなも……！」

　カナと詩歌が、今度は何度も頷く。

「行こう！　わたしたちのステージへ！」

　そして、三人は歩き出す。

　歓声が響ひびくステージへ向かって。

　後戻り不可、行くしかない。

　そして俺は──あとは見守るだけだ。

　ここから先はみなもたちの──彼女たちだけのステージだ。





　　　　☆






　ステージに、スポットライトが灯ともる。

　円形の明かりの中には、一人の少女──水み無な瀬せみなもが立っている。

　大丈夫、わたしはやれる。もうなにも怖くない──

　ステージ衣い装しように身を包んだみなもは、すうっと息を吸い込んで。

「はじめまして！」

　と、明るく言った。

　いきなり歌から入るのがセオリーだが、みなもはメンバーたちに頼んで、最初に話をさせてもらうことにしたのだ。

「わたしたちは、星せい歌か台だい学園育成科所属のアイドル──ＦＥＡＬｓフイールズです！」

　みなもは、力いっぱいの声でさっき決まったばかりのグループ名を名乗る。

　講堂は客でいっぱいだ。

　みなもの視界を埋めている観客は、五百人ほどいるのではないか。

　彼らは、ざわざわと騒さわぎ始めている。

「今日はわたしたちのステージを観みに来てくれてありがとうございます！」

「パンツ見に来たんだよ！　パンツ見せろ、パンツ！」

「パンツ見たいなら階段の下から覗のぞいて！　それで、逮捕されて！」

　汚いヤジに、みなもは笑いながら即答する。

　冗談めかして言ったが、割と本気だった。

「ええ、そりゃあもう、みんなが期待してることはわかりますよ！　でも、期待に応えて、それ以上のことをするのがアイドルですから！」

「さすが、みなもちゃん。かっこいいわよねー」

「かっこいい……かな？　というか、アイドルがパンツとか言わない」

　さらにスポットが二つついて、カナと詩しい歌かの姿も現れる。

「文句があるのもわかりますよ！　けど、文句は終わってから聞きます！」

「たぶん文句言ったら、みなもちゃんに逆襲されるけどね！」

「三倍返しでハートをえぐられるだろうね。まあ……文句を言われるようなステージにはならないけど」

「うんっ、もちろん！」

　みなもは頷うなずき、右手を突き出すようにして挙あげる。

「わたしたちの初めてのステージ、一緒に楽しんでください！　曲は──〝ファースト・ストライク！〟」

　イントロが流れ始め、みなもを中心に三人がステップを踏ふみ始める。

　カナがつくった曲はアップテンポで、ノリがいい。

　その分、ダンスも激しくてかなり難易度が高いのだが──

　みなもはもちろん、カナと詩歌も見事に踊おどりこなしている。

　そして、三人のボーカルが入る。





　　眠れない夜に　遠い夢見てた

　　駆け出す勇気　ほしくて

　　ありふれた言葉　心届かない

　　痛みが教えてくれた






　歌声は講堂内に響ひびき、みなもの高く澄すんだ声に観客たちのボルテージが上がっていく。

　カナ──踊おどりは苦手だったのに、リズムに合わせてきちんと踊れている。

　ギリギリまでカナが粘ってつくってくれた曲は、最高にノリがいい。

　詩しい歌か──歌も踊りも前から器用にこなしてたけど、今は派手に楽しく演じている。

　夢見がちな詩歌の詞しは少し恥ずかしいけど、わたしたちの想いを描いてくれてる。





　　走り出した毎日は　笑顔だけだね

　　出会いがくれた翼　はばたかせるの

　　終わらないメロディに　歌を響かせ

　　まっすぐ突き進んで　輝かがやく奇跡！






　いける──！

　みなもは歌いながら、今にもステージから飛び出しそうな大きなアクションを見せつつ、踊っている。













　これまでにないほど、身体が軽い。

　羽が生えて、飛んで行けそうなくらい。

　ビュンビュンとステージ上を跳はね回り、喉のどの奥から絞り出した声をメロディに乗せて響ひびかせていく。

　止まらない、止まらない！

　もっともっと、歌いたい、踊おどりたい！

　みなもは、笑顔を溢あふれさせ、恐れもせずに衣い装しようのスカートを翻ひるがえして踊る。

　楽しい、やっぱりステージは楽しい！

　ここが、わたしの居場所！

　みんなと一緒に遊べるステージ！

　みなもも、詩しい歌かとカナも完璧からはほど遠いものの、それぞれがお互いに欠けた部分を補い合うようなステージだ。

　みなもは、歌い踊りながら、キラキラと光の微粒子のようなものが舞っていることに気づく。

　特になにも演出はしていない。

　しかし、三人のステージは、本物の星が散らばっているように輝かがやいている──

　わたしたちにこんなステージができるのは──あいつのおかげ。

　ステージ袖そでにいるはずの、あいつにも感謝しておこうかな。

　みなもは、大きく跳んで両手を天に向かって突き上げる！

「おおーっ！」

　観客たちが歓声を上げ、リズムに乗って手を振っている。

　みなもたちの歌声と歓声で、講堂内が震ふるえているようだ。

　曲は２コーラス目に入り、みなもは左右にステップを踏ふみ、ぴょんぴょんと跳ね、ステージ上を駆け回っている。

　丈たけの短いステージ衣装の裾すそがふわりふわりと揺れ、太ももがあらわになる。

　カナのダンスはテンポも動きも悪いが、それでも縮ちぢこまらずに伸び伸びとしている。飛ぶようにして踊り、そのたびに大きな胸が揺れて、歓声が上がる。

　詩歌のダンスはみなものような派手さはないが、わずかな狂いもなく、綺き麗れいで正確だ。

「…………っ！」

　と、思ったら──

　しまった──！

　みなもが、突然足を滑すべらせてしまう。

　大きなアクションで踊っていた最中だけに、体勢を立て直すこともできず──

「みなもっ！」

「みなもちゃん！」

　詩歌とカナが、左右からみなもの手を取って倒れそうになった彼女の身体を支える。

　みなもは、二人に支えられて体勢を立て直す。

　メンバー三人は手を繋つなぎ合ったまま、互いに顔を向ける。

　三人の顔には、笑みが浮かんでいた。

　そう、三人揃そろえば、どんなトラブルが起きたって助け合える。

　ステージの上での失敗を、ステージの上で取り戻せる。

　努力をしてきて、困難も乗り越えて、一つになった三人ならば──

　そして。

　歌が中断したのは一瞬だけ。

　すぐに、みなもは笑みを浮かべて歌を再開し、カナと詩しい歌かも同時に歌い出す。

　三人は手を繋いだまま、歌とダンスを続け──

「どうもありがとうー！　ありがとうー！」

　歌が終わり、みなもは繋いだままの両手を挙あげて、観客に呼びかける。

　みなもは、自分の目にうっすらと涙が浮かんでいるのに気づく。

　曲が終わっても、観客は歓声を上げ続け、ステージ上の三人を讃たたえている。

　そう、観客たちの反応が証明している。

　ああ──最高のステージだった。

　ＦＥＡＬｓフイールズの最初のステージは、完璧ではなくても、最高だった。

　最高だった──

　わたしたちの夢のはじまりは──こんなにも最高で、楽しい。





　　　　☆






　俺のコーチとしての仕事は、終わった。

　たいしたことはできなかったとはいえ、自分の仕事の結果については見届けさせてもらった。

　まず、ＦＥＡＬｓのステージを撮影した動画は、正式な手順を踏ふんで、エンジェルパーティのサイトに投稿され、審査を待つことになった。

　それとは別に、観客の一人が撮影していた動画がネットに上げられ、みなものライブ前の毒どく舌ぜつまで世に出てしまったが──

　世間の評判は賛否が分かれたものの、とりあえず話題にはなった。

　あのパンチラアイドルが！的な騒さわがれ方はしたものの、ネガティブなイメージはかなり払ふつ拭しよくされた印象だ。

　ちなみに、ネットの動画を観みた、例の香か椎しい愛まな美みのＳＮＳでの発言はというと。

《なんでああいうライブが、うちらの時にできなかったんだよ！》

　口調こそ怒っているが、みなもは「素す直なおじゃないよね」と笑っていた。

　要するに、照れているだけで実のところは褒ほめているらしい。

　少なくとも、香か椎しい愛まな美みはそれ以上のコメントはせず、他の元メンバーたちもけなしてはいなかった。

　これで、みなもが悪夢を忘れてくれればいいと思う。

　彼女はこれからも、ステージに上がり続けなければならないのだから。

　もし、また悪夢がよみがえっても、俺はなにもしてやれない。

　エンジェルパーティのサイトにステージの動画を投稿した日。

　俺は、正式に星せい歌か台だい学園の警備員として採用された──









　　　　エピローグ






　平和って素晴らしい。

　正門そばの警備員の詰め所で、お茶をすすりながら、そんなことを思った。

　警備員の仕事は、思った以上に楽だった。

　昼間は、こうして座っているだけでいい。

　たまにやってくる来客の身元とアポを確認する程度の仕事しかない。

　あとは、校内の監視カメラの映像をモニターでチェックしていればＯＫだ。

　夜は、校舎内も含めて見回らなければいけないが、それもほとんどルーティンワークでしかない。

　少し退屈なので、そろそろ不審者でも入ってこないだろうか。

　ぶちのめせば、運動不足の解消にもなるしな。

「……と、いかん」

　物ぶつ騒そうなことを考えてはいけない。

　俺は名門女子校の警備員なのだ。生徒の安全を守る重要な仕事だ。

　校内の平和が保たれることだけ考えていればいい。

「座ってるだけでお金がもらえるなんて、ほとんど詐さ欺ぎだよね」

「……なにしてるんだ、みな──水み無な瀬せさん」

　突然、詰め所の窓の向こうにみなもが立っていた。

　なぜか、ニヤニヤと笑っている。

　俺は窓をがらりと開ける。

「まだ授業中だろう。校内に戻るように」

「水無瀬さん、なんて気色悪いよ。ひどいイヤガラセだよね」

「警備員が生徒さんを名前で呼び捨てにはできないだろう」

「心の中でバカ女とか呼ばれるよりマシだよ」

「君は、たまに妙な被ひ害がい妄もう想そうを持つな」

　まだまだ、みなもの思考回路は理解できない……。

「まあ、そんなことはどうでもいいや。それより──時が来たよ」

「なんだ、その物語が始まりそうな台詞せりふは」

　みなもがわけのわからんことを言い出すと、嫌な予感しかしない。

「とりあえず、そんな狭苦しいところにいないで、出てきて」

「待て、ここを空けるわけには……」

「大丈夫、明あ日す奈なちゃんに話してあるよ。すぐに交代が来るから」

「手回しのいいことだな……」

　と言っている間に、同僚がこっちに歩いてくるのが見えた。

　まあ……いいだろう。行きますとも。

　生徒さんが来いとおっしゃるなら、行くしかない。







　みなもに連れて行かれたのは、学園の中庭だった。

　訓練でたっぷり絞られたみなもたちが、マグロのように転がっていた思い出の場所だ。

　なつかしい……というほど昔のことでもないが。

「なにか、嫌なことを思い出してない？」

「俺にとっては別に悪いことでもない……ん？　カナと詩しい歌かもいるのか」

「もう呼び捨てに戻ってるじゃないの」

　みなもは呆あきれているが、クセというのはなかなか抜けない。

　とにかく、カナと詩歌が中庭の芝しば生ふの上に座って待っていた。

「あ、来た来た。桜さくら木ぎ君、警備員の服、似合わないわね。服に着られてるみたいよ」

「警備員の服、あんまかっこよくないよな。改善を要求したい」

　カナと詩歌が勝手なことを言っている。

　警備員の服に装飾性は不要だろう。

「というか、こっちは君らと遊んでたらクビになりかねないんだぞ。用があるならさっさと言ってくれ」

「うわ、冷たいんだね。わたしたち、あっさりポイされちゃったの？」

「人聞きの悪いことを言うな。本当に、なんの用なんだ？」

「ふふふふふふ」

　みなもが、気色の悪い笑みを浮かべている。

　なんだ、俺は殺されるのか？

「さあ、カナ。見せてあげて」

「偉えらそうよねえ……」

　カナが苦笑しながら、一通の封筒を取り出す。

　なにやら凝こった模様が入った、白い封筒だった。

「それは、もしかして……」

「そう。エンジェルパーティ運営からの手紙だよ。出場審査の結果は──合格！」

「…………」

　合格……うん……？　合格……？

「合格！　本当か!?」

「なんでそこまで驚おどろくの？」

「いや、みなもの態度、悪かったからなあ」

「アイドルはいい子ちゃんが多いからじゃないかな。悪役ヒールも一人くらいいたほうが、エンジェルパーティも盛り上がるよ」

「自分で言うな……」

　アイドルとヒールって水と油だと思うが。

「ヒールは嫌だけど、合格は合格よ。桜さくら木ぎ君、やったわ、私たち！」

「ま、当然の結果だな。あたしは合格を疑ってなかったよ」

　言い方はともかく、カナと詩しい歌かも喜んでいるらしい。

　あれだけしごかれて、不合格でした──じゃ、笑えないもんな。

　もちろん、エンジェルパーティ運営側がヒールをほしがったわけじゃなくて、普通にライブが評価されたんだろう。

「そういうわけだから、あなたも今日から戻って来て」

「は？」

　みなもは、いきなりなにを言ってるんだ？

「は？　じゃないよ。いつまでも警備員をやってられると思ってたの？　ここからが大変だっていうのに、あれだけわたしたちを毎日毎日ねちねちねちねちイジメておいて、一人だけ逃げられると思ったら大間違いだよ」

「待て、待て。それも人聞きが悪いが、警備員になったのは、学園の決定だぞ。ひっくり返せるわけないだろう」

「もうひっくり返してきちゃった」

　今度は、みなもがどこからか茶封筒を取り出してきた。

　受け取って、中に入っていた書類を見てみると──

　確かに、育成科コーチへの復帰が許可されている……。

「明あ日す奈なちゃんが学園に掛け合ってくれたの。あなたは、今日からまたわたしたちのコーチだよ」

「いや、本当に待て。俺にはこれ以上おまえたちに教えられることなんてないぞ」

「あるでしょ。これまでみたいに、わたしたちに地獄を見せればいいんだよ」

「えー……」

「あたしは別にそんなもの見たくないけど……」

　カナと詩しい歌かは不満たらたらだが、みなもは完全に黙もく殺さつする。

「だいたい、考えてもみてよ」

「なんでおまえ、上から目線なんだ？」

「新しいコーチが来ても、わたしたちが言うこと聞くわけないでしょ？」

「……それも偉えらそうに言うのもどうかと思うが、まったくそのとおりだな」

　特にみなもが人の言うことを聞くとは思えない。

　新しいコーチが気の毒なことになる可能性があまりに高い。

「さあ、そういうわけだから今日も練習するよ。カナ、詩歌、コーチ、おいで」

「…………俺、コーチなんだよな？」

　明らかに、みなものほうが立場が上っぽいぞ。

　なんだか、本当にコーチに復帰させられそうだが──いいんだろうか？

　学園の許可が出ているなら、もちろん問題はない。

　いや……まあ、いいか。

　せっかく、ここまでみなもたちに付き合ったんだ。

　ＦＥＡＬｓフイールズのこれからを近くで見ていけるなら──

　それは、割と悪くないことのように思えた。







　育成科本館、ダンス練習室。

　毎日見回りをしている場所ではあったが──まさか、またコーチとして来ることになるとはな。

「なにを感かん慨がいにふけってるの、コーチ。エンジェルパーティの予選は、甘くないよ。今日からガンガンやらないとね」

「なんだか、やる気満々なみなもが、ちょっと怖いぞ」

「あー、わかるわかる。でも、みなもちゃんって意外と熱血なんだよね」

「うるさいよ、二人とも」

　みなもがじろりと俺とカナを睨にらみつつ、練習室のドアを開けると──

「あれ？」

　練習室内に、音楽が鳴り響ひびいている。

　作・編曲：朝あさ霞かカナミ、作さく詞し：宮く藤どう詩しい歌かのあの曲──〝ファースト・ストライク〟だ。

　その曲にあわせて、一人の女子生徒が踊おどっていた。

　やや赤みがかった髪を頭の左側で結んだ、ほっそりとした女の子だ。

　右目の下に小さなほくろがあるのが、妙に色っぽい。

「うわぁ……」

　カナが女の子の姿に、うっとりしている。

　それも無理はない。

　少女のダンスは──あまりに次元が違っていた。

　まるで重力を無視しているかのように軽やかに舞い、踊っている。

　人間ってこんな不可思議な動きができるものなのか──？

　俺たちが呆あつ気けにとられているうちに、音楽は終わり──

「……ふう」

　少女は、小さく息をついた。

「あの……あなた、誰なんだ？」

　真っ先に我に返った詩歌が、少女に声をかける。

「どっかで見たような気もするけど……中等部の生徒か？」

「……そう。中等部三年、星ほし宮みや舞ま衣い」

　その少女、舞衣は無表情で短く答えた。

「星宮舞衣……？　どこかで聞いたような……？」

　みなもが首を傾かしげている。

　俺は、もちろん聞いた覚えも見覚えもない。

「あなたたち……ＦＥＡＬｓフイールズだっけ？　ステージ、見させてもらった」

　星宮舞衣は、じろじろと遠えん慮りよのない目をみなもたちに向ける。

「全然ダメだった。曲は悪くなかったけど、歌がいまいち。でも、一番ダメだったのは、ダンス。振り付けも悪いし、統一できてない。一人一人のレベルも低い。特に、あなた」

「は？　わたし？」

　みなもは、星宮舞衣に指差されて、きょとんとする。

「センターのくせに、あの程度のダンスしかできないなんて。あれじゃ、エンジェルパーティでは通じない。あなたたちじゃ……予選落ちだね！」

「なっ……」

　みなもが絶句している。

　カナと詩歌も似たような反応だ。

　星宮舞衣のいきなりの登場と挑発に、俺も頭がついていかない。

　エンジェルパーティ出場も決まって、これからというときに。

　ＦＥＡＬｓが昇っていく先には、まだまだ試練が待ち受けているようだった。
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